
代；
In加national
L悔Scienc巴
INSTITUTE 

No. 59 

自次一

口 第3回「栄養とエイジングj国際会議を成功させよう

口高齢者の免疫機能と栄養

ロf栄養とエイジングj国際会議によせて

口基調講演者のプロフィール

21世紀を迎えて数々の提案をされる西還潤ー先生

健康な長寿を提唱される星猛先生

口各セッションの聞きどころ

口／LSIJAPAN 1999年第 7＠］理事会（総会j報告

口1999年度 lLS l本8/J総会および学術集会報告

口 fおLEしさの科学Jフォーラム・第8＠講演会講演録

f食の調節と味覚修飾因子：肥満抑制物質、

歴液タンパク賞、食物中の脂肪j

fテクスチャーの数値千とから感性科学にl匂げでj

口！LSIJAPANセミナー
今0> {F守分i~I:.管gl物質＇j 第 7 ＠セミナ一。

／ハ

合求、

令長 日本匡
－~、 ＞－＿. lnternationa 

t、：＂＇＂ ....:..: 
’t。と〉‘ a

..., ／＇..、－
d〆~.

f入℃f
や公ト

”ミ~也
・。議官



日本国際生命科学協会（InternationalLife Sciences 

Institute of Japan, ILSI JAPAN）は、健康、栄養およ

び食品関連の安全性に関する諸問題を解決するため、

政府機関、学術機関および産業界の国際的な協力体

制のもとで、科学的な観点から調査研究を推進する

ために設立された非営利の科学団体である国際生命

科学協会（InternationalLife Sciences Institute; ILSI) 

の一部門として日本を中心に活動している非営利の

科学団体です。
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第3回 「栄養とエイジングj国際会議特集

第3固「栄養と工イジンク』
国際会議を成功させよう

尚
一

日本国際生命科学協会会長

国際会議組織委員会委員長

木村修一

はじめに：

すでに「 ILS I・イルシー」言志（No.56) 

に、「栄養とエイジングj国際会議開催につい

てのこれまでの経緯、そして第 3回会議開催

の意義について述べたので、繰り返すことは

避けますが、会期があと 3ヶ月足らずと近づ

いてきましたので、これを成功させるために、

再び会員の皆様のご協力をお願pするために

ぺンを取り ました。

(1）基調講演に西津潤ー先生と星猛先生

基調講演をいただく先生として西津潤一先

生と星猛先生にお願いできることになりまし

た。両先生とも学会だけでなく、そのユニー

クな活躍は天下に轟く先生ですが、快く引き

受けてくださいました。

西津先生は前東北大学総長で、その学術活

動では何度もノーベル賞候補にノミネー卜さ

れた先生で、むしろ外国で評価の高い学者で

あり、発想の巾の広さとユニークさでも著名

な先生です。

星先生もまた、生理学会の重鎮で、国際生

理学会ピッツ賞を受賞するなど、国際的に活

躍されている先生です。静岡学術フォーラム

を主宰して、毎年静岡県を舞台に、国際健

康・長寿学術フォーラムを開催している精力

的な学者です。この両先生を第 3回「栄養と

エイジングJ国際会議にお迎えできることは、

まことに喜ばしいことで、われわれ関係者に

とっては心強い限りです。

西津潤一先生の講演は「超高齢化社会と科

学技術の役割Jで、星猛先生の講演は「長寿

と食生活jです。お二人の先生の基調講演は、

本会議に花を添えるものといえるでしょう。

さて、今回の会議には 4つのセッションを

組みました。以下に簡単に内容を紹介するこ

とにしたいと思います。

Expectations for the 3rd 

International Conference on 

”Nutrition and Aging" -2-

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 

SHUICHI KIMURA Ph.D. 

President, ILSI JAPAN 

Chairman, 

Organizing Committee of 

the International Conference 

on”Nut「itionand Aging" 
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( 2）セッション 1：加齢と生体諸機能

このセッションでは、加齢によってさまざ

まな機能がどのように変化するのかについて、

それぞれの領域の権威者の発表する最新情報

が期待されます。すなわち、加齢による栄養

代謝がどのような変化を遂げるのか、食欲や

昧覚はどのように変化するのか、そのメカニ

ズムはどうなのかといったことに関して、ど

こまで解明されているのかを知るよい機会で

あると思います。また、加齢による免疫機能

の変化は、高齢社会にとって最も関心の高い

発がんの問題とも密接に関連しており、今後

最も重要な課題であり、その研究の現状を知

る上で貴重な内容になることが期待されます。

( 3 ）セッション 2：食パターンの変遷とエイ

ジング

このセッションでは、世界の食パターンの

変遷をそれぞれの国々から報告していただき、

食パターンが加齢にどのような影響を持ち、

何が問題になっているかを探ろうとするもの

で、近隣のアジア諸国の栄養状態を知る上で

も興味深いセッションとなると思います。座

長をお願いしている小林修平先生に、このセ

ッションの要点についてインタビューし、そ

の内容が別項にまとめられているので（本誌

18頁参照）、ここでは省略したいと思います。

( 4 ）セッション 3：食生活、運動と生活習慣病

生活習慣病は高齢者社会においては最も関

心の持たれる問題の一つです。 L、かに長寿を

全うするか、そのQ0 Lにも大きく影響する

からです。特に先進国では身体を動かす労働

が少なくなり、いわゆる運動不足が指摘され、

子供の時代の運動不足が肥満の増加の一因と

ι 

なっていることはよく知られています。生活

習慣病の発症に対して、食生活や運動がどの

ように関わっているかについての最新情報の

報告が期待されます。

( 5）セッション 4：ヘルスクレームに士すする

各国の対応

いまや「機能性食品」を巡る関心は世界的

に高まっています。健康保持にとって、食品

の持つ機能への期待が今後ますます大きくな

るものと考えられます。それだけに食品につ

いてのヘルスクレームがどうあるべきかが基

本的な問題になってきています。細谷憲政先

生が座長となり、世界の国々から提出される

「ヘルスクレームの考え方」を一堂に会して議

論するこのセッションは、将来のいわゆる

「機能性食品」のあり方についての示唆を考え

ることになるものと期待されます。

会員の皆様のご協力を重ねてお願い申しあ

げます。

So札ZL・0

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 
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第3図「栄養とエイジングj国際会議特集

高齢者の免疫機能と栄養

東京医科歯科大学教授（小児科）

矢田純一

｜．はじめに

高齢者では免疫機能の低下がみられる。こ

れは免疫系そのものの老化によるものが中心

であろうが、消化器機能の低下に伴う栄養不

足による二次的免疫機能障害も加わっている

ものと考えられる 。したがって、栄養状態の

改善によって損なわれている免疫機能を一部

回復させることも期待できるわけである。高

齢者の免疫機能低下は、感染症の重症化、遷

延化、日和見感染の増加の原因となる。感染

の存在は栄養状態を悪化させる可能性があり、

それがまた免疫機能をさらに低下させるとい

う悪循環を形成することになろう 。免疫機能

の低下は悪性疾患の発生増加とも関係してい

るし、免疫機能低下に伴う免疫反応の偏りは、

アレルギーの増加や自己免疫病の増加とも関

連している。感染やアレルギ一、自己免疫は

さまざまの臓器に損傷を与え、それらの臓器

の老化を促進することにもなる。すなわち、

免疫系の老化は他臓器の老化と相関しながら

進行するものと思われる。栄養に留意するこ

とによって、こうした一連の老化の進行に歯

Nutrition and Immune Function 

in Aged People 

/LSI.イルシー （No.59)99.6 

＠ 

止めをかけることができたらという期待がも

たれる。

II. 高齢者の免疫機能

免疫系の主たるものはB細胞／抗体産生系、

T細胞／細胞性免疫系、食細胞系、補体系の

4つに大別される。T細胞／細胞性免疫系に

はT細胞やNK細胞によるウイルス感染細胞、

腫蕩細胞、移植細胞の破壊といったウイルス

増殖阻止、腫蕩免疫、移植拒絶の働きやT細

胞サイトカインを放出してマクロファージを

活性化することによる細胞内寄生性細菌、真

菌、原虫の防御といった働きが含まれる。抗

体には細菌毒素の中和、ウイルスの中和によ

る拡散阻止、食細胞による食菌の促進（オプ

ソニン化）、補体の活性化などの働きがある。

食細胞には好中球とマクロファージ（大食細

胞）とがあり、前者は主として一般細菌の食

菌・殺菌にかかわり、後者は主に結核菌、サ

ルモネラ、リステリアなどの細胞内寄生性細

菌、カンジダ、アスペルギルスなどの真菌、

カリニ、クロスポリジウムなどの原虫の食・

JUNICHI YATA 
Professor 

Department of Pediatrics, 

School of Medicine, 

Tokyo Medical and Dental University 

ι 



81je-C5c .. ienc.吾－＆ 2.面白d万f81/e 

殺作用にかかわっている。好中球による食菌

には抗体が細菌に結合することによるオプソ

ニン化が重要であり、マクロブァージの殺作

用にはT細胞の放出するインターフエロン γ

などのサイトカインによるマクロファージの

活性化が重要である。活性化された補体は菌

のオプソニン化、食細胞に対する走化因子、

溶菌などの働きを持つが、ナイセリア（髄膜

炎菌、淋菌）の防御には補体による溶菌作用

が主な関与をしている。

上記の免疫系で高齢者において特に低下が

目立つのはT細胞／細胞性免疫系である。胸

腺からのT細胞の供給が減少してくることを

反映してT細胞数の減少がある。そのT細胞

も増殖能やIL-2などのサイトカイン産生能の

低下があり、数ばかりでなく個々の細胞の機

能レベルでも低下がみられる。成熟T細胞は

表面にCD4分子をもつものとCD8分子をも

つものとに大別されCD4+T細胞はさらにその

産生するサイトカインの相違からインターフ

エロン γ，IL-2を産生する官11細胞と、 IL・4,

IL-5 , IL-6 , IL-10, IL-13などを産生するTh2細

胞とに分けられる。 Thl細胞はマクロファー

ジやNK細胞の活性化、細胞傷害性T細胞の誘

導など細胞性免疫にかかわっており、一方Th

2細胞はB細胞の抗体産生を補助する働きを

もっている。高齢者ではTh2細胞の方が優位

の状況にあるが、 Th2細胞の産生するIL・4,

IL-10はTh1細胞を抑制するので、そのこと

も細胞性免疫の低下にかかわっている。 T細

胞は抗原物質に直接反応することができず、

マクロファージなどの抗原提示細胞が抗原物

質を細胞内に取込み、ペプチドにまで分解し

てMHC（主要組織適合複合体）分子にそれを結

合させ細胞表面に表出したものに反応する。

ムニ

このMHC分子の表出はインターブエロン γ

によって高まるが、インターフエロン γを産

生すべき T細胞の機能低下をみる高齢者では、

T細胞への抗原提示能も低下することになる。

高齢者ではNK細胞の数の減少、その細胞傷害

の活性低下もみられる。こうした高齢者での

細胞性免疫能の低下は、高齢者における結核

の増加、帯状ヘルペスの再燃、ウイルス感染

の重症化などと関係しているものと考えられ

る。

高齢者の血清中のlgG、lgAのレベルはむ

しろ高い。しかし、これは必ずしも抗体産生

能が優れていることを意味しない。細菌やウ

イルスなど外来性の抗原に対する抗体応答は

低下しているし、産生される抗体の親和性も

高くない。これはB細胞自身の機能低下とい

うよりはその抗体産生を補助すべき T細胞の

機能不全によると考えられている。 T細胞は

表面にCD154分子を表出して B細胞上の

CD40分子に作用すること、 IL-4などのサイト

カインを放出してB細胞に作用させることな

どによって補助作用を示すのであるが、活性

化に伴うCD154分子の表出が不十分なようで

ある。外来性抗原への抗体応答が低下してい

る反面、自分自身の構成組織に対する抗体、

すなわち自己抗体（抗核抗体、抗サイログロ

プリン抗体など）の産生はむしろ盛んになっ

ている。これはT細胞を中心とする抗体産生

制御機能の低下が関係しているものと思われ

る。 B細胞は骨髄から発生してきて通常のリ

ンパ組織に分布する B2細胞と、それとは別

の系列とされる B1細胞とに分けられる。 B

1細胞には自己抗体を産生するものが多いが、

高齢者ではその数が増加していて、そのこと

も自己抗体が作られやすい理由になっていよ

/LSI.イルシー （No.59)99.6 
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う。外来抗原に対する抗体応答能の低下は、

肺炎球菌肺炎の増加と関係していると思われ

る。この細菌の好中球による食菌は抗体のオ

プソニン化作用に完全に依存しているからで

ある。

111 .栄養素と免疫機能

栄養が免疫系の働きの上で重要なことは、

栄養障害によって免疫不全が生じることによ

って端的に示される。蛋白エネルギ一栄養障

害ではT細胞の数の減少と機能低下、 NK細胞

の機能低下、分泌型lgAの生成低下、好中球

の殺菌能低下、マクロファージのサイトカイ

ン産生低下などがみられ、麻疹や結核が重症

化する。補体の一部成分（C2,C3,C5,C6,C9, B 

因子）の減少もみる。原料であるアミノ酸の

減少による蛋白の生成障害、グルタチオンの

減少によるオキシダント抑制不全がもたらす

細胞内シグナル伝達の障害などが免疫不全の

原因と予想される。

亜鉛の欠乏はT細胞の減少、機能低下に加

えて抗体産生不全をもたらし、血清の免疫グ

ロプリン値は低下する。 NK細胞の活性も低下

し、マクロファージ、好中球の遊走能低下が

みられる。亜鉛はNF-kB,AP-1，プロテインキナ

ーゼCなど細胞の増殖、細胞内シグナル伝達

にかかわる多くの転写因子、酵素、蛋白の機

能発現にかかわっていること、 mRNAを安定

化させる作用があること、細胞膜脂質の流動

性を調節していることなどがあって、その欠

乏が免疫細胞の重篤な機能不全をもたらすと

考えられる。

ビタミン Aの欠乏ではT細胞の機能低下が

生じる。また、ヘルパーT細胞の不全による

と考えられる抗体産生低下もみられる。分泌
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型lgAの産生低下には上皮細胞からの分泌成

分の生成低下も関与すると思われる。 NK細胞

は数、機能共に低下する。好中球の機能低下

もみられる。レチン酸がいくつかの遺伝子の

転写にかかわっていて、サイトカインの生成、

サイトカインレセプター、接着分子、 HLA分

子の表出などを支持しているからと考えられ

る。ビタミン Aは粘膜上皮細胞の構成や粘膜

上に分泌される殺菌物質の生成にも関与して

いるので、その欠乏は微生物の進入を許しや

すい状況をもたらすと思われる。ビタミンB6

の欠乏ではT細胞の増殖反応、サイトカイン

産生の低下や抗体産生の減弱がみられる。ビ

タミン Cの欠乏ではT細胞の機能や好中球の

殺菌能の低下が生じるとされる。ビタミン E

の欠乏ではT細胞の増殖反応、サイトカイン

産生能の低下、抗体産生不全、好中球の遊走

能・殺菌能の減弱がみられている。免疫細胞

はその細胞膜に多価不飽和脂肪酸が多く、活

性酸素生成による障害をうけやすい。活性酸

素は細胞内シグナル伝達、遺伝子転写を阻害

し、細胞の機能を障害するものと思われる。

細胞膜脂質の過酸化は細胞膜の流動性を低下

させ細胞機能を損なうし、プロスタグランジ

ンE2の生成を高める。プロスタグランジンE2

はT細胞の機能を低下させる。ビタミン Eは

その抗酸化作用により、免疫細胞をそうした

障害から護ってその機能を保全しているので

あろう。

IV. 高齢者における栄養障害と免疫機能

一見健康にみえる高齢者でも栄養障害が存

在する場合がある。血清のアルブミン値はそ

の指標のひとつとなるが、 3.5g/dl以下の者で

はT細胞の数とくにCD40+T細胞の減少がみ
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られ、その増殖反応、サイトカイン {IL-2)

産生能の低下が認められる。ツベルクリン反

応のような皮膚遅延型過敏反応の惹起能、破

傷風トキソイドなどのワクチン接種に際して

の抗体産生応答の減弱もみられる。それは血

清アルブミン値 3g/dl以下のものでさらに著

しい。蛋白の摂取不足も一因であろうが、同

時に存在する他の栄養素の不足も関係してい

るものと考えられる。高齢者では亜鉛、ビタ

ミンB6、ビタミン C、葉酸なども不足してい

る者があるとされる。これらの栄養素の欠乏

も先に述べたように免疫機能の低下に結びつ

いているものと思われる。

v.高齢者に対する栄養補充の免疫機能改善

効果

栄養不足のある高齢者に対して栄養補充を

した試みがいくつかある。蛋白・エネルギー

( +sookcal/日）の補充により、 T細胞の数の

増加、増殖反応やサイトカイン産生能の改善、

NK活性の上昇、皮膚遅延型過敏反応惹起能の

上昇、ワクチン接種に際しての抗体応答の増

加などがみられている。生理的量の亜鉛の補

充も細胞性免疫、抗体産生能の改善に有効の

ようである。ビタミンEの補充も細胞性免疫

を増強している。その活性酵素スキャベンジ

ャー作用による免疫細胞の保全効果、免疫機

能抑制作用のあるプロスタグランジンE2生成

抑制効果によるものであろう。 10～20種のビ

タミン（A, C, Eなど）、ミネラル（亜鉛な

ど）を所要量の 1～ 3倍補充した試みではT

細胞の増加、増殖反応やIL-2産生能の上昇、

NK活性の増加、抗体応答の改善がみられたと

されている。

L三

VI.まとめ

高齢者における免疫機能の低下は感染症の

反復や重症化に結びつき、それは一層老化を

促進することにもなる。また、発癌を増加さ

せることにもつながっていると思われる。栄

養不足は免疫機能低下の一因ともなっている。

高齢者の栄養状態をよく把握し、それを改善

することは、免疫機能を良好に保ち、感染や

発癌そして老化の予防に役立つものと考えら

れる。
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第 3回 「栄養とエイジンタゴ国際会議特集

『栄養と工イジンク1国際会議によせて

社団法人菓子総合按術センター

専務理事・研究所長早川幸男

1 .はじめに

へルシー・エイジングの知識のオリンピッ

クともいえる「栄養とエイジングjの第 3回

国際会議が、 1' 2回に続いてわが国で開催

されることは、まことにご同慶の至りである。

これもライフ・サイエンスに関する研究が、

国際的にも最先端にあること、世界ーの長寿

国になった劇的環境変化のモデルになってい

ること、などもあろうが、国際会議の開催環

境に恵まれているためでもあろう 。衝にあた

るスタ ッフの方々は大変ご苦労様である。

IL S Iが創立されて21年、ILSIJAPANが発

足して18年になるとのことであるが、 ILS 

IやILSIJAP釧の存在感をアピールできたの

は、 8年前の第 1回国際会議からであろう 。

非才の私などは、 6年前に食品新素材協議会

を農林水産省食品流通局食品油脂課のご指導

で設立し、事務局をお預かりしてからである。

本年は幸いなことに、国連で定めた「国際

Expecting the 3rd International 

Conference on”Nutrition and Aging" 
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高齢者年jである。「健康を目指す栄養」が高

齢者を活力ある生活に導く 一端とするため、

WH  Oも最初から活動に参加すると共に、 高

齢者の健康を促進する目的で、継続的な活動

を更に増強することを考えている、というこ

とである。「栄養とエイジング」の国際会議を

中心としたILSIJAPANの活動が、 高齢者の健

康促進や健康で年をとるための科学的知識の

発信源として、国際的な役割を果たして行く

ことを願うものである。

2.各セ ッションへの期待

初日は「超高齢化社会と科学技術の役割J

と題する基調講演を柱として、「加齢と生体諸

機能jを内容とするセッション lと、「食パタ

ーンの変遷とエイジングjがセッション 2と

して組まれている。

私たちの生活環境は、科学技術の発展の中

で形作られてきた。その良否は別として、高

SACHIO HAYAKAWA 

Director 

Japan Confectionery Research Center 
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齢化社会を形成し、人生をそれなりに長く享

受できるのも、科学技術発展のお蔭である、

といっても言い過ぎではない。科学技術の進

歩は、人々の生活環境に多くの利便性をもた

らした反面、環境汚染あるいは破壊という汚

点も残している。科学技術の進歩が抱える長

所と恥部が、 21世紀における高齢化社会の中

で、どのような役割を果たさなければならな

いか、重要な課題として背負って行くことに

なろう。

セッション 1では、 3課題が準備されている。

私たちの体は加齢に伴っていろいろな機能が

衰えてくる。食欲然り、筋力然り、である。

自分では若かったときと同じようなつもりで

も、根気がなくなる、階段の昇降が遅くなる、

一寸急ぐとすぐにハアハア！ Pう、今までと

同じように食べているのに次第に腹が出てく

る、しかし体重はスリムなときと変わらない、

腕や太腿を見るとナンとなく生気が衰え、筋

肉も萎えている……などなど、体感すること

が加齢と共に増えてくる。ナゼだろう？とい

う単純な疑問も、年をとったのだからで片づ

けてしまえばそれまでである。栄養代謝や免

疫機能の退化が加齢と共に進んで行くことに

違いはないが、機能の退化が何故起きるのか、

退化をできるだけ遅らせるには、など、多く

の興昧ある、しかも解決して欲しい課題は山

積している。

セッション 2では、わが国をはじめ、韓国、

ベトナム、インドネシア、タイ、アメリカ、

ヨーロッパ諸国における、加齢と共に起きる

食パターンの変遷を伺うことができるようだ。

食パターンは、民族、国、地域や個々の家庭

でも異なり、さらに習慣、晴好によっても変

わってくる複雑なものである。それが加齢に

[!_ 

よってどのように変化して行くのであろうか。

単に国や民族、地域による差だけでなく、変

遷のプロセスと内容、さらには代謝機能との

因果関係に興昧を唆られる。

2日目の基調講演「長寿と食生活」は、最

も身近な課題で、国際的にも大きな話題にな

っているものである。何を食べたら長生きで

きるのか！という誰もが持つ単純な疑問、し

かし、それを解析することは生涯課題であろ

う。かねてのわが国が、先進60カ国の中で最

も短命であったことはよく知られている。と

ころが第二次世界大戦以後、日本人の体位は

ぐんぐん向上し、僅か半世紀を経ずして世界

ーの長寿国（1996年で男77.01歳、女83.59歳）

になったことは、衛生状態の好転、医薬の進

歩による疾病の減少もあろうが、ーにかかっ

て食生活の向上にあることは、誰しも認める

ところである。古来から言われている「医食

同源」を国民的規模で、しかも短期間の問に

立証した快挙である。日本型食生活という言

葉が、国際的に風摩したのも、このことから

であることはよく知られている。しかし、食

生活だけが長寿の全てでないところに、いろ

いろな課題が生まれる。基調講演を受けて行

われるセッションも多くの話題を呼ぼう。

セッション3は「食生活、運動と生活習慣

病jである。長寿になった反面で、豊かさと

食形態の変化が生活習慣病を醸し出すジレン

マともなる。生活習慣病という概念がわが国

で取り入れられたのは平成 9年（1997）から

で、食習慣、運動習慣、喫煙、飲酒など、生

活に係わる疾病として、かなり多岐に亘って

いる。インスリン非依存型糖尿病、肥満症、

高脂血症（除家族性）、高尿酸血症、循環器病

（除先天性）、大腸がん（除家族性）、高血圧症、
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肺扇平上皮がん、慢性気管支炎、肺気腫、歯

周病、アルコール性肝疾患等がそれである。

イギリスやフランスでもわが国同様生活習慣

病といわれているが、アメリカでは慢性疾患、

ドイツでは文明病、スウェーデンでは裕福病

ということである。生活習慣が向上すると人

の体が病んでくるごとは、先の科学技術の進

歩と環境汚染との関係と同じようなもの、と

妙な感心をするが、ヘルシー・エイジングに

は、その病因を知り、予防克服することが必

要になる。予防のための食生活と運動はどう

あるべきか、また、肥満は何故起きるのか、

同じものを食していても人それぞれの体格を

形成する。体質すなわち代謝機能の差によっ

て肥満となるのか、単に過剰エネルギーの蓄

積によるのかなど、興味は尽きない。

さらに問題になるのは、日常食する食事、

即ち食品成分の中に、がん発生の要因となる

物質が無いか、ということである。わが国の

死亡率 1位であるがん発生の予防は、国民的

課題でもある。輸入種実類で持ち込まれるア

フラトキシンは発がん性物質の代表的なもの

であるが、概ね輸入時に排除される。しかし、

かびの発生する毒素だけに、油断がならず、

利用食品についても検査が必要となろう。ま

た、環境汚染からくる内分泌撹乱物質につい

ても、監視を怠ってはならない事項である。

発がん性をはじめとしたこのような物質は、

極めて微量で人体に影響を与える。したがっ

て、食品の安全性評価は、食以前の課題とし

て取り組む緊急の課題である。

セッション 4は「ヘルスクレームに対する

各国の対応」である。わが国のほか、アメリ

カ、イギリス、ヨーロッパ、中国、オースト

ラリアなどからの紹介がある。特に高齢者の
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多い日本、ヨーロッパ、オーストラリアなど

から紹介される内容は、地球規模で起きてい

る急速な高齢化に対応するための、各国の指

針作りに参考になればと期待したい。

また今回は、セッション 3と4の聞にポス

ターセッションが計画されている。ヘルスク

レームに対応する展示品を仲介として、活発

な交歓が行われると思うが、国際的にその先

端を行くと思われるわが国の食品新素材の展

示参加が見込まれている。既に個々の企業の

活動で、一部の食品新素材は国際舞台にも登

場しているが、 21世紀における更なる飛躍の

ために、国際会議のステージを大いに活用す

ることが望まれる。

3.ヘルシー・工イジングと食品新素材

1950年代に胎動を始めた食品新素材（i、わ

ゆる機能性食品素材）は、産・官・学の弛ま

ぬ努力と高齢化社会への変遷による食生活の

健康志向により、消費者への認知度もかなり

向上している。現在では新しい加工食品や飲

料等を企画する場合、食品新素材の活用は必

要要素のーっとして考えられるようになって

おり、 21世紀においては、健康志向への特徴

づけが無ければ、取引さえ難しくなる、とい

うような必要欠くことのできない素材になっ

てゆくであろう。

食品新素材は、機能性を有する食品成分が

濃縮された形で含まれるので、不足する栄養

成分を補ったり、補強して、健康の維持・増

進、さらには疾病の発症を予防するための食

品素材として有効であり、今後更に開発が進

むことが期待されている。現在でも、整腸作

用や便性改善、利用飲食品の物性改善効果を

持ったオリゴ糖類や食物繊維、低エネルギ一、

Lょ



-B.ife－そ:Ser；面己吾－＆－Q.函 fi/£7一己＞／-B1fa

虫歯予防と共に物性改善効果を示すエリスリ

トール、キシリトール等の糖アルコール類、

血圧低下、血清脂質改善効果などを持つペプ

チド類や食物繊維、体内の活性酸素の作用を

抑制するポリフェノール類、高齢化に伴って

補強を必要とするミネラル類、など、ヘルシ

ー・エイジングにとって欠くことのできない

ものばかりである。

このような食品新素材の普及を図るべく、

1984年より農林水産省食品流通局委託事業と

して新素材の有効利用技術シリーズを策定、

14年で54冊のマニュアルを出版、引き続き策

定中である。更に先に示した食品新素材協議

会の設立と相まって、積極的に地方に進出、

農政局あるいは試験研究センターのご協力の

もとに素材普及セミナ一、展示会を行うほか、

イベントへの協賛等による普及を展開してい

る実状である。今回のポスターセッションが、

さらなる普及の足がかりとなれば幸いである。

4.これからの活動に期待して

人々の健康と安全のため、国際的な貢献を

している ILS Iの活動は、 21世紀の超高齢

化社会を目前に、問題山積のことと思われる。

今回の国際会議にも内外の政府、学会、産業

界から大勢参加され、今後の施策の指針とな

るものを得られることであろう。 ILSIJAPAN 

の活動も多くの部会に分かれ、それぞれの活

躍をされていることは敬服の限りである。

しかし、別の面からみると、 ILS Iの活

動がどこまで浸透しているかということであ

る。もちろん、会員企業の上に成り立ってい

るものであるから、活動範囲が限定されてく

るのは止むを得ない。構成メンバーからみて、

かなり高度な知識を要するものとして、中小

LE. 

零細企業は何となく貯易する。性格的に IL 

s Iとは科学的集団である、と言ってしまえ

ばそれまでだが、折角の貴重な科学的情報を

より平易に国民的規模で伝える方法はないか、

ということである。と言っても、私自身、お

預かりしている食品新素材協議会の事業活動

で、いかに適正に、広くユーザーや消費者の

方々に、食品新素材の有用性や必要性を知っ

て戴き、それぞれの食生活に生かしてもらえ

るか、という課題である。

今後益々高齢化、捜雑化する国際情勢の中

で、適切な科学的情報による牽引車となるこ

とを期待したい。

く早川先生ご略歴＞

早川幸男（はやかわ さちお）

1928年 8月22日生まれ

1948年 3月 東京繊維専門学校繊維化学科

（現東京農工大学工学部工業化

学科）卒業

1949年 6月文部教官同校助教授

1951年 3月 学制改革に伴LE東京農工大学繊

維学部（工学部）勤務

1954年10月 千葉県技師農業試験場農産加

工研究室勤務

1966年 4月 社団法人甘昧食料品研究所（現、

菓子総合技術センター）設立

理事・主任研究員、昭和57年10月

専務理事・研究所長、現在に至る

1993年 4月 食品新素材協議会設立、事務局長

に就任、現在に至る

その他の公職 東京都技術アドバイザー

/LSI.イルシー （No.59)99.6 
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第3回「栄養とヱイジングj国際会議特集

基調講演者のプロフィール

2 1世紀を迎えて数々の提案をされる酉津潤ー先生

日本国際生命科学協会

日野哲雄

木村会長の強いご推薦により、 ILSIJAPAN 

主催第 3回「栄養とエイジング」国際会議に

おいて、西津潤ー先生の基調講演を拝聴でき

ることになり、多くの方々が大変期待してい

ることと思う。私もその一人として、また、

本機関誌の編集部会長として、西津先生の多

くの著書から受けた印象も交えて、先生のプ

ロフィールを書かせていただく。

昭和60年（1985年）に、西津先生が日本経

済新聞に「私の履歴書Jを書かれる前までは、

半導体や光通信の分野で驚くべき発明をされ、

東北大学の西津道場と言われる教室で、素晴

らしい技術者を育てておられる先生であるこ

とは存じていたが、その他のことは専門外の

者の耳や目に入ってこなかった。

ところが、「私の履歴書Jを読むうちに、共

The 3rd International Conference 

on”'Nutrition and Aging” 
Profile of the Keynote Lecturers 

・Prof.JUNICHI NISHIZAWA ・Prof.TAKESHI HOSHI 

/LSI.イJレシ一 （No.59)99.6 

感する所や感銘を受ける点が多々あり、それ

以降、身近な存在として、テレビなどでの活

発なご意見を拝聴し、著書や記事を拝見する

ようになった。特に最近では、創造科学技術

が育ちにくくなった現状、環境問題や資源不

足から、目前に迫る21世紀には危機が訪れる

のではとの警告が目立ち、それには産・官・

学が協同で対処する科学技術を創造し、新産

業を興すべきという提言が多くなっている。

生命も科学の領域に入れておられることも提

言に見られる。

日本が終戦を迎えた年（1945年）に、西津

先生は東北大学に入学された。生まれ育った

仙台の街は焼け野に変わり、痩せこけた大勢

の人間があふれ、必死に生きようとする姿を

見て、大学生としてどうすべきかを考え続け

た挙げ句、「これからは科学技術で食っていく

TETSUO HINO 

ILSI JAPAN 

TAMOTSU KUWATA 

Chairman of the Planning Committee 

of the Conference 

己
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しかなp」と固く心に誓ったそうだ。同じ頃、

理系の大学生の中には科学立国を考えた方も

多いと思う。先生はこれを信条として、当時

の東北大学の今と比べれば貧しい環境の中で

猛烈に実験をされた。そして、早くも昭和25

年（1950年）には pinダイオードの理論を発

表し、 GEより早く特許を出願するという成果

を上げられたことは、“若葉より芳し”の感が

ある。理論より実験を重視する東北大学の独

創的な実学精神は、長岡半太郎先生、本多光

太郎先生、八木秀次先生、真島利行先生を始

めとする多くの教授により育てられたものだ

が、西津先生も父上（後述する）を介して身

につけたこの伝統を、以降の研究に反映させ

ていることを随所に感じ取ることができる。

助手・助教授時代には、学会から反発を受

け、悩まれていたが、思直一徹・大道無門を

座右の銘として奮闘された姿には深く敬意を

表する。（pinダイオードの理論発見から本当

の実用化までの経緯は大変興味深く、更に光

通信の基である発光素子・光ファイパーに辿

り着くのであるが、簡明に説明できないので、

後述の著書を参照して頂きたい。）

その問、海外に出かけ、大勢の半導体技術

者の前で発表をし、語り合った結果、むしろ

米国で「西津は“オプトエレクトロニクスの

パイオニア”である」と紹介された（1967年）。

東北大学教授として、東北大電気通信研究所

と（財）半導体研究所の二カ所にある西津研

究室を指導し、多くの有能な技術者を厳しく

育てられたことは有名であるが、個人個人の

性格を見抜いて教育されたことは次のエピソ

ードからも推察される。ある卒業生が学会で

発表することになった。西津先生は、一頁し

かない予稿を読んだだけで、「彼は今、この実

己

験のここの所で悩んでいるな」とつぶやかれ

た。それを遠く離れた職場にいた件の卒業生

が聞き及び、「全く先生のおっしゃる通りだ」

と感服したという話である。人材を見抜く先

生の感性の鋭さを示す挿話である。

先生は幼い頃から絵（水彩画）を描くこと

がお好きで、海外にでかけられると美術館を

訪れ、名画（例えばモネの「睡蓮Jなど）を

鑑賞されるそうである。また、疲れた脳を癒

すために、クラシック音楽をよく聴かれると

いう。ご自身の発明したpinダ、イオードが組み

込まれたステレオで、クルト・トーマス指揮

の「マタイ受難曲」をゆったりと聴かれる心

境は、どんなに素晴らしいことであろうか。

先生の発明された静電誘導トランジス夕、

光通信の三大要素（送信源、伝導路、受信器）

を、各企業と共同で開発、日本のこの分野が

飛躍的に伸び、世界をリードするまでになっ

た。その成果が認められ、文化勲章を授与さ

れた（1989年）。しかし、最も自信を持って取

り組まれた独創的技術（理論を伴う）は完全

結晶技術であって、世界ーのガリウム枇素、

ガリウム燐の結晶が完成し、それらが諸発明

の基礎となっている。

東北大学総長を経て、現在は岩手大学学長

の職務を果たされているが、「日本の教育はこ

のままでよいのか」「危機を打破するのは創造

的技術である」など、 21世紀を迎えての提案

をテレビで熱演されるほか、新聞・雑誌に発

表され、まさに日本のオピニオン・リーダー

として活躍されている。その反面、組織の長

として、思いやりのある指導をされているこ

とが、次のエピソードから推察される。 7～

8年前、東北大学農学部の実験室で、学生の

不注意により溶剤に引火、火災が起こり、そ

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 
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の状況が全国テレビで放映されたことがあっ

た。その顛末を、当時農学部長であった木村

修一先生（現・昭和女子大学大学院教授、

ILSI JAPAN会長）が、学内評議会で陳謝・報

告をしたところ、まず西湾総長が「引火がす

ぐ起こってかえって良かったですね。溶媒が

揮発してガスが部屋に充満してからだったら

大爆発になったでしょう。誰も怪我や火傷を

負わずに良かったね」と言われたことで、評

議会の雰囲気は責任の追及ではなく、お互い

に注意するということで収まったという挿話

である。

21世紀に解決を迫られている問題として、

大気中の二酸化炭素増による地球の温暖化を

含む環境問題があるが、西津先生は、広く創

造的な科学技術によって新しい産業を興し、

人類愛に立つ人生観を持った技術者によって

解決せよと力説される。その中に、 ILS I 

が21世紀に果たすべき方向も示唆されている

と考える。産・宮・学が一体となって人類を

滅亡から救い、新しい産業技術の展開によっ

て現在の不況を打開しようという先生の考え

方は、育った環境に困るところもあると思わ

れる。その一つは、父上の影響である。先生

の父上、西津恭助博士は、愛知県で何代も続

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 

く植物油製造会社を営む名家（現・蒲郡市竹

本油脂（株） ；ごま油のトップメーカー）に

生まれ、西津家（実業家）に入られた後、東

北大学工学部教授（応用化学、界面活性化学）

として長く勤められた方である。数年前に、

百歳を超える長命の天寿を全うされたが、潤

一先生ご一家に支えられて、 Qualityof Lifeを

実践されたことに、深く尊敬申し上げる次第

である。

以上、憶測を交えてのプロフィール紹介とな

ったことをお許し願いたい。

《参考にした書籍》

私の履歴書「愚直一徹」：西津潤一、

日本経済新聞社（1985)

創造性を育てる：永井道雄・西津潤一、

岩波書店（1987)

独創は闘いにあり：西津潤一、

プレジデント社（1986)

独創の系譜：西津潤一、

N H  K人間大学（1992)

人類は滅亡に向かっている－21世紀への私の

提案－：西津潤一、

潮出版社（1993）他

So叫z~ ・ 0
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健康な長寿を提唱される星猛先生

第3固『栄養と工イジング』国際会議

実行委員長桑田 有

星猛先生は、今年（1999年） 3月末日をもっ

て6年間に亘る任期を満了し、静岡県立大学の

第 2代学長を退任されて、しずおか健康長寿

財団理事長に就任された。

II.SI戸¥PANでは、 1998年 3月の総会の後、

『最近の長寿傾向と栄養科学の課題』というテ

ーマで講演いただき、多数の参加者に深い感

銘を与えた。

星先生は、昭和25年、東北大学医学部をご

卒業され、昭和29年に大学院を修了、引き続

き医学部助手になられた。昭和32年 9月に東

京大学医学助教授、昭和43年 6月に東北大学

医学部教授、そして、昭和52年 8月には東京

大学医学部教授になられた。

東京大学を昭和62年 4月に退官され、新設

された静岡県立大学食品栄養科学部の初代学

部長として赴任された。先生は、日本で最初

の食品栄養科学部という学部の設立準備委員

会に参画され、先生のかねてから温められて

いた構想を実現するために尽力された。

先生は、東北大学、東京大学の両大学で、

一貫して生理学の研究に研績を積まれた。心

臓の研究から腎臓、消化管へと研究領域を広

げられ、幅広い学問分野で活躍された。これ

までに、日本生理学会常任理事、日本腎臓学

会理事、日本消化吸収学会理事、日本膜学会

L」j

副会長、日本ME学会評議員などを歴任され

た。また、学術審議会専門委員や大学設置審

議会専門委員、それに文部省科学官などをそ

れぞれ多年に亘り務められ、文部行政におい

ても多大な貢献をされた。さらに、日本学術

会議の生理科学研究連絡委員会委員としても

ご活躍になられた。

先生の優れた研究業績は、国内はもとより、

国際的にも非常に高い評価を受け、その結果

として、これまでに多くの賞を受けておられ

る。昭和33年に「心筋興奮性に関する生理学

的研究」で、朝日学術奨励賞、昭和55年に腎

研究会学術奨励賞、さらに、平成元年には

「腎臓生理学に関する研究jで、国際生理学会

ピッツ賞、平成 2年に腎研究会賞、そして平

成 5年に紫綬褒章を受章されました。また、

一方では、「新生理学大系全23巻」（医学書院）

や、「新医科学大系全12巻」（中山書店）など、

多くの優れた生理学の教科書、学術専門書を

多数執筆、編集されている。

先にも触れたように、先生は静岡県立大学

の食品栄養科学部及び大学院生活健康科学研

究科の生みの親であり、また、育ての親であ

る。先生の思想は、食品学と栄養学をベース

にした新しい展望、目標を持った学部にした

いとの考えを取り入れた、既存の概念にとら

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 
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われないユニークな学部の新設だった。

生理学の役割は、生体中のミクロな解析的

研究と共に、生命のロジックを探求する方向

があり、後者は方法論の確率していない複雑

系を取り扱うため、明確な研究成果は得難い

ものである。

栄養学の領域においても分子生物学的なア

プローチが導入され、栄養素を中心とした従

来の栄養学から、食物摂取後非栄養素を含む

食品成分が生体諸機能に多種多様な影響を及

ぼすことが徐々に解明されてきた時代背景を

受け、栄養学も細胞内、分子レベルでの現象

の理解、生理学的視点が必要になってきてい

る。一方、食品科学の領域でも、周辺学問の

進展と併せて、より統合的に問題追求の要請

が高まっているといえる。

生体のホメオスタシスの維持、その破綻か

らくる各種の疾患を、食事、運動でいかに防

ぎうるかを栄養学と食品科学の立場から、食

と健康問題を統合的に科学する。これが日本

/LSI.イルシー （No.59)99.6 

で最初の栄養食品科学部の設立の思想であり、

21世紀の超高齢社会に対応し、その時代に貢

献しうる人材育成を目指したものであった。

星先生の建学の思想に賛同された諸先生が学

閥に関係なく多数参画され、ポテンシャルの

高いユニークな学部となり、短期間に続々と

研究業績を発表されている。

先生は、老年期の健康問題に多くの時間を

割かれ、ヘルシー・ダイング，，(Healthy dying）、

すなわち生体のホメオスタシスを維持し、健

康に死を迎える考え方を提唱されている。

慢性疾患、生活習慣病でだらだらと床につ

くことなく、いわゆる直角型の老化の時代に

ふさわしい成人期、老年期栄養学はLEかにあ

るべきかが21世紀を迎えての日本の栄養学、

エイジング問題に携わる人たちに科せられた

研究テーマである。星先生が今回の講演で、

その解決の糸口、考えるヒントをご紹介下さ

るものと期待している。

So叫z.:.0 
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第3回「栄養とヱイジングj国際会議特集

告セッションの聞きどころ

セッション1：加齢と生体諸機能

座長 ＊野口忠（東京大学教授）

＊矢田純一（東京医科歯科大学教授）

「加齢と栄養代謝」

「加齢と昧覚、食欲」

「加齢と免疫機能」

ヴェステルタープ（マーストリヒト大学教授）

坂田利家（大分医科大学教授）

シミン・メイダニ（タフツ大学教授）

本主題に関しては、第1、2回の国際会議で、

主要なテーマとして多面的に討論していただ

いた。今回は3名の斯界の権威から、主題の研

究領域の最近の研究成果と今後の課題をレビ

ューしていただく形式とし、 30分間の総合討

論を設けるというプログラム構成にした。

クラウス・ヴェステルターフ。教授はHuman

Biologyの講座を主宰されており、ヒトを用い

たエネルギ一代謝の測定法の研究と、栄養疫

学分野で多数の論文を出されている。

生体諸機能の加齢変化の研究は、各機能、

臓器（消化器、循環器、脳、免疫、骨等々）

毎に、ここ10数年来著しく集積されてきた。

生体側の因子として、食欲、食晴好、岨瞬、

職下、消化、吸収、代謝等、食物の摂取の段

階から排池に至る各過程での種々の加齢変化、

不具合が複雑に関連し、高齢者は容易に低栄

養に陥りやすい。一方、経済的問題、住居等

L」三

Introducing Key Points of 

Sessions 

の多様な社会環境要因も高齢者の栄養状態を

左右する。高齢者の減衰してくる生体諸機能

を維持しながら豊かな食生活を確保すること

は、 QOL向上の必須の条件である。

大分医科大学の坂田利家教授は、中枢性代

謝調節の権威で、特に食欲調節の分子機構の

研究で多数の論文を発表されている。

加齢に伴う感覚機能の内、昧覚では、塩昧

に対する感受性の低下が、甘味や酸昧の感受

性の低下に比較して顕著であり、塩昧の濃い

昧付け傾向になり、好ましくない。味覚識別

能の減退には、亜鉛含量の高い動物性食品の

摂取の低下も関与している。味覚機能を向上

させるには、歯磨き、口すすぎ、舌苔の除去

など、口腔内を清潔に保つことも有用である。

日臭覚機能も加齢と共に低下するので、食品の

香りを高めたような高齢者向け調理法も、高

齢者の食欲を高めるには好ましい。

TAMOTSU KUWATA 

SHIGEKO AKITA 

TSUNEO HIRAHARA 
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食欲調節系の主座は視床下部にあり、多種

の情報伝達物質によって調節されている。本

来、野生動物では、生体の必要とする栄養を

食欲が合目的にコントロールする系が機能し、

餌にありつけなくて餓死することはあっても、

食べ過ぎや運動不足で肥満になることはあり

得ない。ヒトでは、コントロールされるべき

食欲が、脳の高次機能による支配を受けるよ

うに変異してきた。

坂田先生は、脳機能の変異を、食欲・肥満

と関連して分子生物学レベルから臨床疫学の

課題まで含めて講演される。項目としては、

①肥満の関連遺伝子、②視床下部の摂食調節

機能、③食行動の直接機能、④脳内食欲調節

物質と調節系へのかかわり、⑤中枢神経系に

よるエネルギ一代謝調節、⑥ヒト肥満の特殊

性、⑦肥満症にみられる食行動の歪み、偏り

等の課題を取り上げられる予定である。

3番目の加齢と免疫機能の主題に関しては、

このセッションの座長をされる東京医科歯科

大学の矢田純一教授が本誌3頁に総説を寄せ

られている。

加齢と共に生体防御機能も確実に低下し、

栄養不良が重なると、更に機能低下が加速さ

れる。逆に栄養状態が良好に保たれていれば、

免疫機能は、各種疾患の発症の引き金になる

ほど低下しない。高齢者における免疫機能の

低下は、日和見感染の増加、遷延化と共に、

一旦感染した後の重症化につながり、各種生

理機能の低下と合わさって多臓器にダメージ

を与える。

タフツ大学のシミン・メイダニ教授は、高

齢者における各種栄養素と免疫機能に関する

広汎な研究に従事されてきた。高齢者の栄養

でまず問題となるエネルギーとタンパク摂取

/LSI.イルシー （No.59)99.6 

不足からくるタンパクカロリ一栄養障害

(Protein Calorie Malnutrition; P.C.M.）では、

Tリンパ球の数の減少と機能低下、ナチュラ

ル・キラー細胞の機能低下、好中球の殺菌能

低下、マクロファージのサイトカイン産生の

低下、分泌型IgA産生の低下や補体の因子の

減少も起きる。

ミネラルでは、鉄、亜鉛、セレンの摂取不

足が多くの免疫系の機能低下を誘導すること

が知られている。生体内の抗酸化物質として

重要なグルタチオンペルオキシダーゼの生成

にはセレンが必須であり、免疫細胞の膜成分

である多価不飽和脂肪酸の酸化抑制の役割も

重要である。ビタミン類に関しては、ビタミ

ンA、C、EがT細胞の機能低下抑制に役割

を果たしている。ビタミン B6欠乏では、 T

細胞の増殖反応、サイトカインの低下や抗体

産生の減少が見られる。

高齢者を対象としたサプリメント（健康補

助食品）を用いた介入試験結果によると、栄

養所要量の 2～ 3倍量のビタミンA、C、E

や、鉄、亜鉛、セレン投与による感染症の減

少が観察されている。食事の摂取量の絶対量

が減少したタンパクカロリ一栄養障害と共に、

上記の微量栄養類の摂取不足が免疫系の機能

低下を促進する傾向が高いので、高齢者の食

事では主要栄養の確保と共に微量栄養素への

配慮も欠かせない。

（桑田有）

ι 
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セッション 2：食パターンの変遷と工イジング

座長 ＊小林修平（国立健康・栄養研究所長）

*V.ハバード（NIDKK)

小林修平（国立健康・栄養研究所長）
ヤンジャ・リー（ヨンセイ大学）

グュエン・ラム（国立栄養研究所）

B.ダーモジョ（ディボネゴロ大学教授）
P.ポンパエン（マヒドン大学教授）

S.マーフィ（カリフォルニア大パークレイ校教授）

w.スタベーレン（ワーゲニンゲン大学教授）

柴田博（東京都老人総合研究所副所長）

ユビ一
国

オ

韓

ベトナム

インドネシア
タイ

米国

ヨーロッパ
日本

セッション 2 「食パターンの変遷とエイジ

ング」では、各国の講演者にそれぞれの国の

状況や、研究経過について講演していただき、

最後にディスカッションを行います。座長を

お願いしている小林修平先生（国立健康・栄

養研究所所長）にこのセッションの目的、方

向性についてお話を伺いました。

まず、各国で高齢ということについての価

値判断が違います。高齢者の健康、栄養は、

日本においてはすでに重要な課題ですが、韓

国はそろそろ気になってきた程度、その他ほ

とんどのアジア諸国においては若年層の育成

が大きな課題であり、今後の問題とみなされ

ています。アジア諸国にとって重要なのは、

今後、日本のように高齢者人口が増加したら

どういう問題が起こるのか、何に注目しなけ

ればならないか、何が重要になるのかを考え

ることではないでしょうか。例えば現在進行

している厚生省の長寿科学プロジェクトでは

年齢と共に起こる変化のうち、不可避の変化

LE. 

と努力によって抑制できる変化の研究が行わ

れています。討論は、“若年層と高齢者の食習

慣と健康にはどのような違いがあるか”とい

った比較論、“今後どうなるか”という中長期

的視野での検討になるでしょう。

また、各国の人口の高齢化状態の基本的統

計（国連統計）は是非取り上げて紹介してい

ただき（釣り鐘型、ピラミッド型、ちょうち

ん型等）、それを踏まえた報告をお願いしたい

と思います。各国の文化的背景のある食習慣

(Dietary Habit）は高齢者の栄養摂取にどのよ

うな影響があるのか、栄養摂取とエイジング

の関係を、エイジングプロセスによる晴好

(Food choice）の変化を通して検討すること

も重要です。また、どこの国でも食行動の変

化は若い人が中心になりますが、その行動変

化に高齢者がどうついていくか、あるいは変

化に対応しないかということを知ることは、

栄養摂取実態を捉えるために重要な視点とな

ります。日本で今起こっている和食への回帰

現象を取ってみても、その中心となる50代の

日本人には洋食への抵抗感はなく、日本人の
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ブレキシビリティを示す例といえます。たと

えば中国では外来の食習慣は中国風に変えて

取りいれるなど、各国固有の食品と外来の食

品を対比し、どのような割合で国民に摂取さ

れているのか、すなわち「食生活と栄養の関

係」のクロスセクショナルなリサーチがなさ

れていれば良いのではないでしょうか。

日本に関しては、講演者の柴田博先生（東

京都老人総合研究所）は永年にわたる疫学研

究データを保有されており、それらの成果を

中心に報告されると思います。わが国では、

特定のミネラルが所要量を下回るUndernutri-

ti onの問題があり、欠乏が顕在化するわけで

はありませんが、改善目標になります。先進

国は同様の視点からの報告になるでしょう。

成人期におけるアンバランスな栄養摂取や、

高齢者ではエネルギ一、タンパク質の摂取が

少ないMalnu凶tionも問題となりますが、各国

の重みの遣いもあり、セッションの最後の討

議は、相互の情報、意見交換の場となると想

定しています。

（秋田滋子）

セッション3：食生活、運動と生活習慣病

座長 ＊井上修二（国立健康・栄養研究所部長）

＊長尾美奈子（東京農業大学教授）

「生活習慣病予防一食生活、運動」 N・ゾブーリ（ノースカロライナ大助教授）

「生活習慣病予防一肥満（糖代謝、脂質代謝を含む）」
清野裕（京都大学教授）

「がん発生予防とフードファクターj 津金 昌一郎（国立がんセンタ一部長）

このセッションでは上記の3名の先生方に、

御自身の研究グループでの研究成績を中心に

最近の研究の進展と21世紀を視野に入れた将

来展望を紹介していただく。

ナンバール・ゾフーリ先生は、 1982年、ジ

ャマイカで医学博士を授与された後、数年間

臨床の実務に携わった。 1988年、ジョンズ・

ホプキンス大学公衆衛生学部から疫学の

M.P.H.さらに1993年ノースカロライナ大学か

ら栄養学の博士号を得ている。現在はこの大

学の高齢者クリニックにおける学際的臨床チ

ームのメンバーとして活躍している。

研究領域は国際的な栄養問題と共に高齢者

/LSI.イルシ－ (No.59) 99.6 

の栄養に関した仕事が中心で、ある。ヘルシ

ー・エイジングの人口統計学、栄養素の役割

研究を5年間担当した。またロシアでの縦断的

モニタリング・サーベイと、中国での健康と

栄養のサーベイでも活躍された。先生はまた、

米国における大規模な縦断サーベイにも関与

し、これらのデータから栄養状態と食事内容

がいかに高齢者の生理機能あるいは認知機能

に影響するか解析している。その他の領域で

は、栄養疫学研究における健康指標の方法論

の開発がある。ゾフーリ先生は、同じ UNC 

のホプキンス教授との共同研究が多い。

京都大学の清野裕教授の研究室では、糖尿

己
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病の分子生物学から栄養学の関与まで幅広く

研究対象とされている。

糖尿病研究の進歩は、まず第 1に分子生物

学の発展により、発症機構の解明に必要な分

子的基盤が前進したことにある。特に、勝臓

のp細胞におけるグルコース代謝とATP産生

や電気生理学的事象、インスリンの放出に至

る一連の過程を説明する分子のクローニング

とその生理的機能の解明、インスリン受容体

チロシンキナーゼ活性化から糖の取り込み、

グリコーゲン合成などのインスリンの代謝作

用発現の全容解明に向けた進歩があった。レ

プチンなど、食欲、エネルギー消費、脂肪細

胞の量、分布、インスリン感受性の理解も進

んだ。

第2は、分子遺伝学とヒトゲノム・プロジ

ェクトの進展に支えられ、ヒトでの糖尿病の

原因遺伝子解明が進んだことにある。多因子

遺伝病としての 2型糖尿病遺伝子が同定され、

将来、糖尿病に擢患しやすい感受性の何割か

が明らかにされるであろう。

第3の分子疫学の領域では、大規模な臨床

疫学研究による基盤データが集積されてきて

いる。乙れらの研究成果から、数年後には、

Diabetes Prevention Program (D.P.P.）などの

予防研究のデータから予防法に関する方策が

示される日は遠くないものと考えられる。

肥満は遺伝素因と環境因子の複雑な相互作

用により、長期にわたってエネルギーの摂取

が消費を上回る状態が続き、体内に余分な脂

肪が蓄積されることにより生じる。

1950年代から、「エネルギーの過剰摂取によ

り体内に脂肪が蓄積されると、何らかの液性

因子が分泌され、それが中枢神経に働きかけ、

食餌摂取量を抑制し、体内脂肪量を一定に保

己

とうとするフィードパック機構が生体にある」

とするリポスタティク説が提唱された。

1970年代に入ると肥満マウス、糖尿病マウ

スを用いた実験から液性因子の存在が明らか

にされ、 1994年、 Friedmanらによって肥満遺

伝子が、昨年にはその受容体遺伝子がクロー

ニングされた。肥満遺伝子産物はレプチンと

命名された。このものは主として成熟脂肪細

胞で合成、分泌され、視床下部のレプチン受

容体に直接作用し、摂食抑制とエネルギ一代

謝克進を促すことが明らかにされた。

肥満者は、血中レプチン濃度は高値を示す

にもかかわらず、摂食が抑制されない、すな

わちネガティブ・フィードパックが作用して

いない。肥満者では、レプチン作用不全が存

在すると考えられているが、作用不全機序は

複雑で、解明すべき課題が山積している。当

然、肥満そのものは病気ではないが、肥満か

らもたらされるさまざまな生活習慣病の主要

な原因となっているのは疑いのない事実であ

る。

肥満形成には前述の遺伝的要因とあわせて

後天的な食生活要因や運動量が関与している。

厚生省は、 1989年に「健康づくりのための運

動所要量」を示している。これによれば、生

活習慣病を予防するためには維持すべき全身

持久力の水準があり、推定V02maxで示すと

男性37ml/kg／分、女’性3lml/kg／分であり、こ

れを維持するには50%V02maxの強度ならば、

一週間当たり140分（すなわちやや早足でのウ

ォーキングを 1日20分以上を目安）としてい

る。日常規則的な有酸素運動をどう持続させ

るかが問題である。

国立がんセンター研究所の臨床疫学研究部

長の津金昌一郎博士は、ヒトの集団を統計的
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に観察する、いわゆる観察研究と共に、臨床

疫学や介入試験を長期間実施し、貴重なデー

タを多数蓄積されている。この国際会議では、

いかに多くのがん発生に、食物成分、食事内

容、食生活が深く関与しているかを、豊富な

データを基に解説していただく予定である。

（桑田有）

セッション 4：ヘルスクレームに対する各国の対応

座長 ＊細谷憲政（東京大学名誉教授）

オーノすービュー
* G.パスカル（仏国立農業経済研究所）
細谷憲政（東京大学名誉教授）

日本

米国

平原恒男（（株）カルピス顧問）

F.シニック（モンサント）

ヨーロッパ
英国

中国

ジャンミッシェル・アントワーヌ（フランスダノン）

D.リチャードソン（ネスレUK) 

オーストラリア

チェンジュンシ (ILS I中国支所副代表）

リチヤード・ヘッド（連邦総合研究機関）

1984年から始まった大型の文部省特定研究

「食品機能の系統的解析と展開jにおいて、世

界で初めて「機能性食品」という概念が提唱

された。これが引き金となって、 Functional

Foodsという用語はむしろ欧米で盛んになり、

活発な研究や法制化の検討が行われている。

機能性食品は、ヘルスクレームの問題と不

可分であるが、食品のヘルスクレームはCodex

で取り上げられ、 Step3の段階にある。今春カ

ナダで開かれた食品表示部会では、健康増進

と疾病のリスク軽減が議論されて、カナダを

中心とした数カ国のワーキング・グループで

煮詰めることになったといわれる。来年の部

会では新たな前進が予想、される。

ILSI JAPANでは、 1996年10月から機能性食

品研究部会をもって、研究開発の動向、特定

保健用食品の市場の実態、法制度のあり方な

どについて調査研究を行ってきたが、 1998年7
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月に「日本における機能性食品の現状と課題」

という報告書を発表した。続いて第 2期の活

動に入っているが、問題をより包括的、本質

的にとらえるために、名前は健康表示研究部

会と変更した。一方、各国の支部でも多くが

機能性食品の研究部会をもって活動している

が、 ILS I本部にその調整委員会が置かれ

て、毎年の総会や時折の電話会議で各支部の

密接な連携を図っている。

こういう状況の中で、今回、ヘルスクレー

ムに対する各国の対応がテーマとして取り上

げられたのは、誠にタイムリーで、意義ある

ことと思われる。

このセッションをリードされる細谷先生

（（財）日本健康・栄養食品協会理事長）は、

言うまでもなく日本の保健栄養学の泰斗であ

り、特定保健用食品制度の確立に深く関わっ

てこられ、現在も栄養所要量改訂に指導的役

己
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割を果たしておられる。前記のCodexには政

府委員のアドバイザーとして数多く出席され

ており、ヘルスクレームの重要性と日本の立

ち遅れを早くから指摘されている。

平原はILSIJAPAN健康表示研究部会で3年

間部員の方々と密度の高い勉強をさせていた

だき、現在も第 2報として各セクターに対す

る提言を中心に報告書をまとめる作業を行っ

ているが、それらを集約して日本におけるヘ

ルスクレームについて考えてみたい。最も基

本にあるのは日本の食薬区分の問題であるが、

大きな国際的潮流の中で、歪みの是正がどの

程度進むか、 5月から始まった厚生省の検討

会の行方も注目される。一方、食品業界として

も、「食品のヘルスクレーム」のあるべき姿に

ついて自主的な検討に取り組む必要があろう。

米国のヘルスクレームについては、 ILS 

I北米支部で健康増進食品成分技術委員会の

副会長を務めるシニック博士が講演される。

周知のように、米国は日本の特定保健用食品

制度と同時期の1991年に栄養表示教育法を実

施して、「疾病のリスクを軽減する」ヘルスク

レームを科学的根拠が充分な特定の食品に認

めることにした。しかも昨年6月には、権威

ある連邦研究機関の研究成果に基づくヘルス

クレームはFD Aに通知して表示して良いと

発表された。一方、 1994年には、栄養補助食

品健康教育法が成立し、一定の条件下では

「身体の構造や機能に良い影響を与えるjヘル

スクレームがFD Aの許可なしで行えること

になった。細則が出揃ったので今年はいよい

よ実際の表示が賑わいつつある。

欧州の状況は各国ごとに違いがあるが、 I

LS I欧州支部の「機能性食品科学」という

プロジェクトは目ざましい活動を数年来続け

己

ており、その中心的役割を果たしているアン

トワーヌ博士から内容が直接紹介されよう。

このプロジェクトはEUが主管する機能性食

品の大規模研究にも、 Codexにも大きな影響

を与えつつある。

英国は欧州の中でも、早くから機能性食品

とヘルスクレームの重要性を指摘して、幅広

p検討を行ってきている。ことに1996年末に

MAF Fがレビューで提唱した自主規制と、

その流れを受けて昨年2月に発表されたCode

of Practice （実行規範）は、示唆に富んだ内容

で、今後が大いに注目される。企業の立場に

あるリチヤードソン教授から、是非見解を伺

いたいところである。

中国は「医食同源Jの本家であり、漢方を

中心とした健康食品について、特定保健用食

品に類似した制度が実施されたところである。

IL S I中国支所のチェン・ジュンシ博士か

ら、その現状の紹介を期待したい。

オーストラリアとニュージーランドは、葉

酸を例として試，験的に食品のヘルスクレーム

の制度化を検討しているという。ヘッド教授

からその背景と展望をきくことができれば幸

いである。

このセッションの最後に討議が予定されて

いるが、世界の大きな潮流が会場の熱気を誘

い、聞く人は必ずや何かをつかみ、実感でき

るであろう。折しもCodexで、のヘルスクレー

ムの煮詰めを意識しながら、 2001年には IL 

s I欧州支部が「機能性食品科学」の国際シ

ンポジウムを企画している。今回のこのセッ

ションでの成功が、更に次の展開につながる

よう、三極の一角を担う日本の貢献が期待さ

れる。

（平原恒男）

/LSI.イルシー （No.59)99.6 
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日本国際生命科学協会

1 9 9 9年第1固理事会（総会）報告

ILSI JAPAN事務局次長

麓大三

本協会1999年度第 1回総会（理事会）は役員、顧問、本部理事、理事、各委員会、

部会の委員長及び部会長、総数55名出席のもとに、 2月25日に国際文化会館におい

て開催された。総会は下記議事次第に従い木村会長が議長となり、会議を司会し審

議が行われ、全ての議題について承認された。以下、その概要について報告する。

議事次第

1.会長挨拶

2. 1998年度第 2回総会（理事会）議事録

採択

3.新入会員及び新理事紹介

4.議題

( 1) 1998年度事業報告（案）

( 2) 1998年度決算報告書（案）

( 3 ）会計監査報告

( 4) 1999年度事業計画（案）

(5) 1999年度収支予算書（案）

( 6 ）第3回「栄養とエイジングJ国際

会議計画及び活動計画

5 . 11.SI JAPAN各委員会報告及び活動計画

6. IL S I本部総会出席報告

7. 11.SI JAPANの将来展望

ILSI JAPAN 
1999 the First General Assembly 
Meeting Report 

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 

8.その他

議事

1 .会長挨拶

本日は ILSIJAPAN 1999年度総会のため、

役員、顧問、理事、各委員長及び新会員の皆

様、多数のご出席を頂き誠にありがとうござ

います。

I L S I本部の総会が 1月23日から28日迄

バハマで開催され、私も日本支部を代表して

出席し、 ILS I本部関係者及び各 ILSI-

Branchメンバーとも交流し、肌で各地の状況

を感じて参りました。

本部の所在する米国は、ご承知の通り目下

大変な繁栄を続けておりますが、それが出来

たのは確かな長期展望をもって、 21世紀での

DAIZO FUMOTO 

Administrator, ILSI JAPAN 

~ 
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生き残りをかけた組織の再構築と、思い切っ

た行動を積極的に展開した結果と言えると存

じます。

一方、ヨーロッパでは、長年かけたEUの

新組織が整備され、本年 1月を期して新通貨

ユーロの誕生を見たように、市場統合通じて

各国が力を合わせて国際競争に打ち勝つ意欲

を現実化させつつあります。

我が国においては、皆様ご承知の知く、金

融システムの問題を始め、経済環境の低迷を

伴う厳しい状況下にあります。また、ダイオ

キシン問題のような社会不安を与えるような

事態も続いております。

このような状況の中で、 ILSIJapanは本年

18周年を迎えますが、本協会の国内及び世界

に対する役割を見据えて、 ILS I本部及び

世界の各支部と共に本年も堅実な活動を進め

たく、本日の総会でのご討議を通じて活動計

画について具体的提案を致したいと存じてい

ます。

特に本年は 9月に第 3回「栄養とエイジン

グ」国際会議を予定しており計画、財務、運

営等の各面で会員各位のご協力を得つつあり

ますが、この会議は ILS I全体の活動の一

環としての事業でもありますので、是非とも

成功させるように更なるご協力をお願い致し

ます。

また、機能性食品を中心とする健康表示部

会、バイオテクノロジ一部会、砂糖研究部会、

茶類研究部会等は ILS I本部の国際技術委

員会として活動致しており、世界戦略上の重

要な課題でありますので一層の活動を続けた

いと思っております。その他にも、 EDC-

内分泌撹乱物質部会が新たに発足し、超微量

有害物質への対応という重要問題に対する考

1..3!. 

え方の整理が開始されています。また、栄養

強化食品研究部会はグローパルなプロジェク

トIDE Aとして、 ILS I本部と支部が初

めて共同で行う公衆衛生、健康増進分野の研

究を進めており、本年5月にはベトナムでワ

ークショップの開催を予定しております。

このように事業活動が広く深くなるにつれ、

益々会員各位が興味を持つ課題を共有し、活

動の成果を会員各位が有効に活用できるよう

に努力する必要があると存じております。

ILSI Japanとしては重要な時期にありますの

で、本日の後半において ILSIJapanの将来展

望として、この 1年間検討してきた結果を提

案させていただき、順次具体化して参りたい

と存じております。何卒、活発なご意見、ご

討論をお願い致します。

2. 1998年度第2回総会（理事会）議事録採択

議長の指名により事務局より昨年度第 2回

総会（理事会）議事録の内容について説明を

行い、承認された。

3.新入会員及び新理事紹介

議長より昨年度入会の次の企業及び理事就

任者の紹介があった後、第 2回総会後に入会

の（株）伊藤園については同社 角田理事か

ら挨拶が行われた。

次に議長より、従来副会長に就任のキリン

ビール（株）森本圭一氏が同社の都合により

副会長を辞任された旨報告があった。

アサヒ飲料（株） 光田博充氏

（株）資生堂 熊野可丸氏

東和化成工業（株） 藤木隆三氏

旭化成工業（株）

（株）伊藤園

久保文征氏

角田隆巳氏

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 
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4.議題

議長より、本日の総会に当たり ILSIJapan 

の会員の皆様宛に、 ILS I本部の Dr.Alex 

Maraspina会長からのメッセージの紹介があ

った後議事に入った。議長より（ 1 ）につい

て桐村事務局長に、議題（ 2）について高藤

財務委員長に、議題（ 3 ）については川崎監

事にそれぞれ説明及び報告を求めた。

議題（ 1) 1998年度事業報告（案）について

桐村事務局長より 1998年度事業報告に基づ

き、組織と事業活動の強化、財務の安定化、

会議の開催状況、科学研究調査活動の推進と

して既設各研究部会の他、新たに設置された

栄養強化食品研究部会、内分泌撹乱物質研究

部会及び国際協力委員会等に関する活動状況、

学術集会の開催、出版状況、広報活動に関す

る報告を行った後、本年秋に開催予定の第 3

回「栄養とエイジング」国際会議の準備状況

等について詳細説明を行った。

議題（ 2) 1998年度決算報告書（案）について

高藤財務委員長より、 1998年度収支計算書

（案）及び貸借対照表に基づき、項目別に詳細

説明を行った。

議題（ 3 ）会計監査について

川崎監事より本年2月22日ILSIJapanの事

務所において、収支計算書、貸借貸借表及び

関係書類について審査したところ、いずれも

誤りがなく正確に処理されていることが認め

られた旨報告された。

以上に基づき、議長より議題（ 1 ）、（ 2 ）、

及び（ 3）について諮ったところ、全員異議

/LSI.イルシー （No.59)99.6 

なく可決承認された。

次に議長より議題（ 4）について事務局長

に、議題（ 5 ）について財務委員長に説明を

求めた。

議題（ 4) 1999年度事業計画（案）について

桐村事務局長より 1999年度事業計画（案）

に基づき、 ILSIJapanの組織の強化、会員増

及び各種助成・委託研究の受け入れによる財

務の安定化、科学研究調査活動の推進として

各委員会、部会の活動基本計画を作成し、会

員のニーズ、社会的要求に適応するようタイ

ミングのよい事業活動の実施、本年秋開催さ

れる第3回「栄養とエイジング」国際会議に

関する事項及び ILSIJapanの出版物、広報活

動、本部及び他支部との連携、行政・関係団

体との関係強化等の事業計画について説明を

行った。

議題（ 5) 1999年度収支予算書（案）について

高藤財務委員長より、収支予算書（案）に

基づき詳細説明を行うと共に、財務の安定化

のため一層の努力が必要であるとし、この点

に関し会員に協力を要望した。

以上に基づき、議長より議題（ 4 ）及び議

題（ 5 ）について諮ったところ全員異議なく

可決、承認された。

議題（ 6 ）第 3回「栄養とエイジング」国際

会議計画及び予算案について

議長より、本年9月に予定している第 3回

「栄養とエイジング」国際会議計画について栄

養とエイジング桑田部会長に、また、予算案

己
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については笹山国際会議財務委員長に報告を

求めた。

＊桑田部会長より第 3回「栄養とエイジング」

国際会議計画について、組織委員会及び運営

委員会におけるプログラム、ポスターセッシ

ョン、展示セッション、会議運営方法及び広

報等に関し部会検討事項と併せ説明を行った。

＊笹山財務委員長より、第 3回国際会議は第

2回に比べ3分の 2の予算規模での実施を計

画した旨の説明があり、その概要について配

布の第3回「栄養とエイジング」国際会議収

支予算書に基づき説明を行った。

以上に基づき、議長より議題の（ 6 ）につ

いて諮ったところ、全員異議なく可決、承認

された。

5 . ILSI Japan各委員会報告及び活動計画につ

いて

議長より配布の機関誌 ILS I・イルシー

58号に各委員会、部会の活動報告及び活動計

画が掲載されており参照されたい旨説明の後

司会をライフサイエンス研究委員会委員長の

粟飯原副会長に依頼した。

粟飯原委員長の指名に従い、各委員会長及

び部会長はそれぞれ次の担当委員会、部会に

ついて機関誌58号の内容に基づき説明を行っ

。
た

栄養とエイジング研究部会

桑田部会長

健康表示研究部会 平原 か

油脂の栄養研究部会 日野 ，， 

バイオテクノロジー研究部会

倉沢 ，， 

b! 

砂糖研究部会 足立部会長

茶類研究部会 原 ，， 

栄養強化食品研究部会 p上 ，， 

ED C研究部会 岩田 ，， 

国際協力委員会 福江委員長

コミュニケーション検討委員会

編集部会 日野部会長

6. IL S I本部総会報告について

福冨事務局次長より、配布の「1999年本部

総会報告j資料に基づき本部総会、役員会、

ラウンドテーブル会議、国際委員会、学術集

会、支部連絡会等に関し、その概要について

報告を行った。

なお、国際機関委員会、アジアパシフイツ

ク支部会議、国際砂糖委員会、茶小委員会、

国際食品バイオテクノロジー委員会、国際機

能性食品委員会、微量栄養素ー今日と明日及

びScientificProgramについて、それぞれ担当

者により分担取りまとめ報告されており、同

様内容は機関誌「 ILS I・イルシ－J 59号
に掲載される旨の説明を行った。

続いて十河副会長及び林本部理事からそれ

ぞれ総会の役員会等に出席した報告並びに感

想が述べられた。

7 . ILSI Japanの将来展望について

福冨事務局次長より ILSIJapanの発展に向

けて、運営委員会、役員会、部会研究活動、

広報、国際協力及び事務局等に関する新組織

並びに財務の安定化に関する提案、説明を行

い、これらの案について役員会に諮り出来る

ものから始めたい旨説明を行い了承された。

以上により全ての審議を終え総会が終了した。

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 
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1999年度 lLS l本部総会

および学術集会の報告

本部総会出席者

1999年度 ILS I本部総会は 1月23日（土） についてのストラテジック会議も行われ、 21

から28日（木）までパハマ共和国ナッソ ウ市で、 世紀に向けての重厚かつ有効な討論がくり広

28ヶ国から集まった445名の参加者を得て成功 げられた。

裡に開催された。本年は、特に、これに先立 それぞれの会議について報告する。

って 2日半にわたって ILS I支部の将来像

年次報告をする G.ハーディ専務、L.ラザニア理事長、A.マラスピーナ会長

1999 ILSI International 
Annual Meeting Repoパ

/LSI.イJレシー （No.59)99.6 

Participants in 
the Annual Meeting 

LE 
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I. 1999年 lLSI総会（ 1月24日午後）

1. 1998年事業・決算報告ならびに1999年

事業計画及び予算が報告され了承された。

2. IL S Iの組織の改革が行われ、研究

財団の下に新たに「栄養・健康増進セン

ター」が設置された。これは栄養欠乏の

救済ならびに栄養および運動の改善のた

めの実践活動を実行するための計画を含

む。（図 1) 

3. IL S Iの支部は、グローパル支部と

称される HES Iを含めて17に及び、さ

らに検討中の支部候補が 2ヶ国存在する。

支部の活動の活性化と資源の有効化の

ための検討が行われた。（後述）

4.本部役員の改選と承認があり、日本か

らは林裕造、木村修一、山野井昭雄、十

河幸夫の 4名が選ばれている。なお日本

からはさらに 1名の席が用意されている。

5. IL S I創設以来、そのリーダーシッ

プとマネージングで会長職を務めてきた

A Malaspina氏が来る2000年1月に退任す

ることとなり、後任の人選が進められる。

新会長は産業界の科学を背景とする候補

者から選ばれるが、ブルタイムを原則と

する。なお、会長の上に理事長が置かれ

ている。（現在はタフト大学のL.Lasagna

氏）。

6 . W H 0 , F A 0 , Codex, I P C S等

国際機関、 EUやANDEA N等経済共

同体、米国FDA, EP A等各国政府機

関と ILS Iとの協調、相互支援体制が

強まっており、 ILS Iの科学情報が国

際的な調和に有効に活用され、また IL 

s I各支部が、その普及に協力している。

ILSI 
Board of Trustees 

Assemblv of Members 

園田園圃官
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Program 
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Institute 

• Risk Science 
Institute 

• Human 
Nut~ition 
Institute 

Pathobiology 
Program 

Project IDEA 

Physical 
Activi~y and 
Nutrition 
Program 

Toxicology 
and Risk 
Assessment 
Program 

•ARGENTINA 
• AUSTRALASIA 

•MEXICO 
• NORTH AFRICA & GULF REGION 

• BRASIL ・NORTHAMERICA 
・FOCALPαNTIN CHINA ・SOI.πHAFRICA 

• EUROPE ・SOUTHANDEAN 

•INDIA 
•JAPAN 
•KOREA 

• SOUTHEAST ASIA 
•THAILAND 
• Health and Environmental 
Sciences Institute 

図 1 ORGANIZATION 
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述

｜｜．役員会 （1月24日午前）

役員会には日本から林裕造、木村修一、十

河幸夫、山野井昭雄の 4役員が出席し、

s Iのグローバルな事業、財政、人材、次期

会長、支部の活性化や再編等が討論された。

I L 

ラウンドテーブル会議（ 1月23日）

I L S I総会では毎年、

その会員がすでに直面しているあるいは直面

するであろう重要なイシュー（問題）につい

て、とりあげ、全参加者の討論を行い、問題

の本質を見極め、とり組むべきアクションプ

ランの策定、会員及び支部の役割等をまとめ

7.支部には、北米やヨーロ ッパのように

自ら研究活動を行い、成果を上げている

ところとワークショ ップ等で科学の普及

に湛進しているところが存在するが活動

が停滞しているところもある。

21世紀をめざして、

バルな体制の再編成と、資源（基金、会

費、人材、科学者等）の有効な活用のた

め、支部のあり方を検討する。

IL S Iのグロー

111 • 

IL S Iならびに

8. IL S Iのとり組むべきイシュー（問

題）には、国レベル、地域レベル、世界

レベルのものがあり、国レベルのものは

各支部が独自にとり組むが、地域・世界

レベルのものについては、グループとし

てのとり組みが有効となろう。 ている。

本年とりあげられたイシューは、「機能性食

品の評価法とヘルスクレームのあり方J、「肥

満の原因とその予防」および「食品等へのリ

スクアセスメントの応用」であった。

L、ずれのイシューも日本支部ならびに多く

の会員にとって重要かつ緊急なとり組みを要

IL S Iヨーロ ッパ支部が一つのモデ

ルで、ラテンアメリカ及びアジアについ

ては、現在の支部の活性化と同時にラテ

ンアメリカ地域、アジア地域のようにま

とまった体制で対応することも考えられる。

（これについては支部のあり方として後

a・＿.，.
;.¥ 
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ラウンドテーブル「肥満Jグループの討論
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するものであり、また日本からのインプット

も必要とされることとなる。

IV. 国際委員会（ 1月25日）

IL S Iがグローパルな視点でとり組むべ

きイシューに対して、世界中の会員の有志で

構成される ILS I国際委員会がある。国際

委員会は、数社の会員が集まって構成される

が、支部は会員ではなく支部からのインプッ

ト及び各委員会からの情報の受け手としてオ

ブザーパーの資格で参加している。

多くのものが支部及びその会員にとって重

要である。

現在設置されている国際委員会としては、

(1）国際機関協力委員会 (I0 C) 

( 2 ）国際砂糖委員会

VI.研究財団による長期的、基礎的研究（ 1 

月25日）

IL S I研究財団は、各層からの寄付によ

る基金をもとに、長期的、基礎的な研究課題

について、それぞれの分野における世界のト

ップレベルの研究者及び研究所に研究を委託

している。

欧米ではEUや政府機関からの助成あるい

は基金による委託研究を行っている例もある。

研究財団の下には、ヒューマンニュートリシ

ョン、アレルギー免疫、リスクサイエンスの

研究所が置かれ、これまで多くの業績を残し

てきた。本年から新たにヘルスプロモーショ

ン計画が設置され、栄養改善や運動の推進の

ための実践活動にとり組むこととなった。

( 3 ）国際食品バイオテクノロジー委員会 VII. 学術集会（ 1月25～27日）

( 4 ）国際機能性食品調整委員会 IL S I総会では毎年、新しいトピックに

( 5）国際茶小委員会 ついての学術集会を主催している。

である。 本年はラウンドテーブルの討論に関連して、

（各委員会の報告は別報） ( 1 ）食物の摂取と選択、（ 2）微量栄養素の

日本からの情報提供ならびにグローパルな 現状と将来、（ 3 ）健康状態の指標としてのパ

プロジェクトへの積極的な参加が必要とされ イオマーカ一、（ 4 ）食品の安全性（米国にお

ている。 ける戦略）がとりあげられた。また、 HES 

Iに関連する事項として、 (1）リスクアセス

V. HESI (1月26日） メントの現状と将来、（ 2 ）受容体に関わる毒

化学品、医薬品関連企業の会員で構成され 性のリスクアセスメントがとりあげられた。

るHES I （環境健康科学研究所）は各地に （各セッションの内容については別報）

置かれている支部同様、会員が運営し事業を

進めている。事業の性格上、グローパル支部

とも呼ばれ、医薬品等の評価に必須の各種試

験法の改善、動物実験代替法などにとり組ん

でいるが、毒性試験法、安全な水の評価法等

ILSIJAPAN会員にも関連のある活動も多い。

~ 

明日．支部連絡会（ 1月26日、 1月28日）

本部と支部、支部聞の情報交換と連携を深

めるために毎年行われている。

本年は、専らアジア及びラテンアメリカ地域

における支部の活性化が討論されたが（後述）、

この他にも (1）コンビューター2000年問題、

/LSI.イルシー （No.59)99.6 
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(2) ILSI Pres sの活用、（ 3) I L 

s I主催、共催の会議、シンポジウム等への

各支部の協力体制等が議論された。

価がある一方、その事業活動について、支部

聞に隔差のあることが指摘されている。

(1) ILS Iに関わる資源（人材、基金、ネ

ットワーク）を有効に活用する。

IX. 支部の活性化に向けて ( 2 ）禄数の支部に籍を置いている会員企業の

I L S Iは科学的事業活動をしている世界 期待に対応する。

随一のグローパル組織であるとの一般的な評 ( 3 ）支部活動の自主性の推進に対する本部か

バハマ島の祭りによる歓迎

会場からのカリブ海眺望

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 l!!. 
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らの支援体制の見直しを行う 。

ことをねらいとして、支部のあり方、活性化

の検討が行われた。（図 2)

I L S Iがとり組むべきイシューには、国

レベルの問題、地域レベルの問題、世界レベ

ルの問題があり、それぞれについて個々の支

部単独、 二つ以上の支部の協調、あるいは本

部による対応が行われることになろう 。

I L S Iアジア地域およびラテンアメリカ

地域における支部について、 一層の活性化が

期待され、将来的には、 ILS Iアジアおよ

び ILS Iラテンアメリカという地域の調整

を行う機関が必要かもしれない。

それぞれの地域において、タスクフォース

を編成し、本年秋までにそのあり方を鋭意検

討することとなった。

（福冨文武）

． 
図 2 ILSI BRANCHES AND STUDY GROUPS 

く総会〉
ILS l本部総会（RoundtableMeetings, Board of Trustees，総会）

1999年度ILSI総会に参加した。このうち出

席したRoundtableMeetings, Board of Trustees 

及び総会について主要なポイントと感想を述

べる。

己

(1) Roundtable Meetings 

機能性食品（Functionalfoods）、肥満

(Obesity）及びリスクアセスメント（百1eUse 

!LSI.イルシー （No.59)99.6 
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of Risk Assesment）の三つのRoundtableのう

ち、機能性食品の部会に出席した。三つの中

で、最も参加者が多く、関心の大きさをうか

がわせた。機能性食品の概念、定義、バイオ

マーカーの種類、 Cordexへの情報提供等、討

議は大変に活発であった。この場で全容につ

いて決定することは勿論困難で、これらに係

る委員会の設置が提起された。要は ILS I 

として上記の諸項目につき見解をまとめ、決

定し、いわば ILS I案として表明すること

が大切であるという結論であった。

機能性食品は日本が世界に先駆けてその概

念、内容等を提案したことは周知のことだが、

会議は終始、欧米中心型に推移し、それは例

えばILSI欧州が中心になって2001年開催を企

画している“InternationalConference on 

Functional Food Scinece”をゴールに上記の

諸課題を決定していこうという状況とも符合

する。最近欧米、特に欧州勢の機能性食品の

研究開発の取り組みは活発で進捗も速いのが

印象的である。 ILSI活動の中で、日本の存在

感を主張する最も有効なポイントである機能

性食品につき、アカデミアとインダストリー

が協力をして更に大きく前進をはかることが、

パイオニアとしての日本の大切なミッション

であることを、会議中ずっと感じていた。

(2)Board of Trustees （役員会）

いくつかの議題の中で、特にマラスピーナ

会長の後継問題と支部の活動活性化のための

組織改革論が大きなテーマで、この二つにつ

いて述べる。

前者はマラスピーナ会長が2000年に引退す

ると自ら表明されたことが端緒になっている。

この件に関連してマラスピーナ会長が一つの

/LSI.イルシー （No.59)99.6 

考え方を示したが、これを中心に活発な論議

が交わされ、問題の大きさを改めて感じた。

何といっても ILS I創始者として、そし

てリーダーとして今日の姿を実現させたマラ

スピーナ博士の功績は偉大であり、言わばフ

ァウンダー（創立者）として20年を超える長

期間に亘る会長在任も当然のことであっただ

けに、ポスト・マラスピーナ体制は今日まで

の彼の存在の大きさに比例して大きな論議課

題になった。尚マラスピーナ会長の示した考

え方とは、（司会長は専任制（フルタイム）で、

(b）企業のサイエンテイストで、トップマネー

ジメント経験者であること、又（c）体制として

米、欧、日の三極の各代表者によるトライア

ングルのリード体制をっくり、その中の一人

か、文三人以外の外から上記条件に合致した

人をもって来て会長にすることも考えられる、

という意見を開陳している。活発な意見交換

の中で時間延長して討議したが結論は出ず、

リクルーティング委員会を作って進めること

になった。世界規模の活動を行う組織のヘッ

ドとしてどのような人が座るか、極めて重要

な検討事項であると実感した次第である。

後者（支部活性化問題）は世界レベルでの

活動を前提にしたとき、不活発とみなさざる

を得ない支部が存在することは否定できない。

この類の支部をどうするかが問題提起のポイ

ントだが、これを廃止するのではなく、支部

を幾つかグルーピングすることにより、活性

化をはかろうという考え方が本部から述べら

れた。例えばアジア地区については日本（韓

国を含む）、中国の二つに、タイ・シンガポー

ル・インド・オーストラリアの四者を一緒に

したものを加えた三センターと、これら全体

をコーディネートする形が一つの考え方とし

己
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て提起され、早急に結論を出すよう求められ

た。各支部の活動がより活発化することは勿

論望ましいし、必要なことであるが、本部の

提案内容はあくまでも活性化視点からのもの

で、状況改善上当然とはいえるが、しかし、

民族意識、プライド、或いは各国特有の事情

等のいわばドロドロした部分を考慮すると、

本部案はそれ程簡単に実現する事柄ではなく、

相当に突っ込んだ本音の部分の話し合いが、

ぜひ必要であると感じた。只どのような形に

落ち着くにせよ、アジア地区においては日本

が主役を演ずる気概で臨む必要があろう。

（均総会

理事会のところで述べた二つの問題に加え

て、“ILSICenter for Health Promotion" ( CHP) 

の創設が提起された。 ILS Iの名を冠して

PAN （肥満対策）で、その後口臆衛生、飲料

水衛生などが課題になろうとしている。一方

ILSIとしての現在の課題は、（a）バイオテクノ

ロジ一、（b）機能性食品、（c）肥満、（d）リスク

アセスメント、そして（e）栄養問題（含栄養素

強化）であることがマラスピーナ会長から述

べられた。

以上、スケジュールの都合上、前半の三日間

に参加し、出席した会議を中心に述べたが、

まとめて（a)ILSIのミッションは今後益々重み

を増してくること、 (b）欧米に見られるように

アカデミアとインダストリーの協力が愈愈重

要となることと、この点で日本は尚反省すべ

き点が多いこと、そして（c）会議やロビーの話

し合いが全て英語で通訳なしで進められるこ

とから、日本はどうしても言葉の上でのハン

ディがあること等を改めて強く実感したこと

いるが ILS Iとは独立した組織となる。当 を付け加えたい。

面のテーマはIDEA（鉄分欠乏による貧血症）、 （山野井昭雄）

国際機関委員会 (InternationalOrganizations Committee, IOC) 

1. 国際機関委員会 (IOC）について

IOCの事業は、 WHO関係、 FAO関係、

Codex関係、ならびにIPCS/OECDの4領域に

わたっている。この活動に関心を持つ会員会

社（99年現在16社）がメンバーになり、討議

を重ねながら事業を計画・実行し、同時にそ

の必要経費を分担拠出する。国際機関との共

同、協力あるいは意見具申が主な事業である

ので、各支部ある L刈まメンバーでない会員会

~ 

社にオブザーパー的な立場での参画も奨励さ

れている。私はILSIJapanからのオブザーパー

として、総会にあわせて聞かれたIOC(1月25

日午後） ならびにそのCodex部会（岡午前）

に出席した。

2. Codex関係（Codex部会）

(1) CodexならびにJECFAに対し、科学的

にバランスのとれた情報（scientificallybal-

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 
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anced information）をタイムリーに提供する事

を目指す。そのため、

・Codexで審議されている案件に関し、 I

LS I見解（“科学の重要性を支持”）を策

定、 Codex事務局ならびに議長国におくり、

議長国から各国に送付される。また、 IL 

s I各支部から、各国代表へ直接渡すルー

トも重要。

・ ILSI Internationalあるいは支部が制作し

た技術文書も同様なルートで、Codexに提供

する。

。） Codex CommitteeへのILSI代表団につ

いては、本部のスタップまたは企業人ではな

い専門家を代表者とし、企業からはオブザー

パーとして参加できる。

(3) 99年の活動計画が検討された。 Codex

の原則・基準を審議する下記CodexCommit-

teeを最優先させ、 ILSI見解の送付を考えてい

る。

－食品添加物と汚染物質（CCFAC)：食添

摂取量調査法について

・食品表示（CCFL）：健康強調表示、バイ

オ食品の表示、栄養表示のガイドラインに

関する見解。 ILSI Europeがまとめている

機能性食品に関する出版物（BJ.Nu凶tion別

冊）を送付。

－栄養と特別用途食品（CCNFSDU)：栄養

表示ガイドライン、健康強調表示について

・一般原則（CCGP）：科学の役割、ならび

に、その他の要素が考慮されるときの程度

について

－食品添加物専門家会議（JECFA): ILSI 

/LSI.イルシー （No.59)99.6 

Europeが制作した、アレルギ一等を起こす

とされている食品成分を選択する基準につ

いての科学文献を送付

3. FA Oとの取り組み

科学的見解にもとづく食品法・規則の制定、

ならびに食品による食事指針の策定を2大テー

マとして、アジア、ラテンアメリカ、アラブ

などで、引き続き FAO/I LS I共催のセ

ミナーやワークショップを計画。

「2000年以降の食品貿易国際会議：科学的

意思決定、ハーモニゼーション、共通項と相

互尊重J（メルボルン、 99年10月）を支援

4. IPCS/OECD動向のモニター

環境化学物質のリスクアセスメント手法の

ハーモニゼーション、必須栄養素のリスクア

セスメント（許容上限値の設定）などはIPCS

と共に、欧米の機関でも論議されている。

5. WH  O関係

長年WH O本部（ジュネーブ）に事務所を

おき、 WH Oの諸活動やCodexの動きの報告、

あるいは ILS IとWH Oのコミュニケーシ

ョンにあたってきたDr.Buzinaが98年末で、引退

された。後任について、もとWH Oの幹部で

あった候補者も挙げられたが、 WH O新体制

との慎重な調整をすすめて決定する事になっ

。
た

WH  Oの課題には老人に対する栄養ガイド

ライン、肥満予防、微生物のリスクアセスメ

ントなどが上がっている。

（福江紀彦）

己
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アジア・パシフィック支部会議

I L S I本部総会では、本部と各支部の打

ち合わせの他に、地域ごとに各支部が集まっ

て、打ち合わせを持っている。ILSIJapanの属

するアジア・パシフィック支部の会議は、 1

月26日（火） 14 : 00～ 17: 00に行われた。 I

LS I本部のBranchCoordinatorで、あるMs.S. 

ColemanおよひやMs.L. Merritt、F.H.Degnan, 

Esq.、ILSIJapan, ILSI Thailand, ILSI South 

East Asia, ILSI Australasia, Focal Point of China 

の代表者及び国際協力委員会のDr.G. A Hen-

derson）等が出席した。

まず、 F.H.Degnan, Esq.が、 I L S Iの

strategy planの説明をした。 ILS Iが一流の

科学者の世界的ネットワークを築き、維持し

ていくことの重要性を強調した。また、 IL 

s I各組織や各支部のコミュニケーションを

活性化し、協力体制を強めることが、相乗的

効果につながるとも述べた。各支部が取り組

んでいる問題には、 local/ regional / global 

の3つのレベルがある。どのレベルを対象と

すれば最も効果的かを見極めて、仕事を進め

ることが肝心であるが、表面的にはlocalな問

題に見えても、地域、あるいは世界的に取り

組んだ方が効果的な場合もある。

そのようなことから、現在の支部のいくつ

かを統合し、 regional化を目指す提案が、本部

からあったが、各支部の代表からは、同じア

ジアと言っても、各国の状況がさまざまであ

ることを懸念する声が強かった。そこで、当

面は transitiontask forceを作り、 regional化実

現の可能性を探ることになった。各支部代表

は本件を各支部に持ち帰り、理事会に諮るよ

う求められた。

その他、 ILSIHealth Promotionの推進する

Project IDEAやPMぜProgram、FAOとのCoop-

erative Activity（アジア・ ｝~シブイック地区で行

われるシンポジウムを中心に）の紹介と協力の

要請、第 3回「栄養とエイジングJ国際会議

をはじめ、アジア・パシフィック地区で開催

される各種の国際会議の紹介などがあった。

（大沢満里子）

アジア・パシフィック支部会議に出席の当協会メンバー

11! lしSI.イルシー （No.59)99.6 
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国際砂糖委員会 (ILSIInternational Sugar Committee) 

IlSI International Sugar Committee (I LS 

I国際砂糖委員会）は、 1月25日の午前 7: 

00～ 8 : 30まで、RadissonCable Beach Hotelの

Arawak A Roomにて行われた。 Dr.Andersonを

はじめ、 InternationalSugar Committeeのメン

バーに加えて、各支部の関係者も参加し、日

本からは木村会長、福冨氏（日本コカ・コーラ

（株））、安藤氏（山崎製パン（株））と木村（美）が出

席した。

本部のMs.Colemanの進行で、まず各支部

（各国、各地域）におけるSugarに関する問題

点や状況、活動について問われ、日本は、福

冨氏と安藤氏が砂糖研究会の内容と成果（研

究プロジェクト、翻訳出版等）について資料

を用いて説明をした。さらに、 Dr.Anderson 

がこのプロジェクトの有効性を強調した。木

村会長は、肥満にしろ糖尿病にしろ、 Sugarに

まつわる誤解の一つの大きな要因として医者

の誤認識をあげ、 GI（グリセミックインデッ

クス）が非常に有効であることを述べ、 Dr.

Andersonもそれぞれの国におけるGIのデータ

の必要性を述べた。

北米では肥満（obesity）、中国では虫歯

(caries）という様に、それぞれの国、地域によ

ってSugarに関わる第一の問題点は異なるもの

の、大枠でまとめてみると次の三点が挙げら

れる。

①虫歯（caries)

②肥満（obesity)

③糖尿病（therole of sugars in diabetes) 

肥満については、これまでSugarが第一の要因

であるとの考え方が一般的であったが、最近

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 

はむしろ、運動量の減少および欠如や、 High

density energy foodの摂取量との関わりが問題

とされている傾向にある。また、糖尿病に関

しては、やはりGIのデータの有効性が挙げら

れた。

ただし、それぞれの国、地域によって文化

や社会的背景が異なるため、次のような支部

単位での活動（Localactions）が重要であると

いうことになった。

①食物摂取量（SugarとFat）のデータをとる。

消費量のデータしかない地域も多く、情報

量が少なすぎる。 Localの正確なデータが必

要である。

②その地域の食品（Localfood）のGIを調べる。

③有効な小規模な研究計画を支援する。

次に、正しい情報をどのようにして誰に伝

えていくかという点について討論が行われ、

その内容は次のようなものであった。研究者

間のコミュニケーションが重要なのはもちろ

んだが、一般の人々に解りやすい言葉で正し

い情報を伝えることも重要である。そのため

には、各国のオピニオンリーダーや社会に影

響力を持つ人々に対して各支部から働きかけ

る必要があり、ここでも支部活動の重要性が

話題となった。このように、活発な支部活動

の必要性が問われているものの、そのために

は人材と情報と基金が必要であり、今後、関

連のある他の組織（WSRO: World Sugars 

Research OrganizationやSugarAssociation等）

との協力も念頭におきながら検討を進める。

LE. 
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最後に、今回の会議のまとめとして次の四

点が挙げられた。

①この委員会の目的と役割は、各支部の問題

点を解決することであり、問題解決のための

資源（人材および基金）を捜すことを支援す

る。②国際的な問題としては、 Sugarと肥満、

糖尿病との関わりが挙げられる。③それぞれ

の地域における戦略は、各支部で検討し、決

定されるべきである。④委員会は問題解決の

ために各支部とその他の組織（WSRO等） と

の聞のコネクションとして働くべきである。

そして、今後の支部活動を支援していくた

めに、支部として何が必要か、さ らに基金が

秦小委員会

茶小委員会は1月25日（月）夕刻 6時より約

1時間半行われた。出席者はDr.Hardy、木村

会長、福富氏らも加わり 15名。司会役のユニレ

どの程度必要かという こ点について本部に回

答するように要請された。また、たとえ資源

があるにせよ、支部における問題点やそのよ

うな問題をどのように扱っているのかについ

て報告するようにとのことであった。

以上、今回のミーテイングでは支部の重要性

が問題とされ、随所で日本が例として挙げら

れた。このように日本のプロジェクトは ①資

源 ②情報伝達 ③さらに進んだ研究といっ

た点から、非常に注目を浴びている。

（木村美佳）

ノT一社Dr.Onno Korvarが本集会の意義など述

べ、ついで、小生が日本における茶部会昨年 1年

間の活動を説明した。すなわち、①茶飲用によ

~ 司『.....

「茶小委員会jで報告する原部会長

b! /LSI.イルシ一 （No.59)99.6 
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る疾病予防効果文献を広範に調べた「BI B 

RAJの邦文訳出作業、②「茶と健康の最先

端」セミナー開催および③邦文茶成分文献の

検索作業。続けて茶の諸機能性につきスライ

ドを用い20分ほど解説。茶の健康イメージが

RTD茶飲料の驚異的な伸長をもたらしている

現状を強調。

本小委員会では以下の 2点が諮られた。第

1に日本語および中国語で書かれた茶の機能

性ー特にヒトが対象ーに関する文献の英訳の

こと。小生上記③の文献英文化抄録集を提示

した。評価委員委嘱問題、全文英訳作業経費

問題などについてはDr.Korvar, Dr. Hardyなど

の今後のイニシアチプに委ねる方向で進むこ

国際食晶バイオテクノロジー委員会

IL S I国際食品バイオテクノロジー委員会

の概要と活動、計画、バイオテクノロジ一利用

植物の現状などの紹介、討議があった。

ILS I国際食品バイオテクノロジー委員会

は、バイオテクノロジーによって作られた食物

と食品の開発、流通、安全性そして社会的受容

性に関する問題を世界的な視点から捉えようと

いう ILS Iの会員会社によって1997年に設立

された。

この委員会には、食品のバイオテクノロジー

に関心のある ILS Iの会員であれば自由に参

加でき、 1998年は、 18社がこの委員会の活動に

参加した。

1999年の会費は、会員の数にもよるが 1社あ

/LSI.イルシー （No.59)99.6 

とと了解。第 2点は茶の機能性を研究あるい

は評価していく上で重要な以下の諸点につき

専門家によるワークショップをもつこと、そ

の集会のため経費募金を図ること。これらに

ついても上記2氏のイニシアチブを期待した

い。論点、となる重要問題とは①茶ポリブエノ

ール成分類の呼称統一問題、②それら成分の

分析法の共通化問題、③それら成分のinvitro 

での抗酸化能測定方法の問題および④同じく

in vivoで、の効果判定方法。以上に対し本邦茶

部会としては欧米サイドの要望を聞きつつ適

宜対応したい。

（原征彦）

たり 1万ドルから 1万6千ドルになる予定で、

この会費でこの委員会の計画と活動と基本的な

管理費を賄う。

目的

食品のバイオテクノロジーに関する科学的な

問題を表明する計画を進めている ILS I支

部、研究機関のための情報提供。資金面、教育

面での支援；講演者、科学的情報、そして／あ

るいは文書の検証、計画と戦略計画の支援。

IL S I国際協力委員会と関連するWH O、

FA Oその他への科学的概念文書の提供、およ

び食品のバイオテクノロジーについて科学的情

報が、世界中の科学的、行政的団体に利用でき

るようにすること。

午2
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食品のバイオテクノロジーに関連して、世

界中で科学的、行政的な発展のための活動の

中心になること。

1998年の活動報告

(1）遺伝子組換え新食品の検出法に関するワ

ークショップ開催のための ILS Iヨーロッ

パ新食品研究班に対する協力： 6月3日・ 5

日、ブリュッセJレ。

このワークショップは、 1998年5月にEu 

の評議会が、 GM Oから誘導された食品およ

び／あるいは食品原料の表示に関する最終規

則を公表した時であったので非常にタイムリ

ーであった。

この規則は、改変されたDN Aとその結果

生じる蛋白質の両方の測定を要求しているが、

義務表示のためのGM O含有闘値、試験法、

評価あるいは応用に関して何も言及していな

L、。
( 2 ）遺伝子組換え植物から誘導された食物に

関するワークショップ；科学的根拠に基づい

た安全性評価： 4月24日一25日、シンガポー

ル、 ILS I東南アジアの支援。

( 3 ）食品バイオテクノロジーワークショップ

のための科学的プログラム計画と後援： 12月

2日～ 3日、ブラジル。 3人の海外スピーカ

ーの旅費の援助。

( 4) 1999年に開催予定の科学会議の事前打ち

合わせに関して ILS I北アフリカと湾岸諸

国に協力した。

( 5）食品のバイオテクノロジーに関する開発、

応用、安全性に言及した出版物、規制文書の

文献目録、 ILS Iの世界的なプログラムの

注釈リストを作成した。

己

1999年の活動計画

(1) 1999年度の ILS I年次総会で食品のバ

イオテクノロジーに関心のある人達のために

公開会議を開催し、食品のバイオテクノロジ

ーに関連した科学の現状を討議する。

( 2 ）食品のバイオテクノロジーに関する会議

をILS I支部と協力して、 2～3回開催す

る。

I L S Iタイは、 5月17～18日にノtンコク

で、遺伝子組換え食品：有用性と認知と題し

たシンポジウムを開催する。

( 3 ）食品のバイオテクノロジーに関する文献

等と ILS Iのプログラムの文献リストの更

新を継続する。

( 4）食品のバイオテクノロジーに関する科学

的情報の受容性のため、他の機関と協力する

機会を見いだす。

( 5 ）新食品と食品のバイオテクノロジーの安

全性に関連する情報を分かち合い、また、科

学的な開発と問題に関して中心的に活動する。

国際食品バイオテクノロジー委員会の会員

(18社、 1998年）

AgrEvo USA Company 

Archer Daniels Midland Company 

Cerestar USA, Inc. 

百1eCoca-Cola Company 

Dow AgroSciences, Inc. 

Eastman Chemical Company 

ForBio Tropical Plants, Inc. 

H.J .Heinz Company 

F.Ho曲nann-LaRocheLTD. 

Kellogg Company 

Kraft Foods Inc. 

Mars, Incorporated 

Monsanto Company 

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 
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Nestec Ltd. 

Novo Nordisk Biochem N.A Inc. 

The Procter & Gamble Company 

Ross Products Division I Abbott Laboratories 

AE. Staley Manufacturing Co. 

遺伝子組換え植物の現状

現在45カ国で60種類の穀物について25,000件

以上の野外試験が実施されている。それらの

内訳は、除草剤耐性（29%）、害虫耐性（24%)

生産増（19.9%）、ウイルス耐性（10%）、経

済的農業効果（ 5 %）、カピ耐性（4.3%）な

どで、ある。

今後20・25年の聞にこれらの遺伝子組換え

作物は50%以上になる。この方法では、化学

物質の使用も少なくなり、環境問題にも良い

結果をもたらし、発展途上国では、量だけで

はなく質的にも良い作物が得られる。

現在各国で許可されている遺伝子組換え作

物は、アメリカ： 34、カナダ： 30、日本： 20、

EU: 9、アルゼンチン： 4など、トウモロ

コシ、チコリ、大豆、パパイヤ、カノーラ、

ポテト、カボチャなどがある。栽培面積の多

い国は、アメリカ、中国、アルゼンチンなど

である。

今後の課題

・表示問題に関連して、分析法、ネガティブ

リストと関値の開発

－抗生物質マーカー：ケースパイケースの評

価、代替物の開発

・耐性の問題：害虫、雑草
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－環境のモニタリング

－植物バイオテクノロジーの世界的な規制

これらに関しては、科学的なリスクアセスメ

ントが必要である。

この委員会の役割

消費者に、利益とリスクのバランスを考え

に入れてもらうため、 ILS Iは、メディア

などにコンサイスモノグラフでノtランスのと

れた科学情報を提供したり、各国でワークシ

ョップを開催し、科学的情報を与える必要が

ある。公共とのコミュニケーションは難しい

が、利益を伝えることが必要である。

さらに、次世代への教育とともに、国際的

ハーモナイゼーションが必要である。

本委員会は、実質的同等性、タンパク質

（アレルゲン性）の安全性評価、国際的な規制

の作成にも積極的な役割を果たしている。

そのために、 ILS I各支部のワークショッ

プを支援することも使命である。

終わりに

この会合に参加した人の中にも、この委員

会が何をしたいのか、また委員会のメンバー

もこの委員会が何をなすべきか、また何を期

待されているのかということを試行錯誤して

いるようであった。この委員会に対し、消費

者への情報提供が大事ではなpかとの意見も

あり、特にヨーロッパとアメリカの遺伝子組

換え食品に対する考え方の遣いなども浮き彫

りにされたような印象を受けた。

（安藤進）

i三J
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国際機能性食晶委員会

1月27日（水曜日）の早朝 7時より 8時半

の問、朝食をとりながらの会合であった。総

勢40名程度で、欧米はもとよりオーストラリ

ア、メキシコ、アルゼンチン、中国、タイ等

世界をカバーする人達が出席した。日本側か

らは木村会長、事務局福富氏、ロッシュジャ

パン末木氏と三木が参加した。初日のラウン

ドテーブルでの 3大テーマ（機能性食品、肥

満、安全性）のーっとして、かなりの時間を

割いて議論があった機能性食品の概念、定義、

バイオマーカー及びヨーロッパが中心となっ

て計画されている 2年後（2001年）の機能性

食品国際シンポジウム（プログラム内容参照）

についての調整がなされた。機能性食品に対

する各国の概念や定義は事情の遠いがそのま

ま反映されたものであり、未だ国際的に統一

されたものには程遠いものであるが、マーカ

一等の科学的根拠による情報交換で徐々に同

意されるものとなるであろう。出席している

各支部の総意として、各国の意見を交わすワ

ーキンググループの発足が可決され、日本も

協力することとなる。又日本が制度的に先行

していることもあり、日本の活動状況が常に

関心の的になっており、発言の随所に日本の

ことが触れられていたことが日本支部の重要

性を示しているように思われた。特に現在ど

のような活動がなされているのかを問われ、

末木氏（総会でも状況を説明）、福富氏と三木

が簡単に状況を述べた。その後何人かの方々

から日本の活動を高く評価するとのコメント

が寄せられた。

この国際セミナーはヨーロッパが中心とな

己

って計画されており、全ての支部に対して会

議への出席はもとより、これからもたれる科

学委員会、組織委員会等への参加や協賛が呼

びかけられた。正式には 3月12日までに、こ

のプロジェクトへの協力の意思確認、下記の

フ。ログラム案に対する意見表明、科学委員会

ヘ参加する 4名までの氏名を伝えることで決

定されることになる。日本は費用等の問題は

あるが何らかの形でこのプロジェクトに協力

してこの分野での先輩国としての貢献が期待

される。

最後にマラスピーナ ILS I会長からH機能

性食品をコーデックス規格にもっていくこと

が最終的な目標”との発言があったことを付記

する。

参考： 2001年開催「国際シンポジウム」のプ

ログラム案の主なものを紹介する。

1 .タイトjレ

機能性食品の世界的な展望

2. 背景

概念：我々は栄養科学上新しい最先端の戸口

に立っている。食物の概念は過去強調されて

きた生存、空腹への充足、健康上無害、健康

維持の為といったものから心臓血管障害、あ

る種の癌や肥満といった慢性病を減ずるのに

役立つ健康や福利を増進する為の食品の前向

きな（promising）活用へと変わりつつある。

課題（challenges) ：これらの新しい概念は健

康、消費者の欲求、高寿命化、増加する保険

/LSI.イルシー （No.59)99.6 
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ラウンドテーブル「機能性食品Jクループの報告をする
口ーパーフロイド前 ILS Iヨーロッパ会長

医療費、食品工業の技術進歩や変化する環境 ④社会や消費者の認知へ向けた情報伝達手段

規制といったことに益する観点から特に重要 の吟昧：何を、如何に、誰に伝達できるか

である。

前提（hypothesis) ：食餌（diet）は又身体の

様々な機能を支配し調節するものであり、あ

る種の疾病のリスクを減じて健康状態の保持

に関与する。

結論：重要な目的は消費者の一般的な健康や

福祉における食品の役割の理解を深めること

にある。

3. 目標（goals)

①機能性食品の概念を告知し有効なものとす

る為の共通した根拠や同意の確認

②機能性食品を科学的概念での確認

③概念の例証、該当する例やケースの確認、

主な機能性食品の実例の吟昧（何が一般的

かそうでないか、なにを追加すべきか）

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 

セッション I：紹介

東西（地域）の展望（East-Westper-

spectives) : 

伝統的なものから新しい栄養学の概

念へ、新しい概念から機能性食品（定

義）へ（Fromnew concepts to func・

tional foods (definition)) 

国際的な状況 (Internationalstatus) 

セッション H：機能性食品の科学的根拠

マーカー及び望ましい基準の重要

性：ヨーロッパ、日本、米国、等

セッション皿：主要な機能性食品の例証

1. ヨーロッパの立場

2 . 日本の例

3. 米国の研究

己
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セッション町：情報活動と消費者の観点

(Communication and consumer perspectives) 

異なった見解の発表（提示）：ヨーロッ

パ、米国、日本等

消費者科学（Consumerscience) 

何を、知何に、誰に伝達出来るか

セッションV：将来と主要なメッセージ

新しい科学上の発見と機能性食品の可

能性

スケジュール：

組織委員会開催： 99年 3月、科学委員会開催

99年 6月、公告： 99年 9月、招待状発送： 99

年12月、最終通知： 2000年 5月、ポスター締

く学術集会〉

め切り： 2000年10月、発表要旨決定： 2001年

3月、シンポジウム： 2001年5月

科学委員会

オーストラリア、中国、ヨーロッパ（議長）、

日本、米国、東南アジア、その他

協 賛： ILS I各支部、 FA O、WHO、

CODE X、IFT (U.S Institute of Food 

Technologists）、 IU N S (International Union 

of Nutritional Sciences）、 EA N S (European 

Acadmy of Nutrition Sciences）、 ASCN 

(American Society of Clinical Nutrition）、 Iu 

FOS T、EuropeanCommision、DGX II 

（三木勝喜）

Scientific Program: Food Intake/ Food Choices 

このセッションでは五題の報告があった。

いずれも興味のあるトピックスであり、話術

もすばらしく、笑い戸がひっきりなしに起こ

ったセッションであった。

最初の演者がワシントン大学の Dr.A. 

Drewnowskiで 1ヶ月前に東京で一緒に食事を

したばかりの方で、 WH O主催、日本の国立

健康－栄養研究所で行われた「肥満とその予防

についての行動・社会文化的展望J国際会議

で、来日した学者である。

今回は「遺伝的な呈昧マーカーと食物選択」

というもので、先ず最初にらn・propyl-thiouracil

」ど

(PROP）を含んだろ紙で昧見をさせて、全

く苦昧を感じなかった人が会場にどのくらい

の割合でいるかを挙手をさせたが、全く苦昧

を感じない人が意外に多いのに驚いた。 この

PROPの苦昧に対する感受性は遺伝的な特

性であり、人種によっても比率がことなるこ

とが知られている物質であるが、これには全

く苦昧を感じないノン・テイスターと苦昧を

感じるテイスターに分かれるが、テイスター

にも極めて敏感なスーパー・テイスターとい

うのがいるという。その大部分は女性であり、

彼らは昧蓄が多く、乳頭突起あたりの昧奮の数

も多い。またきのこ状乳頭突起が多いという。

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 
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このように同じ苦昧物質に対しても全く感じ

ない人から極めて敏感に感じている人がいる

わけで、 Dr.Drewnowskiは「昧に関してわれ

われは皆異なった世界に住んでいる。ある人

にとっておいしいものが、他の人にとってお

いしいかどうかは分からなLリといっている。

ある研究ではこのスーパー・テイスターは甘

味、脂肪、カプサイシン、アルコールにも敏

感であると報告している。このように遺伝的

な「呈昧のマーカーjは食行動における食物

の好き嫌いに影響する可能性がある。PRO 

Pに対する感受性が高い場合、他の苦昧に対

する好みを低下させていることと関連してい

る可能性があるという。

面白いと思ったのは、がんとの関係につい

ての演者の考え方であった。多くの抗がん作

用を持つ植物成分は苦昧をもっているか、あ

るいは苦昧のある食品に見出されることが多

い。すなわち、アブラナ科植物の葉に含まれ

るイソチオシアネート、お茶や赤ワインに含

まれるポリフェノール、大豆に含まれるアンチ

オキシダントのイソフラボン、柑橘類に含ま

れるフラボノイドなどいずれも苦い。このよ

うな苦い物質をスーパー・テイスターは苦す

ぎて好まないかもしれないということである。

事実スーパー・テイスターの女性はグレープ

フルーツ・ジュースや大豆食品、アブラナ科

植物、コーヒーなどを好まない傾向にあると

いう 。 もしそうであるなら l工、ス－／ ~ー・テ

イスタ ーのヒトはがんにかかりやすいという

ことになる。しかしこれはまだはっきりした

わけではない。 PRO Pの感受性が糖や脂肪

の感受性とどの程度関連するのかまだ明らか

ではないようであり、甘味や脂肪の消費と関

係するであろうこの遺伝的な「呈昧マーカ－」

は栄養や健康関連の専門家にも極めて興味あ

－仏．寸
J
例

孔
，
b
f
l
l
L川

. 
K ・6

学術集会で「食物選択Jについて講演する
A.ドリュノウスキー教授
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る課題といえよう。食習慣などにおける食物

選択における昧の役割について興味ある示唆

をなげかける講演であった。

第二の演者はミネソタ大学の Dr.Charles J. 

Billingtonで「食物摂取の神経生物学」とLEう

テーマの講演であった。

第三の演者はペンシルベニア大学のモネル

研究所の Dr.Mark I. Friedmanで「エネルギ

ー摂取のコントロール：エネルギーのための

摂食」という講演であった。われわれが食べ

るとき「何を食べるか」そして「どの位食べる

か」というこつの基本的な選択がある。ここ

ではこのどの位食べるかを決定するメカニ

ズ？ムにフォーカスを当てることにして、

Friedmanらの研究を含む最近の知見を述べ

られた。

第四の演者はオランダのユニレバー研究所

の Dr.David J. Melaで「われわれが好きなも

のを何故好きになるのか？」という講演で、

最後の演者がペンシルパニア大学の Dr.Paul 

Rozinで、彼の講演は最初から最後まで爆笑

が絶えなかった講演であった。

残念ながら、時間がなくて全体像をここで

報告することができないので、また機会があ

ったら報告することにしたい。

（木村修一）

Scientific Program：微量栄養素一今日と明日

会議はDr.Kenneth Smith (P&G社）とDr.

Connie Weaver (Purdue Univ.）の司会で、始まり、

Dr. Smith は地球人口60億人の内、 20億人の

人々が微量栄養素欠乏症のリスクがあり、 5

億人の人々は臨床上疾病の状態にあり、特に、

鉄欠乏症による貧血である人は、 3人に 1人

であることが強調された。微量栄養素欠乏症

はGDPで少なくとも 5%の減少をもたらして

いる。 また、先進国でも一部の微量栄養素が

欠乏していることが指摘された。

Dr. Weaver は特に、穀物に微量栄養素を強

化する育種に触れ、この方法が正当に評価さ

れていないと指摘し、今後、品種改良を通し

て微量栄養素を強化する可能性を言及した。

その後、 5人の方々が演者をした。

己

1 . Dr. Keith West (Johns Hopkins School of 

Publich Health) 

一最近の微量栄養素摂取の改善活動

微量栄養素の強化プログラムは、第三世界

で特に大きな利益がもたらされる。最も顕著

なものとしてはビタミンAがある。 2億人の子

供が擢患していると考えられ、ビタミンAの補

助で30%死亡率が改善できる。南アジア、ネ

ノ tール等の例をヲ I~ Eて具体的にどのような疾

病が改善されたかを示している。

亜鉛の欠乏症について、一般的に蛋白ーエ

ネルギー欠乏症と併存することが多いが、ア

ジアおよびラテンアメリカの例から、子供の

急性及び慢性の下痢が亜鉛の補助で大幅に改

善されることを示した。 しかし、妊婦の亜鉛

補助については、その効果はまだ不明であり、

/LSI.イルシー （No.59)99.6 
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現在亜鉛欠乏症に対する確たる戦略は確定し

ていない。

欠乏症は単一の微量栄養素欠乏症よりも、

複数の栄養素が欠乏していることが多い。 し

かし、複数の微量栄養素を補助したケースは

少ない。 タンザニアでの830名の学生を使っ

た複数栄養素補助の結果や、 1,075名のHIVを

使ったビタミン群の補助結果について言及さ

れた。

結論として、微量栄養素欠乏症は開発途上

国で広く見られ、補助的に投与することによ

り、感染、疾病、及び死亡率を改善すること

が研究の結果明らかである。

2 . Dr. Tomas Walter (University of Chile) 

－鉄欠乏症の幼児・子供の認識力と神経系の

発達に及ぼす影響

生後 2年間の内に鉄欠乏症貧血があった場

合、神経運動の発達の遅れや行動の変化が現

われる。 鉄欠乏症の影響はどれだけの期間遅

れてくるのか、どれくらいの年齢まで影響す

るのか、治療により可逆的に回復するのか等、

不明な点が多い。 コスタリカとサンチャゴの

具体例について説明があった。 どの程度の鉄

欠乏症が悪影響を及ぼすかについて、サンチ

ャゴの研究ではヘモグロビンが明らかに下降

して貧血になる時点で神経運動に影響を及ぼ

すことが示されている。 また、鉄欠乏症に対

する鉄治療の効果については、既往の貧血児

童に鉄治療を施しても神経運動機能の改善は

しない。 また、鉄欠乏症貧血の長期にわたる

影響として、コスタリカとチリの 5才児につ

いて、幼児期に鉄欠乏症貧血であったものは

運動神経機能テストについて、通常の子供に

比べて、多数のテスト項目において劣ってい

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 

る。

最近の研究によると、鉄は頭の髄鞘形成に

とって重要であり、鉄、貯蔵鉄が脳内に搬送

されるにつれて、髄鞘の形成や鉄の摂取は高

くなる。 また、 6ヶ月内の幼児について、鉄

欠乏症は中枢神経システムの発達を遅らせる。

今後、この分野の研究が待たれるところであ

る。

3 . Dr. Alex Malaspina (ILSI会長）

- Pr吋ectIDEA 

ILS IではCenterfor Health Promotionと

いうフィールドでの改善活動を行う組織を設

置した。 この組織で扱う大きなプロジェクト

がProjectIDEA (Iron Deficiency Elimination 

Action）で、あり、現在改善の進んでいない鉄欠

乏症を世界規模で取り組んでLEく。現在始ま

っているプロジェクトについて、それぞれ概

要が話された。

インドネシア、フィリピン、メキシコ、中

国、ベトナム、インド、エジプトについて進

捗状況の説明があった。 また、 ILSIJapanで

は、米の鉄強化が研究されていることも紹介

があった。主たる国の状況については ILS 

I Iイルシー 58号に概略しであるので参照さ

れたい。

4. Dr. Ross Welch (U.S. Department of Agrト

culture) 

”栄養価を求める育種

長期的に継続性のあるアプローチとして食

品をベースとした栄養欠乏症の解決を目指す

為に、農業と栄養の共同作業による育種につ

いて講演があった。農業としては、体吸収性

の良い高濃度の微量栄養素を含んだ主食材を

己
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育成することが微量栄養素欠乏症を解決する

良い方法である。例えば、鉄と亜鉛を多く含

む小麦やメーズ、 (3－カロチンやビタミンCの

多いカッサパ、鉄や亜鉛の多い豆類などであ

る。特にIRRIと開発している鉄が多い米

(Brown Rice）では、通常の12mg/kgに対し

20mg/kg含まれ、鉄含有量と共に、体吸収も

良くなっている事が分かつている。

将来の可能性としては遺伝子組換えにより、

主食材の微量栄養素の含有量を高める育種も

考えられる。

5. Dr. Howarth Bouis (International Food 

Policy Research Institute) 

一栄養改善のための食物摂取と経済性

Dr. Bouisは微量栄養素の強化にしろ育種に

しろ、コストの効果即ちコスト・ベネフィッ

ト分析を提唱している。例えば、鉄強化につ

である。これはヨード欠乏では14対28、ビタ

ミンAでは逆に50対16である。

育種について、インドで小麦を行ったと仮

定した場合についてその経済性が如何に優れ

ているかが議論された。

また、食物の選択について、主食材が最も

安価で最低限のカロリーの確保に適している

ので、開発途上国では食費の最大の部分が主

食材にあてられる。 ビタミンAとCなどは野菜

等に含まれ、また主婦がその価値について無

知の為に、摂取量は大きくばらつく。しかし

通常はそれ程高価ではないので、消費者教育

により摂取は改善する余地がある。鉄摂取は

価格変化に対して敏感ではない。 むしろ強化

策なり補助が有効で、特に、女性に対して必

要である。

結論として、微量栄養素の改善策を決める

にあたりその経済性と消費者の摂取方法

いて補助による対策ではベネフィット／コスト を見極める必要がある。

比が25、食品強化では84で、強化の方が有効 （戸上貴司）

Scientific Program：健康状態の指標としてのバイオマーカー

(Biomarkers as Predictors of Health Status) 

1999年 ILS I総会のScientificProgramの

最終日である 1月27日の午前中に、上記表題

のセッションが開催された。

本セッションは、世界的に機能性食品に対

する関心が、産・官・学界で高まる状況を反

映したもので、 Dr.F. M. ClydesdaleとDr.F.A

Coll etaの座長の下、以下の 5名の演者によっ

て発表がなされた。

!!! 

く発表者＞

1 : Dr. Elizabeth A Y etley 

(U.S. FDA) 

健康の評価指標としてのバイオマーカーを

確立するに際してのアメリカ合衆国FD Aに

おける法規制からの観点

2 : Prof. Nils-Georg L. Asp 

(Lund Univ. & Swedish Nutrition Founda-

/LSI.イルシー （No.59)99.6 



一B.ife－そ5C1；面否否－＆ Q.函；hlrT万／β：.ife

tion, Sweden) 

健康の評価指標としてのバイオマーカーを

確立するに際してのヨーロッパにおける法規

制及び科学的な面からの観点

3 : Prof. Chan Soh-Ha 

(WHO & National Univ. of Singapore, Sin-

gapore) 

健康の評価指標としてのバイオマーカーを

確立するに際しての東南アジアにおける法規

制からの観点

4 : Dr. MichaelJ. Wargovich 

(Sou由 CarolinaCancer Center) 

結腸がんに関するバイオマーカーの科学

5 : Dr. Pamela Anderson 

(Abbott Laboratories) 

生理活性を示す食成分とバイオマーカー

各演者の発表について簡単に紹介するとと

もに、若干の感想、を述べる。

Yetleyは、血清中レチノール、血禁中凝集

能等の実例を例示して、バイオマーカーの定

義についての考え方を紹介した。そして、こ

れらのバイオマーカーの評価値に基づいて疾

病のリスク低減が予想できる例、できない例

がそれぞれ紹介された（血中LDLと心臓病疾

病、胃の pHと胃がん等）。

特に、 DSHEAの検討時にはFDAで非常に多

くの議論がなされた。中でも疫学との整合性

においては、葉酸と神経管欠損症、 Fーカロ

テンと肺がんの例について正反対の結果が得

られたことから、より慎重な結論にいたった。

殊に、がんの発症リスクについては、ふさわ

しいバイオマーカーが現時点では特定できな

いと結論づけている。いずれにしても、 FDA

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 

Diet and Health 

•x---.A---l怪 a---.c －ー Y・X:Dietary Exposure 

• Y: Disease 

• A, B, C: Biomarkers 
•A: Surrogate biomaker of dieta叩intake
・B:Intermediated biomarkers 

(structure I function?) 

• C: Surrogate biomarker of disease 

表1

Antioxidants and Health Disease 

圃Howdose biomarker relate to food 

indicators? 

圃 Howdose biomarker relate to disease 
risk? 

• Conditions of use? 
• Pro-oxidant vs. anti-oxidant 

表2

は積極的にバイオマーカーの必要性について

検討をしていることが見受けられた。

食品と健康及び抗酸化物質と健康に関する

スライドを表1及び表2に示す。

Nils-Georg L. Aspは、ヘルスクレームに関

して、現時点ではEUの指令はないけれども、

義務的ではない実施の規範が、数カ国で出来

ていると報告した。

中でも、スウェーデンは、 EU参入5年前の

1990年に導入した後、 1997年 1月1日に改訂、

1998年に再改訂した“SelfRegulation Program" 

がある。その中には、スウェーデンの食事推

己
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奨ガイドラインに基づいた、以下の 8項目の

バイオマーカーと疾病のリスク低減との関連

性がリスト化されている。

1 ）肥満とエネルギー量

2）血中コレステロール濃度と脂肪の質ある

いは、ある種の可溶性でゲル形成性の食

物繊維

3）血圧と塩分（塩化ナトリウム）

4）動脈硬化と魚や魚加工品に含まれる ω一

3：血圧や血中コレステロールの低下

5 ）便秘と食物繊維

6）骨粗懸症とカルシウム

7）虫歯と砂糖あるいはその他の容易に発酵

される炭水化物の不在

8）鉄欠乏とバイオ・アベイラピリティーが

考慮されている鉄分含量

オランダは1998年5月、ベルギーは1998年

6月及びイギリスは1998年 7月に公表してお

り、いずれも国際的に評価できるヒト試験と、

あるいはpeerreviewの必要’性について言及し

Consumption 
of 

functional 
food 

component 

Marke隠 of/ Ma『ke隠

of target 
function I 
biological 
response 

ている。

バイオマーカーとしては、血中コレステロ

ールが了承されていると報告した。また、食

のバランスの重要性を強調した。

Chan Soh・Haは、シンガポールを含む東南

アジア諸国では、食習慣の大きな変化と共に、

循環器疾病、糖尿病、高血圧、結直腸、前立

腺、肺及び乳がん等の生活習慣病、成人病の

予防が大きな課題となってきており、機能性

食品が期待されていると報告した。

バイオマーカーについては、まだ確立され

ていない。しかし、血清コレステロールと心

臓病の関連性を調査するために、三大試験

（百iyroid-HeartS加dy:1982・1985,the National 

Health Survey: 1992, the National University of 

Singapore Heart Study: 1993・1995）が実施され

た結果、ほぼ妥当であると考えられている。

他の重要なバイオマーカーとして以下の項目

が挙げられた。

がん及び前がんとオンコジーン及び抗オン

Markers of 
intermediate 
endpoint 

Improved 

state of 

health and 

well-being 

or 

Reduced 

risk of 

disease 

NB Marke隠 canbe either indicato隠， or,if they can be proven to be causal, 
facto『S

図1Classification of markers relevant to the effects of functional foods 

己 /LSI.イルシー （No.59)99.6 
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コジーン、肝臓がんと肝炎ウイルス及びC、

鼻咽頭がんと EBウイルス、胃炎、胃がんと

へリコパクターピロリ菌。

また、シンガポールに居住しているインド

系、マレ一系、中国系の民族間で、疾病構造

が大きく遣うという報告もなされた。

Michael J. Wargovichは、がんの発症リスク

をがんによる死亡で評価するのは、時間及び

費用の点から非常に難しい。しかし、結腸が

んを例に取ると、多くの有用なバイオマーカ

ーがある。以下に異なった調査方法による場

合のバイオマーカーを紹介する。

疫学的：胆汁酸、 HCAS(DNA付加体）

遺伝的： ape,ras, p53 

Phenotype : Proliferation defect 

Micropathologic : aberrant crypts 

Pathologic : adenoma 

中でも、アポトーシスが最も重要であると強

調された。

Pamela Andersonは、唯一の企業サイドから

の演者である。同氏は ILS I北米支部の機

能性食品研究グループのリーダー的存在であ

る。北米支部では、メデイカル・ライタ一、

アドバイザー及びメンバー企業から構成され

たグループが、まず14の成分を選択して、そ

れらの化学、供給源、摂取量、安全性、

ADME、生理作用等を調査した。

その中から、以下の 8成分がまず選ばれた。

ジアリ jレジスルフィド、 EGCG（カテキン）、

リコペン、オリゴ糖、クエルセチン、ブイト

ステロール、アントシアニン、フラボノイド

これらの食品機能成分について、バイオアベ

イラビリティー、成分間相互作用、バイオマ

ーカ一、臨床試験を検討していくという方針

であると報告された。

クエルセチンとEGCGについて具体的に紹

介された。

バイオマーカーは、介入試験をより効率的

に行うためにも有用である、と締めくくった。

今後、こうした機会に、是非日本の官・学

からの発表者がでることを期待したい。

（末木一夫）

Scientific Program：”Food Safety: Challenges for the Next Millennium" 

タイトルからどのような内容かと興味津々

であったが、病原性微生物とアレルギーがテ

ーマであり、予想外に地味な内容で、び、っくり

した。

しかし落ち着いて考えると、食品の安全に

とって本当にシリアスな問題と言えば残念な

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 

がら確実に死者、ないし重篤な症状を引き起

こすこの 2つだと言えよう。

内分泌撹乱物質、遺伝子組換食品等本当に

健康の問題かどうか疑問な話題に終始してい

て、真にシリアスな問題を見失っていたよう

な気がした。

LE. 
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重点思考の出来るアメリカ的発想にまず感心

した。

1. Microbiological Challenges for Industry 

(Mr.George M. Evancho) 

HACCPが真に有効な手段であるためには

サニテーション結果のリアルタイムな測定方

法、極低いレベルの微生物汚染の検出等いく

つかの技術開発課題が残っている。

今後はこれらの次世代技術の開発が食品安全

のキーとなる。

また従来食品メーカーのプロセスに過度に

期待してきた食品安全の確保は、原料の製造

収穫から最終消費時点までの多くの関係者に

よる「Farm-to干orkContinuumJな取り組み

によって確実なものとする必要がある。

2. Microbiology: Tools for the Next Generation 

(Dr. Michael P. Doyle) 

以下のような微生物関連分野最先端技術の

実用化が新しい食品の安全レベルをもたらす。

(1) Detection Procedure 

immnobeads, PCR, biosensor, PFGF, RAPD, 

RFLPetc. 

(2) Intervention or Control Points 

probiotics and competitive-exclusion microbial 

cultures, new generation of vaccines, dietary 

controls, high-pressure pasteurization, ozone 

and chlorine dioxide, irradiation, HOP water 

etc. 

3. Food Allergy: Understanding the Conditions 

(Dr. John A. Anderson) 

一般の人にとって食物アレルギーの問題は

実際より大き目に捉えられている。

己

食物不耐性と免疫性アレルギ一、もっともシ

リアスなアナブラキシー、食品、食品添加物

と反応、食物アレルギーの診断方法等正確な

認識が必要である。特にdouble-blindplacebo-

controlled food challengeによる正確な診断の

もとで食物アレルギーの研究は行われる必要

がある。

将来的には免疫療法の可能性はあるが、現

在のところ真の食物アレルギー患者にとって

は厳密に対象食物を避ける以外子はない。

4. Food Allergens: The Emerging Tools of 

the Trade (Dr. Susan L. Hefle) 

この5年、食品産業界でのアレルギー性食品

残査によるリコールが増えており多大の損害

を与えている。

この分野での残査迅速検出法の進歩は他の

分野に比べ遅い。従来のRAS T法に対し最

近ELIS A法の開発が進んで来た。

まだいくつかの間発課題はあるが有望な技

術である。

問題は検出限界である。感度の良さはナン

センスなレベルまでの低濃度を検出可能とし

てしまう。アレルゲンの許容濃度はゼロであ

る必要はないことは良く知られている。最近

の知見は 1-2 ppmで充分であることを示唆

している。このことはELIS A法を取り入

れる場合によく検討されなければならない。

ELIS A法を活用することにより企業は

食物アレルギーを持つお客様と自分達の両方

を守ることが出来るであろう。

（岩田修二）

/LSI.イルシ－ (No.59) 99.6 
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ILSI Japan 『おいしさの科学』フォーラム

第8回講演会講演録

I.食の調節と昧覚修飾因子：

肥満抑制物質、唾液タンパク質、食物申の脂肪

朝日大学歯学部口腔生理学講座

二ノ宮裕三

1はじめに

味覚は、食べ物のおいしさを決める重要な

感覚である。5基本昧覚のそれぞれは生体に

とって摂取すべき栄養素や、忌避すべき有害

物質の弁別に働き、食の調節に最も基本的な

情報を与えている。食べ物のおいしさは動物

の生理的要求に根ざすものであり、食に関わ

る周囲の環境や、体内の恒常性維持に働く各

種体液成分の変動にf料、少なからず変化する。

その時、おいしさをもたらす昧の情報そのも

のも、何らかの修飾を受けていることが推定

される 。最も明確な例として、空腹時と満腹

時との差が考えられる。空腹時の甘味情報は

中枢神経系を介してインスリンなどホルモン

や脳内物質などの分泌を促し、栄養物の消化

The 8th Seminar of 

ILSI Japan ”Science of Good Flavor”Forum 

”Regulation of Food Intake through 

Modification of Taste Responsiveness: 

Leptin, Salivary Proteins, Fatty Acids" 
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吸収を円滑にさせ、強い満足感をもたらす

（図 1）。ではその昧の情報は食事の経過に伴

い変化しないのであろうか？ 我々の最近の

研究結果からは、摂食に伴う肥満遺伝子産物

レプチン濃度の上昇により伝えられる昧の情

報量が低下することが示唆されている。また、

食べ物の昧は常に唾液を介して受容される。

動物の例では、食環境への適応戦略のひとつ

として、特定の唾液タンパク質が食物成分に

より合成誘導されることがある。同じ食品を

継続して食べることによりある特定の唾液成

分が増加し、昧覚を修飾し、食べ物のおいし

さに変化をもたらす可能性がある。また、さ

らに、食べ物のおいしさと深く関わり、昧覚

を修飾する物質として、食品中に含まれる脂

YUZO NINOMIYA, Ph.D. 

Associate Professor 

Department of Oral Physiology, 

Asahi University School of Dentistry 

己
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口四定の俊郵 i
各空〉

口腔｜味覚
岨鴫

＼顎舌下時
｜唾液｜

｜胃・腸｜←｜；立液
I 廃液 ｜＼ 

ホルモン
インスリン
グルカゴン
セクレチン
コレシストキニン

一
チ
一
糊

一一プ一蹴

雌↓↑

図 1食べ物のおいしさに関わる口腔感覚の役割

肪がある。それ自身ほとんど明確な昧覚を惹

起させないのに、昧わいの厚さや、独特の満

足感をもたらす要因は何であろうか？ 昧覚

受容との関わりはどのように考えられるの

か？

本稿では、それら食の調節とおいしさに関

わり、昧の情報を修飾すると思われる様々な

因子（おいしさを支える脇役）について検討す

るため、我々が現在行っている、肥満遺伝子

b. 

産物レプチン、食物誘導唾液タンパク質、魚

油に含まれるDHAなどの昧覚修飾効果とその

発現メカニズムに関する研究を紹介する。

2肥満遺伝子（ob）産物レプチン

食物のおいしさは、空腹時と満腹時とで極

めて大きな差がある。これは、脳の視床下部

にある摂食、満腹中枢の脳内グルコースなど

食欲調節物質の濃度により興奮性が変化し、

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 
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それに伴い、快、不快の情動を司る扇桃体な

ど脳部位の興奮性も変化し、感じる食べ物の

おいしさが変わることを意味する。しかし、

その中枢神経系の興奮性の変化には、それら

に入力する末梢昧覚神経からの情報も関与し

ている可能性がある。過去に、血糖値による

昧覚神経応答の変化についての研究がなされ

ているが、明確な結果は得られていない。

筆者らは、近年、食欲が異常に高進してい

るため肥満糖尿病になるdb/dbマウスの昧覚

応答を解析し、偶然、肥満遺伝子産物レプチ

ンが昧細胞の感受性も調節していることを発

見した（以下の文も含め文献1を参照のこと）。

遺伝的肥満糖尿病db/dbマウスはその牌臓

介細胞が幼弱期から4・6週にかけてグルコース

に対する高感受性を示し、その結果、インス

リン分泌過多となる。我々は、昧細胞も糖に

対する感受性が高まっているのではないかと

いう推論から、 db/dbマウスの鼓索神経（舌の

前2/3の昧奮を支配する）応答を調べた。その

結果、予想どうり、糖やサッカリンなど甘昧

物質に対する応答が正常マウスの1.5倍程度増

大していることが分かった。この甘昧応答の

増大は7・9日齢の幼弱期から成熟期まで広い範

囲で見られ、ストレプトゾトシンなどにより

人為的に誘発させた糖尿病マウスでは見られ

ないことから、 db遺伝子の働きによってもた

らされたものと推定された。また、昧細胞で

はサッカリンなど糖以外の甘昧物質にも同様

の応答増大がみられることから、もしdb遺伝

子の作用点が騨臓介細胞と共通するのであれ

ばそれは糖のレセプターではなく、細胞内の

伝達機構である可能性が推定された。

1994年、肥満遺伝子obがクローニングされ、

その遺伝子産物としてレプチンが発見された。

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 

レプチンは脂肪細胞などから分泌され中枢神

経系に直接作用するホルモンで、視床下部の

レプチンレセプターを介して強力な摂食抑制

作用とエネルギ一代謝促進作用を発揮し、肥

満の進展を制御することが分かっている。そ

の後、 dbマウスでレプチンレセプターの細胞

内ドメインに欠陥がみられ、 db遺伝子はその

レプチンレセプターそのものをコードしてい

ることが明らかになった。 1997年、牌臓(3－細

胞にもレプチンレセプターが存在し、レプチ

ンはそのレセプターを介して、細胞内のATP

依存性K＋チャネルを活性化し、細胞の興奮性

を低下させることが報告された。 dbマウスは

レプチンレセプターの異常のためそのレプチ

ンによる抑制系が働かず、細胞の興奮性が高

く保たれてしまうことになる。

筆者らは、勝臓(3－細胞と同様、昧細胞にも

レプチンが働き、 K＋チャネルを介する細胞の

興奮性抑制系が存在するのではないかと考え、

血禁レプチン濃度変化に伴う鼓索神経の昧応

答の変化について検討した。図 2に示すよう

に、レプチンをマウスの腹腔内に投与し、血

築レプチン濃度を2.5ng/mlから 6.0・10.0

ng/mlまで上昇させると、鼓索神経のショ糖

やサッカリンに対する応答がコントロールの

60・70%まで抑制されることが分かった。そ

の変化は昧細胞でも認められ、単離したマウ

スの昧細胞にパッチクランプ法を用いホール

セル電流を記録すると、レプチンによりK＋の

外向き電流が増加することが明らかになった。

また、昧細胞にレプチンレセプターが存在す

ることは、蛍光標識Cy3ーレプチンやレプチン

レセプターの抗体染色、 RTPCR法によるレプ

チンレセプターmRNAの発現をみることによ

り確認された。またdbマウスではレプチンは

己
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Inhibition of chorda tympani responses by leptin injection 

hJ＇＼門hi州ヘー，r¥
Leptin (100 ng/g, b.w. i同時

0.1M 
NH4CI 

0.1M 
NaCl 
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0.02M 
QHCI 

0.3M 0.5M 0.02M 
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図2肥満遺伝子産物レプチンの腹腔内投与によるマウス鼓索神経応答の変化
レプチン投与によりショ糖、サッカリンの甘昧物質に対する応答が抑制されている。
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無効で、甘昧応答の抑制は全く認められず、

レプチンレセプターも欠陥タイプのもの（細胞

内伝達をしなL＇）のみを保有することが明らか

になっている。図3に上記結果から推定され

るレプチンの作用機序について示す。甘味物

質が受容されると、細胞内のcAMPが上昇し、

Eチャネルを閉じる。そのため、 K・の外向き

電流が抑制され、細胞は脱分極する。それに

より、 Ca2・チャネルが聞き、 Ca2・が流入、神経

伝達物質をシナプス領域に放出させ、神経に

レプチンによる昧細胞甘昧応答の抑制

〆

信戸 ヨ

.. I .. !ll '" l~llW.tl剛附l~IU!lj棚醐II剛世間

甘味物質

←一一・ Leptin 

Ob-R I よさに
日三叫’ T 、（脂肪細胞j

インパルス頻度の減少 ↑ 

・m1111 iu11則明IJ刊！！！！！！ 負のフィードバック回路

味覚中枢へ情報伝達

図3レプチンによる甘味応答抑制のメカニズム

レプチンが昧細胞にある受容器に結合すると、細胞内の K・チャネルの開口、十の細胞外
放出を経て、細胞の興奮性が抑制される。特に、 K•の細胞外の放出を抑制することによ
り細胞興奮をもたらすとされている甘昧応答が強く影響をうけ抑制される。
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インパルスを発生させる。そのインパルスは

中枢神経系に伝達され、昧が知覚される。摂

食により血中レプチン濃度が上昇すると、昧

細胞のレプチンレセプターに結合し、 K＋チャ

ネルに働き、 K＋の外向き電流を増加させる。

それにより細胞の興奮性は低下し、神経に伝

えられるインパルス頻度も減少する。 dbマウ

スはそのフィードパック抑制系が壊れており、

甘昧応答が相対的に増大しているものと思わ

れる。我々は甘いものを食べた時、食べはじ

めと終わりで、その昧の強さに遠いを感じた

り、空腹の時、甘昧をより強く感じることを

経験している。それは中枢神経系の食欲調節

に関わるフィードパックや受容体レベルでの

順応によりコントロールされているものと考

えられていたが、本研究結果より、血中レプ

チン濃度による昧細胞の興奮性の調節も重要

であることが強く示唆された。

3.睡液タンパク質

食べ物の昧は唾液を介して受容される。し

たがって、唾液成分の変化は昧の受容に大き

く影響することが考えられる。唾液中には多

種のタンパク質成分（小唾液線のVonEbner腺

唾液だけでも150種以上）が含まれているが、

アミラーゼなどごく一部の成分を除いてはそ

の生理活性や役割は不明である。筆者らは唾

液タンパク質成分は動物の摂取食物や獲得し

てきた食性と関係があるのではなL功、と考え、

それを実験的に証明するため、動物に新奇な

食物やそれに関連する刺激を持続的に与えた

時に、唾液タンパク質組成が変化するのかど

うかについて研究を進めてきた。その結果、

ラットやマウスではその食物に含まれる特定

の刺激物質により生合成が誘導される唾液タ

｛と

ンパク質が存在することが明らかになってき

た。

それら唾液タンパク質のうち、特に食物中

の特定の成分と相互作用を示し、昧覚感受性

や晴好への影響が示唆されるプロリン・リッ

チ・プロテイン、シスタチン、グルマリン結

合性タンパク質について、我々の研究を含め

紹介する（詳しくは文献2,3を参照）。

a.プロリン・リッチ・プロテイン(P貯）

植物中に含まれるタンニンは動物による食

害を防御する物質として働くものと考えられ

ている。タンニンは動物に苦渋昧をもたらし、

消化酵素（α・アミラーゼ）の活性抑制による消

化障害、鉄分吸収阻害、体ナトリウムの消失

などをひき起こす。しかし、雑食動物や草食

動物の多くはこのタンニンの有害な作用をそ

の結合唾液タンパク質により中和させ、無毒

化する方法を進化の過程で獲得している。そ

のタンニン結合性をもっ唾液タンパク質に

PRPがある。植物のタンニン含量は水性植物

や牧草で低く、樹木の葉や新芽では多い。し

たがって、一般的には牧草を食べる動物（ウシ、

ヒツジ）に比べ、樹皮や新芽を常食にする動物

（シカ）の方が唾液PRP量が多い。

ラットやマウスの唾液中にあるPRP量は通

常それほど高くなP（唾液腺可溶性タンパク質

の10%以下）。そのため、これらの動物をタン

ニン含有飼料で飼育すると体重が一時的に低

下する。しかし、タンニン含有飼料摂取によ

り、摂取開始3日後には唾液PRP濃度が上昇し

（可溶性タンパク質の50%以上）、体重の低下は

止まり、その後、普通食群と同様の体重増加

を示すようになる。一方、ハムスターでは

PRPの誘導が起こらず、体重は減少しつづけ

ると報告されている。この結果は、ラットや

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 
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マウスでは、食物中のタンニンを認識し、唾液

腺にPRPの生合成を促し、タンニン食による栄

養障害状態から逃れるシステムを保有している

ことを示している。この経路には、交感神経系

/3 －受容体が含まれており、それら動物に/3－ア

ゴニストであるイソプロテレノール（IPR）を慢

性投与すると、類似の唾液PRPの分泌が起こる

ことが報告されている。また、 Glendinningに

よるとIPR投与により誘導される唾液PRPにマ

ウスでは系統差があることを報告している。

b.シスタチン

ラットをパパイン（植物性システイン・プロ

テアーゼの一種）を含む飼料で飼育すると、口

腔粘膜の炎症が生じ、飼育開始直後に体重の減

少をみるが、 3日日以降、顎下腺唾液中にシス

タチンS（システイン・フロテアーゼ・インヒピ

ターの一種）の誘導がおこり、それに対応して

体重の回復と増加が認められる。一方、 IPRを

ラットに前処理し、唾液中にシスタチンSをあ

らかじめ産出させておくと、パパイン食による

体重低下は認められない。このことは飼料中の

パパインによる効果がシスタチンSにより軽減

ないしは消失したことを示している。パパイン

によるシスタチンSの誘導は、舌咽神経を切断

した動物ではみられないので、口腔粘膜から舌

咽神経、中枢神経系、唾液腺/3－受容体を介して

おこっていることが推定される。また、唾液シ

スタチンは20%トリプルオロ酢酸や15%過酸化水

素を口腔内へ塗布して侵害刺激を加えても誘導

されないが、カプサイシン（唐辛子の辛昧成分）

含有飼料により誘導される。高濃度カプサイシ

ン含有飼料によるシスタチンの誘導は、動物の

舌咽神経の切断により抑制はされるが、消失は

しない。したがって、その誘導には舌咽神経以

外の神経入力（たとえば迷走神経）も関与してい

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 

ることが考えられる。ヒト唾液シスタチンの誘

導、分泌は口腔内の炎症によるカテプシン（シ

ステイン・プロテアーゼの一種）の漏出によっ

て増加するので、唾液シスタチンの誘導は消炎

メカニズムの一端である可能性も示唆されてい

る。

c.グルマリン結合性唾液タンパク質

熱帯ないしは亜熱帯に分布するガガイモ科植

物であるギムネマシルベスタには甘味抑制作用

のあるギムネマ酸とグルマリンが含まれてい

る。このうちトリテルペン配糖体のギムネマ酸

はヒトやチンパンジーなど霊長類の一部の甘味

を抑制するが、ラットやマウスには無効である。

一方、ペプチドであるグルマリンは逆にラット

やマウスの甘昧応答を一部抑制するがヒトやチ

ンパンジーの甘味は抑制しない。我々はギムネ

マ含有飼料で飼育したラットの各種昧溶液に対

する晴好（2ピン法）と唾液成分について調べた

ところ、飼育開始から 3日目までショ糖に対す

る噌好度が特異的に低下したが、その後ギムネ

マ食開始前のコントロールレベルまで回復する

ことが分った（図 4）。ラットの顎下腺唾液に

はギムネマ食開始後3日目よりグルマリンに親

和性のあるタンパク（分子量15.0,16.0, 46.5, 60.0, 

66.0 kDa）が誘導されていた（図 5）。したがっ

て、飼育開始直後のショ糖に対する噌好度の低

下は摂取したギムネマ食中のグルマリンによる

末梢受容器レベルでの糖応答の抑制によりもた

らされ、その後の回復は誘導された唾液タンパ

ク質によるグルマリン作用の消去によるものと

推定される。井元らは普通食で飼育したラット

の唾液中にグルマリン結合タンパク質（300kDa)

が存在することを報告しているが、ギムネマ食

で飼育したラットの誘導タンパクは分子量にお

いて異なる。グルマリンの立体構造表面には疎

~ 
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ギムネマ食とショ糖液に対する曙好

100 
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ま 80
、同J

制 70
~ 
世~ 60 
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対照 1-2 3-4 5”6 7-8 13-14 

ギムネマ飼料による飼育日数

図4ラットにギムネマ葉含有食で飼育した時のショ糖溶液に対する晴好の変化

ギムネマ葉には甘味抑制ぺプチドのグルマリンが含まれるため飼育開始直後は晴好度
が下がっている。しかし、その後、睡液中にグルマリン結合タンパク質が誘導され、
グルマリンの効果を抑制するため晴好度は回復する。

グルマリン結合蛋白質

k D角

97.4二戸 ’暢思惑恥
水性領域（トリプトプァンやチロシンなどの芳

kDa 香環）が露出している。一方、唾液PRPとタン

66.2-e則鴫
特.......... 

45.o-•副崎

31.0一一暢圃崎

21.5一一一．蘭闘．

14.4一一－－綱嗣鴫 ・・e
分子量 唾液
マーカー

ーーー 66.0
一一 60.0 ニン(pentagalloylglucose）との結合の主体はプ

ー一－ 46.5 ロリン残基のpyrrolidine環とタンニンのgalloyl

一－ 16.0 
15.0 

環との疎水結合で、水素結合がこの複合体の

安定化に関与していることが示唆されている。

もし、ギムネマの葉の成分（タンニン）により

PRPが誘導されるとすれば、グルマリン結合

タンパク質はPRPの一種である可能性もある。

これらについての詳細は今後の研究の進展を

待たねばならない。

図5グルマリン結合タンパク質の電気泳動像
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4.食物中の脂肪

食品中に含まれる脂肪はそれ自身はほとん

ど明確な昧覚を惹起させないのに、味わいの

厚さや、独特の満足感をもたらすことが知ら

れている。我々は脂肪と味覚受容との関わり

を明らかにするため、魚油の昧覚修飾効果に

ついてマウスを用いた神経生理学的実験を行

った。図 6はマウス鼓索神経の7種の昧刺激に

対する積分応答をマアジ油舌処理前後で比較

したものである。塩化アンモニウム、食塩、

塩酸、ショ糖に対する応答の大きさはマアジ

油処理前後でほとんど変化がなかったが、苦

味物質である塩酸キニーネ、デナトニウムに

対する応答はマアジ油処理後顕著に抑制され

た。また、うま味物質のMSGに対する応答で

マアジ泊一一→：

は、マアジ油処理後水洗浄時の応答（o宜応答）

の持続がみられた。マグロ油舌処理によって

も質的には全く同様な効果がみられたが、ダ

イズ油による効果は若干弱かった。マアジ油

により、デナトニウムに対する応答が最も大

きく抑制され、ついでイソフムロン、塩酸キ

ニーネ応答の順で、デナトニウム応答の抑制

の大きさはマアジ油でコントロールの20%以下

に、ダイズ油で60・70%まで減少した。ダイズ

油に比べ魚油のほうが効果が大きかった。鮮

度の高い魚油はそれ自身の刺激により鼓索神

経では応答をひきおこさなかった（舌後部の

昧蓄を支配する舌咽神経は弱い応答がみられ

るが、昧覚応答であるかどうかは不明である）。

したがって、魚油にはそれ自身は呈昧効果は

れい州州
.化アンモエウム 食怠 fl• 

乱1・ 0.1・ 10・剖
重・

0.3・キニーネ デナトエウム MSG 

20・剖 20冒剖 o. 1 ・
30秒

図 6 マウス鼓索神経の応答：マアジ油（マグ口油でも同じ）舌処理により、キニーネやデ
ナトニウムなど苦昧物質に対する応答が抑制され、グルタミン酸Na(MSG）に対す
るo行応答（水洗浄時）は延長する。他は変化なし。

/LSI.イルシ－ (No.59) 99.6 己



--.B1je－そ'-5c.ie~d2 2面白 す 石I--.B1fa 

ないが、苦昧を抑制し、うま昧の後昧を持続

させる効果があることが類推される。

油の鮮度が下がると苦昧抑制効果が減弱す

ることが、実験中に不可抗力的に見い出され

た。前日用いた油をもう一度冷凍庫に戻し、

再度融解して舌処理すると、油自身による昧

神経応答がみられ、苦昧抑制効果がほとんど

消失した（図 7）。したがって、油の酸化によ

り、刺激性の高い物質の濃度が増加し、苦味

抑制をもたらす有効成分の濃度が減少したも

のと思われる。

ダイズ油とマグロ油の脂肪酸組成で最も際

立った差はダイズ油がリノレイン酸が多く、

マグロI由にEPAやDHAが多いという点にあ

る。したがって、苦昧抑制ゃうま昧応答の増

大にEPAやDHAがなんらかの役割を果たして

いる可能性がある。そこで次に 4種の脂肪酸

をそれぞれ単独で舌処理したときの各種昧物

質に対する鼓索神経応答の変化を調べた。そ

の結果、 DHA舌処理によりキニーネ、デナト

ニウム、イソフムロンの苦昧物質に対する応

答がコントロールの約20%まで減少し、マアジ

油とほぼ同様な抑制を示した。リノール酸、

オレイン酸、 EPAの場合よりもその抑制効果

が大きかった。各脂肪酸による抑制効果はい

ずれも統計的に有意であり、かつ、鼓索、舌

咽両神経応答に共に認められた。苦味物質以

外の種々の昧溶液に対する応答は4種いずれ

の脂肪酸舌処理によってほとんど変化がなく、

油の抑制効果は苦昧特異的であることが示唆

された九

次に、この脂肪酸による苦昧抑制効果の発

現に、 GTP結合タンパクTransducin及び、Gust-

ducinを介する細胞内伝達経路が関与している

のかどうかについて、 Invitro G-protein activa-

tion assay ［ウシ有郭乳頭を含むホモゲネイト

品州州州削ぃ

↓丘

j川川
解2康2時間

キエーネ デナトニウムキエーネ デナトニウム 干写冷濠1日後
20 咽制 20 町制 マアジ泌 30秒 20 町制 20 II剖

図 7マウス鼓索神経の応答：マアジ油は酸化すると（下段）、油自体に刺激効果が現れ、
鮮度の高いものに比べ（上段）苦昧応答の抑制効果は減少する。
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のcAMP濃度を減少させ、イオンチャネルを

介して細胞興奮に導く。脂肪酸の構造活性か

ら考えると、 DHAはこの経路の最初の受容器

で働いていることが最も可能性が高いものと

推定される。

栗原ら叶まphosphatidicacid (PA）と (3-lac-

toglobulin (LG）から構成されるリポタンパク

質に苦昧抑制効果があることを報告している。

このPA-LGが疎水性膜でコートした水晶振動

子によく吸着することから、昧細胞膜の疎水

性領域に吸着し、疎水性の強い苦昧物質の受

容サイトをふさぐことにより、苦昧抑制に働

くと考えている。本実験においても、炭素数

の多い脂肪酸は、昧細胞受容膜の疎水性領域

により強く吸着し、苦昧受容サイトをふさぐ

性質も強いものと考えられる。しかし、同様

に疎水性が高いと思われるEPAなどでその効

にデナトニウムを加えトリプシン処理すると、

TransducinのGDT・結合型（応答なし）

23kDalこGTP－結合型（応答あり）は32kDaのノすン

ドとして現われる］により調べた。その結果、

DHAを加えると32kDaが弱くなり、すなわち

GTP－結合型が相対的に減少し、応答抑制が起

こった。その抑制効果はDHAとオレイン酸と

及びそれらNa塩のいずれにおいても認められ

るが、 DHAの効果はオレイン酸に比べ明かに

大きいことが分かった5）。これらの結果から、

脂肪酸による苦昧抑制効果は少なくとも一部

はTransducinあるいはGustducinを介する経路

の遮断によるものと類推された（図8）。すな

わち、苦昧物質は受容器を介して受容され、

その応答経路のひとつにおいてはTransducin

lま

あるいはGustducinのG・タンパクを介してホス

ホジエステラーゼ（PDE）を活性化し、細胞内

一三「リノール酸
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図 8DHA、EPA、リノール酸、オレイン酸舌処理によるマウス鼓索神経の各種昧物質に
対する応答の抑制

コントロールを100%とした時の処理後の応答値を%で示す。 DHAなどにより塩酸
キニーネ、デナ卜ニウム、イソフム口ン（ホップの苦昧）など苦昧物質に対する応答
が選択的に抑制されている。
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することにより速やかに除去されるが、 DHA

の効果は水による洗浄ではほとんど無効で、

30%エタノールによる洗浄で初めて除去され、

細胞膜の苦昧受容サイトにより強く吸着して

いることが考えられる 。 これらの事実は、

DHAとPA-LGの細胞膜における苦昧受容サイ

トへの吸着部位が一部異なっている可能性を

果が小さいという事実は、脂肪酸が単に疎水

性の性質により細胞膜に非特異的に吸着する

ことのみによってその効果がもたらすされて

いるのではないことが考えられる。

PA-LGは、キニーネ、パパペ リン、 L－ロ イ

シンなどに対するカエル舌咽神経応答をコン

トロールの20-30%まで抑制することが報告さ

示唆する。

図9に示すように、苦味物質は仕組sducinや

Gustducinを介する経路以外でも、受容体を介

れている。我々の研究ではLフェニルアラニ

ンを用いているが、 LフェニルアラニンはL

ロイシンよりさらに疎水性が強く苦味も強い。

しかし、その応答は脂肪酸により抑制されな フォスフォリ J~ーゼCによるしてGタンノTク、

IP3の増加をもたらすもの、受容膜のK・チャネ

ルを阻害し、細胞を脱分極するこ とによるも

また、 PA-LGはリ ポタンパクで容易

その抑制効果は舌を水で洗浄

かった。

に水に分散し、

脂肪酸はGustducin共投型レセプターをブロックする？
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図9苦昧の細胞内伝達機構と指肪酸による苦昧応答の抑制サイト
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のなどが報告されている。また、脂肪酸自身

も昧細胞に刺激効果があり、苦味物質同様、

受容膜のK＋チャネルを阻害し、細胞を脱分極

する7）ことや、脂肪酸のトランスポーターを介

して細胞内に流入し、細胞内Ca2＋濃度を上昇さ

せること8）なども報告されており、それらの刺

激効果と苦昧抑制効果との関係についてはま

だ不明である。

5.おわりに

食べ物のおいしさに働く因子は極めて多い。

本稿では、昧覚を修飾し、食の調節に関わる

物質として、肥満遺伝子産物レプチン、食物

4）二ノ宮裕三他平成7年度水産物機能栄養

マニュアル化基礎調査事業研究成果の概

要、 79(1996) 

5）二ノ宮裕三他平成9年度水産物機能栄養

マニュアル化基礎調査事業研究成果の概

要、 81(1998) 

6) Y. Katsuragi and K Kurihara Nature 365, 

213 (1993) 

7) T. Gilbertson et al., Am. J. Physiol., 272, 

C1203 (1997) 

8) T. Fukuwatari et al., FEBS Let, 414, 461 

(1997) 

誘導唾液タンパク質、魚油に含まれるDHAな く二ノ宮先生ご略歴＞

ど脂肪酸について、我々の研究を含め紹介し

た。それぞれ、今後、解決すべき様々な問題 二ノ宮裕三（にのみやゅうぞう）

点を抱えている。肥満遺伝子産物レプチンに

よる甘昧抑制については、甘昧特異性を決定

している要素（おそらく昧細胞特性）を特定する

必要があり、唾液タンパク質についても、食

物成分と唾液腺における特定タンパク質生合

成に至る経路とその特異性発現のメカニズム

の検索が急がれる。脂肪酸による苦昧抑制に

ついても、細胞レベルでの発現メカニズムの

解明と共に、トリグリセリドから脂肪酸まで

の代謝過程とその効果発現の時間的、あるい

は部位的整合性などについても検討する必要

がある。今後の研究の進展が期待される。

参考文献

1）二ノ宮裕三他、化学と生物 37, 116 (1999) 

2）勝川秀夫、二ノ宮裕三、日本昧と匂学会誌、

5, 5 (1998) 

3）二ノ宮裕三、勝川秀夫、日本昧と匂学会誌、

(1999）印刷中
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II.テクスチャーの数値化から感性科学に向けて

京都大学食糧科学研究所

森友彦

衣－食・住の世界で、快適さや心地良さへの関心が高まるとともに、感性科学が

急速に進展している。食の世界においては、味や香りについて、センサーの開発、

噌好性－好き嫌いの行動学的研究、脳－神経系における認知・情報処理のしくみな

どの科学的研究が活発に進んでいる。

演者らは、食品の食感（テクスチャ一）について種々研究を行ってきたが、感性科学

の立場からは“測る”ことが重要な課題であると考え、テクスチャーの数値化につ

いて新たな手法の構築を目標に研究を進めている。現在、 3次元グラフによりテクス

チャーを数値化表示する手法（テクスチヤーマ、ソピンクP法）を基本的に構築するところ

まで進んでいる。“テクスチャーを測る”手法については、これまで多くの機器的測

定法が提案されており 、代表的なものとしてテクスチャープロフィル分析法が良く

知られている。本講演では、これら両手法を紹介し、テクスチャーの数値化につい

てのさらなる発展の方向や問題点を発掘する一助にしたいと考えている。また、テ

クスチャーを感知する感覚メ力二ズムについても概略を説明し 、感性科学の発展の

状況を紹介したい。

1 .はじめに 香・色とともに食品の美昧しさ、好み、晴好

性に関わりを有している。また、テクスチャ

ーに特徴のある食品も多く見受けられ、食品

のタイプを区別するのにテクスチャーがその

岨しゃく時に感じる“かたい・やわらかい”、

“弾力感に富む・乏しい”、“歯ごたえ”、“もろ

Lいなどの食感（テクスチャ ー）は、昧－

己
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拠所になっている場合もある。また、最近で

は、食べ物のテクスチャーと岨しゃく運動能

力さらには神経・精神機能との関係が研究さ

れるようになり、テクスチャーの新たな役割

が知られるようになってきた。このような状

況から、テクスチャーをできるだけ定量的に

取り扱えるようなかたちで表現すること、す

なわち、テクスチャーを測ることの必要性が

高まっている。

テクスチャーは“感じる”性質であり、し

たがって、上述のように色々な用語によって

テクスチャーの内容を表現している。これは、

感覚的には大変わかりやすくて良いのである

が、いわゆる物指や天秤で測る場合のような

定量的な取り扱いとは異なるものであり、テ

クスチャーを測っているとは言えない。テク

スチャーを測るあるいは定量的に取り扱うた

めには、共通の基準（1つあるいは複数）に基

づいて数値的に表わす必要がある。このため、

物性の測定からテクスチャーを表示しようと

する研究が多くなされてきた。その中で、テ

クスチャーの測定法としてブレークスルーと

みなされるテクスチャープロフィル分析法1）～3)

と筆者らがこれまで研究を進めてきたテクス

チャーマッピング法4）却を取り上げ、その内

容を以下に紹介・解説する。

2.テクスチャープ口フィル分析法

この方法は、感覚により認知される多様な

テクスチャーの内容をいくつかのグループに

分類するとともに、それぞれのグループに対

応する物性的特性を設定して、それら物性的

特性を機器により測定するというものである。

その内容を表1にまとめて示した。表中の客観

的測定値のうち一般的にテクスチャー評価に

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 

使われるのは、かたさ、凝集性、弾力性、付

着性、もろさ、岨しゃく性、ガム性である。

これらの力学的特性はテクスチュロメータ

（あるいは圧縮式の物性試験機）を使用して測

定される。このほか表1に示した幾何特性、水

分・脂肪含有の測定も加えて官能評価の内容

の全体を表現することになっているが、一般

のゲル状食品の多くの場合について、テクス

チュロメータからの力学的特性のデータだけ

でテクスチャー特性をかなり示すことができ

る。

図1は、テクスチュロメータによる測定から

得られる結果を示したものである。まず、模

式的に示したパターン（荷重・変形曲線）が記

録紙上に描かれて出てくる。この図形から図

の下に示したような力学的特性値が算出され

る。このように物性の測定から得られる数値

表 1テクスチャープ口フィル分析法の内容

客観的測定値
特性 官能的評価内容

次 2 次

かたさ やわらかい、かたい

凝 集 性 もろさ くだけやすい、パリパリ、もろい

学力
岨しゃく やわらかい、シコシコ、こわい

物 性 腰の弱い、粉っぽい、糊状の

理 特性的
粘 度 ガム性 粘うすい、サラサラした、

りのある、ネパネパ

的 弾 力 性 塑性的な、弾力のある

付着性 ネパネパした、ベタベ
↑生 タした、ネパつく

質
幾 粒子の形状

砂たっぽい、つぶつぶし
、ザラつく

何特性 粒子の形態
せんい質の、胞状の、
結品質の

そ
水分含量 乾いた、湿水った、水気

のある、 っぽい
の 脂肪含量 オイルj犬 油っこい
他 グリース4犬 』旨っこい

L三：
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（力学的測定値）によりテクスチャーを表現す

るということで、テクスチャープロフィル分

析法は各方面でテクスチャーの評価に使われ

ている。たとえば、ハムやソーセージ、チー

ズ、パン、クッキーなどのかたさを、官能検

査の代りに、力学的特性のうちのかたさにつ

いて測定した数値により調べるわけである。

製品のかたさが一定のものを作りたいとか、

かたさを少し変えたいというような場合に、

この数値を目安として使うことができる。

テクスチャープロフィル分析法の応用とし

て、各種食品をテクスチャーによりタイプ分

けできることが報告されている6）。これは、テ

ベースライン

かたさ＝H／入力電圧
凝集性＝Az/A1

弾力性＝C-B (Cは粘土のような弾力性のないもの
を測定した際の Bに対応するもの）

付着性＝A3／入力電圧5V

もろさ＝F／入力電圧
岨しゃく性＝かたさ×凝集性×弾力性
ガム性＝かたさ×凝集性

図 1テクスチュ口メータによる物性測定

!.!! 

クスチュロメータにより測定したかたさ、凝

集性、弾力性、付着性の数値に基づいて多種

類の食品をグループ分けしたものである。表2

にその内容を示した。この表によれば、各グ

ループに属する食品についてさらに微妙なテ

クスチャーの差を表現することは難しいよう

であるが、各食品について歯ごたえが強いか

弱いかといったテクスチャーの特徴を知るこ

とができる。このような食品のグループ分け

は、岨しゃく運動を適切に行わせる目的から

それに適した食べ物を選ぶ際に役立たせるこ

とができる。また、それをわかり易くしたか

たちのものが、“食物かみごたえ早見表”、“料

理別岨瞬回数ガイド”のパンフレットとして

出されている。

官能検査は主観的で煩雑で、あるということ

から、このような物性に関する測定値によっ

てテクスチャーを表わす手法の必要性は高ま

る傾向にある。さらに、感覚のレベルで定性

的に取り扱われている内容のものを定量的に

表現するという立場から、テクスチャーを数

値化して示すための手法、たとえば表2に示

した各食品のテクスチャーをグループ分けか

らさらに個々を区別できるようにするための

手法、の開発が望まれている。そこで、食品

の個々についてそれぞれのテクスチャーを数

値的に表現する手法として、筆者らが研究を

進めているテクスチャーマッピング法を次に

述べる。

3.テクスチャーマッピング法

テクスチャーに寄与する要因はかなり複雑

であり、食品中の成分の種類や組成、それら

の化学的・構造的性質（主としてタンパク質、

デンプン・多糖類、油脂）、ついで物理的なマ

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 
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表2テクスチャーによる食品のグループ分け

地
U

寸
T

値
一

一
性
1

一
カ
ベ

生
一
弾
T

一
性
上

一
集
ぺ

物
一
凝
T

一
台
、

一
た
均

一・刀
プiv 

グ
食物種（・ゆでたもの）

基本型 0.24 0.17 4.91 

I型一l 0.30 0.31 7.29 

I -2 1.26 0.47 8.57 

I -3 2.07 0.54 11.71 

I -4 5.56 0.73 17.81 

E型一l 0.61 0.25 4.48 

II -2 1.67 0.24 5.31 

II -3 3.19 0.27 5.66 

II -4 4.49 

付着型ーl 0.23 0.20 4.80 

付着－2 0.69 0.31 8.47 

付着－3 0.70 0.53 15.20 

ゲル型一1 0.10 8.59 

ゲル－2 0.68 10.77 

ゲル－3 1.67 15.00 

スポンジ型 0.21 0.50 17.34 

かぶ・大根・人参事 白菜・アスパラ缶 トマト スイカ

メロンイチゴ白桃缶黄桃缶みかん缶パイナップル缶

ぶり焼うなぎぶり刺身鮭刺身まぐろ刺身銀ダラ焼

肉だんご枝豆・大豆缶納豆グリンピース・だしまき卵

卵焼ゆで卵黄蒸しなす

まぐろ焼かつお刺身塩鮭焼モンゴイカ＊ ほたて貝・か

つお角煮えび’チャーシュー フライドポテト なすマッ

シュルーム缶 しいたけ・

身欠にしんいか刺身酢だこ なまりぶしいわしつくだ煮

レバーソテー蒸し鶏鶏ももソテー ミンチステーキソテー

凍豆腐油あげピザ皮干ぶどう

豚ヒレソテー豚もも・牛ももソテー さきいかみりん干し

バタークッキーふがし ウエハース クラッカーポテトチ

ップ玉ねぎ’

なし りんごえぴせんスナック菓子ソフトせんぺいピ

ーナツふき’ ごぼう事長いも わかめ さやいんげん・ほ

うれん草＊ もやし・ アスパラ・ きゅうりピクルス カブ さ

やえんどう・ カブつけもの たけのこ‘ コーン缶

きゅうり レタス 白菜 きゅうりつけもの ピーマンソテー

大根らっきょう甘酢白菜つけものうどアーモンドか

りん糖

酢レンコン キャベツセロリ にんじんたくあんカンパン

さつま芋本 マッシュポテト かぼちゃ・ じゃが芋’里芋$

0.23 スイートポテト バナナ うずら豆・ コーンビーフ クリーム

チーズ

ういろう甘納豆プロセスチーズ羊かんうどん即席め
0.58 

んブルーンごはん

6.27 白玉だんご串だんごスパゲティー もち

絹ごし豆腐木綿豆腐卵豆腐プリンゼリー水羊かん

寒天缶

ロースハム ソーセージゆで卵白魚肉ソーセージさつま

あげプレスハムつみれ

コンニャク ちくわかまぼこ

スポンジケーキ カステラ 食パン

クロおよびミクロの組織構造、そしてレオロ

ジーや力学の面からは粘弾性や力学的な物性

などが掲げられる。テクスチャーを定量的に

取り扱うには、前述のようにテクスチャーの
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異なる種々の食品を対象としてある共通の基

準を設定してそれに基づいて数値的に表現す

るということをしなければならない。テクス

チャーマッピング法は、食品のテクスチャー

己
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に最も関連性が高いと思われる要因として力

学的な物性に注目するのが適当であろうと考

え、圧縮試験により力学的特性を測定しそれ

を基準にしてテクスチャーを数値的に表わそ

うというものである。テクスチャーマッピン

グ法に含まれる主なステップは、試料の取揃

え、力学的特性の測定、測定データの因子分

析、試料の 3次元グラフ表示であり、これら

について以下に順次述べる。

(1）試料の準備

食品はその一つ一つが異なるテクスチャー

を有し、また、同一グループの食品ではテク

スチャーが互いに類似するとともに食品のグ

ループごとにテクスチャーは特徴的に異なっ

ている。したがって、測定に供する試料とし

てはできるだけ多種類のものを用意するのが

望ましいわけであるが、本研究においてはテ

クスチャーに特徴があることが明瞭な食品グ

ループと単純な成分からなるタンパク質およ

びデンプンのゲルを測定試料に選んだ。

食品グループとして、チーズ（チェダ一、

ゴーダ、モザレラ、スキム、プロセス）、ソー

セージ（魚・畜肉の 8種類）、カマボコ（ 5種

類）、トウフ（ 9種類）、ウイロ一、ヨーカン、

コンニャク、を用いた。これら食品試料は超

音波カッター（山電製）により厚さ2mmの切

片に調製した。なお、 トウフについては金属

細線を用いて水中でスライスすることにより

2mmの切片に調製した。

ゲルとして、ゼラチン、卵白、乳清タンパ

ク質大豆分離タンパク質、各種デンプン（ト

ウモロコシ、馬鈴薯、小麦、タピオカ）、寒天

ーを装着し、タンパク質の場合は溶液をその

間隙に流し込み加熱・冷却したのち取り出す

操作により 5）、デンプンの場合はビーカー中で

糊化させたのち 2枚のガラス板内に圧しはさ

み冷却する操作により 7）行った。

以上の各種の食品およびゲルについて合計

120種類の試料を物性の測定に供した。

(2）力学的特性

テクスチャーの異なる種々のタイプの食品

およびゲルを物性の面からそれぞれ区別する

ためには物性に関して豊富かつ適切な情報を

得る必要があるものと予想される。これまで

に報告されている種々の物性測定の内容を検

討し考慮することにより、豊富かつ適切な物

性特性値の測定として以下の圧縮試験による

力学的特性値測定を採用することにした。

KES-FB圧縮試験機（カトーテック（梼製）を

用いて、円筒形プランジャー（断面積0.5cm2 

あるいは0.25cm2を1.2mm/minの速度）で上下

運動させることにより圧縮回復試験を行い、

力学的特性値を測定した。測定は20℃で、行っ

た。圧縮回復試験は、まず試料が破断する時

点について行い、ついで破断にいたるまでの

途中段階、すなわち、小変形段階（破断時の

荷重の15%の荷重による圧縮回復試験）、中変

形段階（破断荷重の30%）、大変形段階（破断

荷重の60%）、についてそれぞれ行った。これ

ら圧縮回復試験における荷重・変形曲線を図

2に模式的に示した。力学的特性値はこの荷

重・変形曲線から以下のような計算により求

められる。

から調製したゲル標品を用いた。ゲルの作製 圧縮仕事量（CW,gf・cm/cm2) 

は、 2枚のガラス板の間に 2mmのスペーサ ＝圧縮曲線、横軸、縦軸（点線）で囲

lz2 /LSI. イJ……~ 99.6 
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まれる面積

回復仕事量（DW,gf ・ cm/ cm2) 

＝回復曲線、横軸、縦軸（点線）で囲

まれる面積（斜線部）

回復率（RS,%)= DW /CW×100 

圧縮率（CM,%)＝変形量／試料の厚さ×100

荷重（F,gf/cm)＝縦軸の目盛

従来の物性測定に比べて本圧縮回復試験が

特徴とする点は、（1）圧縮・回復速度が遅い

( 1.2mm/ min）こと：粘性および粘弾性が加昧

された物性が測定される、（2）破断にいたる

途中の変形段階（小一大変形）についても測

定していること：物性の差異を詳細に比較で

きる、ことである。したがって、従来の物性

測定に比べてより豊富で詳細な物性情報が得

られているものと考えられる。

(3）測定データの因子分析

前述の各種の食品およびゲルの120試料に関

して得られた力学的特性値の測定データにつ

いて多変量解析法の一つである因子分析を行

った。因子分析は、主成分分析や判別分析に

比べてそれ程多くは用いられていないが、あ

る集団について構成員の各々を区別するとい

う場合に適用できる手法のーっとして知られ

ている。すなわち、本測定データの因子分析

に関していえば、各試料のテクスチャーの遣

いを区別するための因子を探り出し、さらに、

因子を基準に用いて各試料（すなわちテクス

チャーの違L、）を識別するということである。

なお、因子分析の実施に際しては市販の多変

量解析プログラム（マイクロシステムズ社）

を用いパーソナルコンビュータを使用した。

因子分析に供する測定データセットは、 120

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 

種類の試料についての16種類の力学的特性値

( CW,RS,CM,Fのそれぞれ小変形、中変形、大

変形、破断の合計16種類）のデータである。

因子分析の過程で、まず因子寄与率が出力さ

れるのでその結果から何個の因子を採用する

のが適切かを判断する。本分析では第 1因子

から第 3因子までで93.3%の因子寄与率であ

ることから、これら3つの因子により試料の

各々の区別がほぼ（93.3%）できると判断す

ることになる。ついで、因子負荷量が出力さ

れてくるのでその結果から因子の内容（性格）

を推定する。本因子分析での因子負荷量の結

果を表3に示す。因子負荷量は因子と力学的特

性値との関連性を表わすものであり、値が大

きい程その因子と力学的特性値の関連性が高

いことを意昧する。この表に示した結果から、

第 1因子（因子1）には小変形から破断のcw
およびFが強く関連していること、第 2因子

（因子2）には小変形から破断のCM、第 3因

子（因子3）には小変形から破断のRS、が強

く関連していることがわかる。力学的特性値

とテクスチャー要素との関連付けについて、

Mohsenin8lによれば、 Fはhardness（かたされ

cwはtoughness（タフさ）、 RSはelasticity（弾

力性）、にそれぞれ対応させることができる。

また、 CMについては、図2からもわかるよう

に変形のしやすさあるいは破断時の変形量で

あることから、脆さないし崩れ難さに対応さ

せられるものと考えられる。以上のような因

子・力学的特性値・テクスチャー要素の相互

関連づけにより、因子1は“かたさ・タフさ”、

因子2は“脆さ（あるいは崩れ難さ）”、因子3

は“弾力性”、を表わすものと推定・解釈され

る。そして、因子分析の過程の最終段階で各

試料について因子得点が出力される。因子得

己
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表 3因子負荷量（パリマックス回転後）

Mechanical parameters 

0.738" 

0.832" 

0.916" 

0.896" 

Factor#3 

-0.067 

-0.105 

-0.189 

-0.277 

Factor#2 

0.528 

0.451 

0.281 

-0.025 

Factor#] 

0.922" 

0.873 

0.827" 

0.799" 

-0.104 

-0.333 

-0.393 

-0.367 

-0.194 

-0.260 

-0.297 

-0.270 

砂

イシ

。

-0.217 

-0.247 

-0.329 

-0.460 

0.916" 

0.934 

0.894" 

0.772 

0.202 

0.230 

0.254 

0.280 

(CM) 

。
。

，〉

-0.241 

0.241 

-0.241 

-0.241 

0.202 

0.202 

0.202 

0.202 

0.937' 

0.937' 

0.937' 

0.937 

イシ

今

Force 

今

'Number of factors at Varimax Rotation: 4. 

"Factor loadings higher than士0.722were marked. 

Factor contributions #1, 6.894; #2, 4.240; #3, 3.721. 

点、の数値の大小により因子に具わる性格の強弱

が表わされる。すなわち、各試料は“かたさ・

“脆さ”、“弾力性”の各数値でもって

表現されるわけであり、言い換えれば、これら

タフさ”、

3種のテクスチャー要素を基準としてテクスチ

ャーの違いが数値的に示されるわけである。

因子分析は、扱うデータセットの内容によっ

ては良い結果を与えるとは限らずデータセット

の内容を吟味する必要が起ってくる場合が少な

からずある、と言われている。本因子分析の結

果は以上のようにかなり満足のいくものである

と判断されるが、この結果が最終的な答えであ

、、、、
R

－
 

1005百

（

N
E
ど
ち
｝

30% 

15 % 

Compression work (CW) 

small degree of d巴formation

medium ~ 

large 

rupture 

Resiliency (RS) 

small ~ 

medium 

large 

rupture 

Compressibility 

small 

medium 

large 

rupture 

(F) 

small 

medium 

large 

rupture 

ωω
』

o
h
h

データセ

ットの内容に関して、試料の追加・削除、小変

形～大変形の異なる設定（図2の15～60%以外

このため、るかどうか判断できない。
cmm> Defor『nation

M ：中変形， s：小変形

図2圧縮回復試験における荷重・変形曲線

L：大変形，R：破断，

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 fu 
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の設定）における力学的特性値の採用・差し

替え、などを試みる余地が残されている。こ

のようなアプローチにより、さらに完成度の

高い標準データセットとも呼ぶべきものが作

出されるのではなLEかと期待される。

(4）試料の3次元グラブ表示

因子分析の結果からテクスチャーの遣いが

3種のテクスチャー要素を基準として数値的

に示されることがわかったが、これをさらに

直観的に解り易いかたちにするためには3次元

グラフで表示するのが適当である。因子1、2、

3を座標軸としてそれぞれの因子得点をプロッ

トすることにより試料を 3次元的に表示する

？ロ目的

ことができる。この場合に、因子 1をZ軸、因

子2をX軸、因子3をY軸にすると試料の分布

の意味合いを説明するのに適切であることが

わかった。測定に供した120種類の試料のうち

テクスチャーに特徴があるとみなされるいく

つかの食品試料および単純な成分から成るタ

ンパク質・デンプンゲル試料の 3次元グラフ

表示を図3に示した。座標軸の長さは因子得

点の大きさに対応し、 ±0.2刻みでマス目がで

きている。 X-Y平面の上側に位置する場合を実

線のマル印で、下側の場合は破線マルで示し

た。各試料は番号で表わしてあり、番号と試

料名のリストを表 4に示した。この3次元グラ

フは、以下に述べるように、テクスチャーの

z 

’ 

ーム
ーム
t・s，《 I286) 

－ 
図3 3次元グラフによる試料の表示（テクスチャーマップ）

/LSI.イルシー （No.59)99.6 巳
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識別・評価・推定を可能にするものである。

テクスチャーに特徴のある食品グループで

あるチーズ（図中番号1～ 10）、ソーセージ

(11～ 18）、 トウフ（24-32）、カマボコ（33～

37）はそれぞれ異なる位置にクラスター状に

分布している。また、独特なテクスチャーを

有するものとして、それぞれ1種類のみである

が、ウイロー（19）、ヨーカン（20）、コンニ

ャク（38）も別々の位置に分布している。こ

れら各食品試料の分布位置は同時にそれらに

具わる各テクスチャーの位置でもあることか

ら、この 3次元図はテクスチャーの分布図に

相当するといえる。また、各試料はX-Y平面上

においてそれぞれ異なった位置にまとまって

分布していることがわかる。このことは、テ

クスチャーのタイプ（あるいはテクスチャー

の特徴）がX-Y平面上の位置によって表現され

区別されていることを示す。そしてX軸とY軸

は前述のように“脆さ”と“弾力性”を表わ

すものであることから、本研究で扱った粘弾

性の食品およびゲルにおいてはテクスチャー

のタイプ分け（あるいは特徴付け）にこの2つ

のテクスチャー要素が第一義的に関わってい

ると考えられる。また、 Z軸の“かたさ・タフ

さ”というのはテクスチャーのタイプ・特徴

に大きく寄与するような要素ではなく、同じ

表4 3次元グラフに表示した試料

Lと

No. in 
Samples 

Fig. 3 

cheese cheddar NewZealand 

2 ，， イ少 Australia 

3 イシ 。 Canada 

4 。 goudaJapan-old 

5 今 2》 イシ -young 

6 ク ゐ 4シ -green 

7 ，〉 今 Norway 

8 。 mozzarellaGermany 

9 。 skim-milkDenmark 

10 。 processJapan 

II sausage fish-starch-soy protein-gelatin 

12 。 fish-starch

13 ク fish-pork-mutton-starch-eggwhit巴

-soy protem 

14 。 fish-starch

15 今 名〉

16 4シ 今

17 。 pork

18 ク fish-starch-soyprotein-gelatin 

19 mro' 

20 yokan＇、

21 agar gel 1.25% 

22 イシ -I.5% 

23 今 -1.75% 

'Rice gel cake 

'Azuki bean gel cake 

'Mannan gel 

No. in 
Fig. 3 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

Samples 

tofu factory 

今ゐ

，，，， 

今今

,, ,, 

。handmade

今砂

イシ ク

々々

kamaboko usual 
,, ,, 
。higher

φ ，， 

" excellent 

konnyaku' 

galatin gel 

egg white protein gel 

milk whey protein gel 

soy protein gel-V 

。－SE

ク－E

starch gel-tapioca 

。－potato

イシ ーーcorn

。－wheat
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テクスチャータイプ内での差別化に関わる第

二義的な要素であるとみなすことができる。

物性の測定と得られた物性値データの因子

分析から、このようにテクスチャーの違いや

特徴が 3つのテクスチャー要素に基づいて数

値的に示されることがわかったが、通常テク

スチャーを感覚的に表現する場合には種々の

用語を用いて行っている。 Drake9lは、テクス

チャーを表現するのに用いられる種々の用語

を6種の物性要素に割り振りできることを示

した。すなわち、粘性、塑性、弾性、圧縮性、

凝集性、付着性である。本研究で見い出され

た“かたさ・タフさ”、“脆さ”、“弾力性”は

Drakeの提示した 6種の物性要素のうちの圧

縮性、凝集性、弾性に対応するものと推定で

きる。これらの対応関係から、 3つのテクスチ

ャー要素を基準としてテクスチャーが表現で

きるという本研究の結果は充分説得性がある

ものと考えられる。

図3に示したいくつかの食品グループにお

いて、それぞれのクラスター内でサブクラス

ター状の分布も見られる。チーズにおいては、

チェダー（1～3）とゴーダ（4～7）がサブク

ラスターとして互いに異なる位置に分布して

いる。 トウフの場合には、工場生産の充填ト

ウフ（24～28）と豆腐屋製の手づくりトウフ

(29-32）がX-Y平面上でX軸に沿って区別し

うるような分布傾向（X軸に沿って区別しう

るような分布傾向（X軸の＋0.2～＋0.4を境目

とする区別）を示している。カマボコは、限

られた種類と数での結果であるが、等級別

（並： 33、34、上等： 35、36、極上： 37）によっ

てX-Y平面上のY軸沿いに分かれて分布してい

る。このような同じ食品グループでの種類の

違いによるサブクラスター分布の結果は従来

/LSI.イルシ－ (No.59) 99.6 

の報告にはなく、テクスチャーの識別・評価

を詳細かつ適切に行いうることを示している。

特に、 トウフやカマボコにおけるサブクラス

ター分布の結果は、官能検査ではその違いが

判定できるものの従来の物性測定研究ではそ

のような識別表示にはいたっていないことか

ら則、 11）、本テクスチャー表示法が官能検査に

代わりうる有用な手法であることを示すもの

と思われる。

一方、タンパク質あるいはデンプンのゲル

について見ると、それぞれ異なる位置に分布

している。その中で、大豆分離タンパク質の

ゲル（42～44）はカマボコのクラスターの近

くに分布し、小麦デンプンのゲル（48）もソ

ーセージクラスターのやや近傍に位置してい

る。本図において分布位置が近接するか離れ

ているかはこれら食品タンパク質・デンプン

素材の特定グループの食品への使用の相性の

良し悪しに関連するものと推察される。それ

に基づくと、大豆分離タンパク質はカマボコ

に、小麦デンプンはソーセージに使用するの

に適していると予測される。この点に関して

は、実際に実験により種々検討が加えられる

必要がある。

本テクスチャー表示法における各試料の分

布内容が官能検査の判定と合うかどうかにつ

いては、官能検査において“かたさ・タフさ’＼

“脆さ”、“弾力性”を検査項目としてテクスチ

ャータイプの異なる各種の食品を評価すると

いうことが行われていない（あるいは行うの

が簡単ではなL＼）ために、現時点では不明で

ある。著者らは、本テクスチャー表示法は官

能検査法とは一応別の独立した手法として位

置づけている。しかし、 3次元グラフの座標

軸がテクスチャー要素に対応するものである

己
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ことから、本テクスチャー表示法は官能検査

法と親戚関係にあるような手法とみなすこと

もできる。このように考えると、本テクスチ

ャー表示法は、テクスチャーが未知のものに

ついての評価・分析に応用できることになる。

その手順は、未知試料の圧縮試験による力学

的特性値の測定、本研究で、扱った120種試料の

データセットに未知試料の測定データを加え

た121種試料のデータセットについての因子分

析、未知試料の因子得点の3次元グラブへのプ

ロット、図3の各種食品試料の位置と未知試

料の位置の比較によるテクスチャーの推定、

である。以上のように本テクスチャー表示法

はテクスチャーの遣いを位置の遣いによって

表わすものであることから、筆者らはこれを

“テクスチャーマッピング法”と称することを

提案している九

(5）今後の展開

テクスチャーを客観的な手法により定量的

に評価・分析する新たな方法の一例としてこ

こに著者らの研究結果を述べたが、これは方

法論の骨組みに相当する部分が出き上がった

というところであり、肉付けすべき点がいく

つか残されている。本研究で、扱った試料はテ

クスチャーのバラエティの観点からは充分な

内容とはいえず、国内外のテクスチャーに特

徴のある食品試料を取り上げる必要があり、

そのためには多くの食品研究者・技術者との

共同作業を要するものと思われる。これは、

テクスチャーの標準マップの作成という目標

に向かうことになる。圧縮試験による力学的

特性値の測定に際して、コンビューターを接

続することにより操作の簡便化およびデータ

処理の迅速化を図る必要がある。これは測定

比

機器の開発の面から重要である。一方、本研

究では、圧縮における荷重一変形量がほとん

どの試料において直線性を示さないことから、

力学的特性値を小・中・大変形および破断の

多段階において測定し、それぞれ独立した特

性値として扱っている。したがって、 16種類

の力学的特性値に関するデータとなり多変量

の内容のものを対象にすることになるわけで、

因子分析を行う必要が生じた。 Peleg等凶、日）

は、そのような非直線性の挙動を線形に式化

する手法を最近報告している。この手法が適

用できれば、小変形～破断の 4種の力学的特

性値を 2種の新たなパラメータに置き換える

ことができるのではなL功ミと期待される。試

料の物性に関する情報に関して内容を減らす

ことなくパラメータの数を減らすことができ

れば、因子分析を行うことなくパラメータを

直接基準に用いてテクスチャーの識別・評価

を行うことが可能になるものと考えられる。

このようなアプローチにより“テクスチャー

を測る”ということが実現していくものと期

待される。

4.テクスチャーを感知するメカニズム

テクスチャー（物理刺激）は歯の根元の周

辺組織である歯根膜、舌や口の中の内壁に存

在する感覚受容器によって感知される。この

場合、食べ物を岨しゃくする際に口の中に生

じる物理的な力を感知し、それが電気信号と

して脳に送られ、食感を感じることになる。

また、口腔内の感覚受容器に加えて、岨しゃ

く運動に関わる筋肉も食べ物から生じる物理

的な力を感知するのに関与している。このよ

うに、食感を感知するシステムはその最初の

段階においてすでに複雑であり、昧・香りの

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 
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場合に比べて、研究があまり進んで、いない。

これに対して、聴覚、血管の収縮・弛緩、細

胞の収縮・膨張などについて、物理的な力の

感知メカニズムに関する研究が進展しており、

昧・香りのレセプターに相当するものとして

メカノレセプターチャネル（機械受容チャネ

ル）の存在が指摘されているω。これは、食

感の感知に際しでも基本的に関係するものと

考えられる。

血管の収縮・弛緩の際に血流・血圧といっ

た機械的（力学的、物理的）な力を感知する

メカニズムに働いていると考えられているレ

セプターについて図4に模式的に示した。上

部は、血管の内皮細胞の細胞膜に存在する様

子を示し、下部はレセプターの作動メカニズ

ムを推定して図示したものである。このレセ

プターは、力を感知するとともにイオンが出

入りするチャネルも兼ねた構造を有すると考

えられており、メカノレセプターチャネルと

記すとともに、図中にはイオンチャネルとも

記している。下部の図でK-（普通の状態）

ではT（張力）が無いためにチャネルが閉じた

状態であり、 K+（血流・血圧が増した状態）

ではTが生じてチャネルが聞き、イオンが出

入りするようになって力が加わったととを感

知するというメカニズムが示されている。メ

カノレセプターチャネルもタンパク質である

と考えられており、いずれ近い将来には単離

されて、その構造や機能が明らかになってく

るものと思われる。また、それとともに食感

に関与するレセプターの研究も進展するよう

になるものと期待される。

5.おわりに

テクスチャーを調。るということについて、

ここではその一部である機器的な測定法と生

細胞外

斗ぷ；干尋~t~
図4メカノレセプターチャネルの模式図
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体における感知のしくみを取り上げ、それら

の一端を紹介できたにすぎない。しかし、こ

れを機会に、テクスチャーが感性科学の立場

から研究され始め、食品の加工・開発や食品

の機能の解明に役立つ新たな情報が次々と生

み出される状況にあることを理解していただ

ければ幸いである。

また、ここで述べた内容に関連して、今後

の発展が期待される点として、バイオセンシ

ングシステムの開発がある。すなわち、テク

スチャーを感知するメカニズムの研究からの

知見を機器的計測法の開発に応用することで

ある。テクスチャーの感知に関係するレセプ

ターの機能を利用することにより、ヒトの感

覚を代行する人工的なセンシングシステムが

構築され、それによって食品のテクスチャー

を計測するということも可能になるのではな

いかと期待される。
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ILSI JAPANセミナー

『内分泌撹乱化学物質』

ED C研究部会

昨年12月9日、食糧会館においてEDC研究部会主催による内分泌撹乱化学物質に関

する第 1回セミナーが開催された。セミナーの講演者としては、 12月11～13日京都

で開催された環境庁主催「内分泌撹乱化学物質問題に関する国際シンポジウム」の

ため米国より来日した海外講師 2名をお迎えし、それぞれ以下の演題についてご講

演頂いた。

1 .”In Vitro Screening and Standardization I Validation Process" 

「内分泌撹乱物質InVitroスクリーニング法：標準化と検証プロセスJ

William R Kelce, Ph.D. （モンサント安全性評価ニューステッド研究所）

2 .”Risk Assessment on Hormonally Active Substance and Comment on the 

Recently Completed Industry Study on Bisphenol A” 

「内分泌撹乱物質のリスクアセスメント、及び化学品工業会が実施したビスフ工

ノーjレAの試験結果に対するコメント」

James C. l..amb, IV, Ph.D. （ジェJレネク・シュワーツ＆コノリーネ土）

Dr. Kelceは内分泌毒’性の専門家で、 1995年～1998年、米国環境保護庁（EPA）の

研究機関において化学物質の内分泌毒性に関する研究に従事し、スクリーニング法、

試験法の開発等にも深く関わってこられている。現在は、米国モンサント・カンパ

ニーの研究所において化学物質の内分泌毒d性評価に関する研究を行っており、また、

米国農薬工業会（ACPA）及び米国化学工業会（CMA）の内分泌撹乱物質h Vitroス

ILSI JAPAN Seminar on 
Endocrine Disrupting Chemicals 

Task Force on Endocrine Disrupting Chemicals 
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クリーニング法特別小委員会の代表も務めておられる。

今回のセミナーでは、米国EPAの「内分泌撹乱物質スクリーニング及び試験に関

する諮問委員会（EndocrineDisruptor Screening and Testing AdvisorγCommittee; 

EDTSTAC）」の最終報告書に提言されている米国における内分泌撹乱化学物質の評

価計画について、最初の段階である InVitroの試験系を用いたスクリーニング法を

中心にご講演を頂いた。

Dr. Lamb＇ま現在、米国科学アカデミーの「環境中に存在するホル モン活性物質に

関する科学研究委員会Jのメンバーの一人として、内分泌撹乱物質の問題に関わっ

ておられる。博士は、これまでに米国EPAでの農薬及び毒性物質の評価、 OECDで

の繁殖・発達毒性試験のガイドラインの検討をはじめとして、行政機関、国際機関、

また公的及び私的諮問委員会等、様々な場において化学物質の毒性評価、リスクア

セスメント及び行政判断に携わってきておられる。

今回のセミナーでは、内分泌撹乱物質のリスクアセスメントの基本的な考え方及

びその問題点等についてご講演頂くと共に、毒性試験の結果の再現性の問題につい

て、 一部試験の結果から低用量での内分泌撹乱作用が疑われているビスフェノールA

を例として、最新の試験結果の紹介と解説があった。

両博士のご講演に対し、参加者からは、 EPAの内分泌撹乱物質評価の基本方針、

スクリーニング法の詳細に関する質問をはじめとして、 リスクアセスメン卜、消費

者に対するリスクコミュニケーションのあり方など、内分泌撹乱物質問題に関わる

広範な内容の質問が寄せられ、活発な質疑応答が行われた。

セミナー終了後、 Dr. Kelce、Dr.Lamb両博士より、ご講演内容を補足する内分

泌撹乱化学物質の試験研究、安全性評価等に関する解説を寄稿して頂いたのでここ

に掲載する。

内分泌撹乱化学物質：問題点の生物学的根拠

James C. Lamb, IV, Ph.D 
Vice President, Scientific & Technical Services 
Jellinek, Schwartz & Connolly 

一一市民 Eコ

内分泌撹乱化学物質の問題が、消費者／環

~ 

境保護団体、マスメディア、行政当局、産業

界、科学者、 一般大衆を巻き込んで国際的な
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関心を集めている。内分泌撹乱化学物質とい

う広い定義のもとに発がん性以外の毒性作用

を規制する新たな政策が立案されようとして

いる。新たに規制の対象となる毒性作用の多

くは、これまでにも生殖毒性、発達毒性及び

内分泌毒性の分野で取り上げられていたが、

これらの毒性学の各分野が一緒になって、ホ

ルモン活性をもっ微量の化学物質がヒトや野

生動物の内分泌系の正常な発達や機能を妨げ、

有害影響をもたらすか否かの課題に取り組む

ようになったことから、近年、新たな注目の

対象となってきている。

子宮内暴露によって、数十年後に発現する

ような有害影響が実際に起こるのか。もしそ

うだとすれば、その原因となる化学物質は何

と何か。影響の発現にはどのくらいの暴露量

が必要なのか。これら 3つの問いに対する答

えは、今後の環境政策や公衆衛生政策の方向

を示す手だてとなるだろう。同じように重要

な問題はほかにも多くある。しかし、発生過

程にある生物に対する潜在的な暴露の問題は、

その影響が永続的であり、また暴露されてか

ら影響が認められるまでに何年もの間隔があ

いてしまうことから、緊急性が高いと考えら

れる。

ここ数年、環境中の内分泌撹乱化学物質の

問題が主要な公衆政策問題、公衆衛生問題と

して浮上してきている。他の環境問題、ある

いは科学的またヒトの健康上の問題と比較し

て、環境中の内分泌撹乱物質の問題は異常な

ほど広範な人々の関心と議論を集めている。

特定の学者グループと多くの消費者／環境保

護団体等が積極的にマスメディアにこの問題

を訴え、それに対し産業界も同じように積極

的に応酬したことから、この問題への関心が

/LSI.イルシー （No.59)99.6 

非常に高まったといえる。一般の人々のこの

問題に対する関心は最近のことであるが、今

日「内分泌撹乱物質」の用語で一括されてい

る問題の多くは、以前から長年にわたり検討

されている科学上の課題なのである。

ある種の化学物質が天然のホルモンやホル

モン拾抗剤として作用し得るのかどうかが基

本的な懸念の出発点で、ある。化学物資が天然

ホルモンの受容体と相互作用することで、不

適切なメッセージが細胞に送られる。このよ

うな暴露はさまざまな生物機能に対し好まし

くない作用をもたらす可能性がある。そのよ

うな例として、強力な合成エストロゲンであ

るジエチルスチルベストロール（DES）が

胎児の生殖器系の発生過程の臨界期に高濃度

で投与され、ヒトに有害な影響を引き起こし

たことが知られている九しかしながら、 DE 

Sほど強くないホルモン様活性を有する化学

物質が同じような悪影響を引き起こす2）とい

うのは大袈裟な懸念である。

環境中の内分泌撹乱化学物質問題の焦点は、

環境エストロゲンである。 DESの出生前暴露

による有害な臨床影響は、合成エストロゲン

様化学物質が発生や生殖、内分泌機能に重篤

な悪影響を及ぼした典型的事例である。 DD 

Tの異性体や代謝分解物、その他の有機塩素

系化合物に代表される多くの化学物質はエス

トロゲン様活性を有する。天然の化学物質、

例えば植物エストロゲンもかなりのエストロ

ゲン活性を持つが、これらの物質は通常の食

品に高い濃度で含まれている。

一方、化学物質が他のホルモン、例えばア

ンドロゲンや甲状腺機能にも作用しうるとい

う懸念も表明されている。 DDTのエストロゲ

ン様作用は20年来研究されているが3）、ある種

~ 
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のDDT代謝分解物はエストロゲン様作用より

もむしろ強力な抗エストロゲン作用を持つヘ

EBDC農薬やPCB類、ダイオキシン様分子に

は甲状腺に対する作用も認められている。甲

状腺への作用は、甲状腺ホルモンを模倣する

ことや甲状腺ホルモンのリガンドと受容体と

の相互作用を変化させることに限られるわけ

ではなく、むしろ甲状腺／脳下垂体軸に発生

する影響によって、甲状腺ホルモンの分泌異

常や甲状腺ホルモン結合性蛋白質の変化が起

こることが多LW。

環境中の内分泌撹乱化学物質の問題には、

さまざまな臓器への危害及びさまざまな種類

の環境化学物質への暴露の両方が関連してい

る。主な研究領域は、以下の通りである。

・ホルモンの生合成、放出、輸送、受容体と

の相互作用

・子宮内暴露と生殖器官の機能及び発生

・乳癌

・子宮内膜症

・精子数、精巣機能、男性生殖能力

．前立腺癌

・行動及び知的発育

・水生生物、鳥類、晴乳動物への影響

・スクリーニング、評価試験、リスクアセス

メント

・用量相関モデル、相乗効果、関値

関心の高い分野

A. ホルモンの生合成、放出、輸送、受容体

との相互作用

内分泌系は人体の最も複雑なしくみのひと

つであり、胎児から成熟成人を経て老人とな

るまでの基礎的な生体機能を調整している。

内分泌系は、多様な生体システムに恒常性を

己

付与し、臓器の発育に影響を与え、それらを

コントロールしている。脳や生殖器官、他の

分泌腺から分泌される各種ホルモンに、標的

臓器の受容体が応答する。化学的メッセンジ

ャーを通して、内分泌系は生殖系、免疫系、

神経系、呼吸器系、消化器系システムと対話

している。

環境中の内分泌撹乱化学物質の問題では、

3つの主要なホルモンシステムが焦点となっ

ている。ある化学物質がエストロゲン、アン

ドロゲン、甲状腺ホルモンのアゴニストとし

て作用するか、またはこれらのアンタゴニス

トとして作用するかが基本的な問題である。

米国環境保護庁（EPA）の内分泌撹乱物質ス

クリーニング及び試験に関する諮問委員会

(Endocrine Disruptor Screening and Testing 

Advisory Committee; ED1宮TAC）はこれら 3

種のホルモン受容体システムに作用する化学

物質を同定するための一連のスクリーニング

計画を設定しようとしている。各ホルモンは

脳下垂体の支配を受けている。エストロゲン

類（エストラジオール、エストリオール、エ

ストロン）、プロゲスチン類（プロゲステロン）

アンドロゲン類（テストステロン、ジヒドロ

テストステロン）は性腺ステロイドホルモン

である。これらのホルモンの生合成と放出は

下垂体ペプチドホルモンすなわち卵胞刺激ホ

ルモン（FSH）と黄体形成ホルモン（LH）に

支配されている。一方FSHとLHは視床下部か

らの性腺刺激ホルモン放出ホルモン（Gn悶I)

にコントロールされている。 FSH、LH、

GnRHの生合成と放出はステロイドホルモン

レベルの影響を受ける。このような視床下

部一脳下垂体－性腺の軸が、ホルモンレベル

を適正に保つためのフィードパック回路であ
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る。性分化、付属性器の機能、生殖器官の発

達がこのシステムに支えられている。臓器へ

の影響のタイプと時期によって、撹乱が一時

的なものか非可逆的なものかが異なってくる。

血中のホルモン濃度は一定ではなく、生育

の段階によっても異なる。女性のエストロゲ

ンレベルは思春期初期に上昇するし、月経周

期に従って月毎に上昇する。妊娠によって劇

的に上昇し、更年期には減少する。いずれの

場合も視床下部－脳下垂体ー性腺の軸がエス

トロゲンレベルをコントロ －｝レしている。

甲状腺ホルモン（チロキシン、トリヨード

チロニン）は、これも脳下垂体で生合成され

る甲状腺刺激ホルモン（TSH）の支配下にあ

る。脳下垂体はこのほか成長ホルモン、プロ

ラクチン、副腎皮質ホルモン（ACTH）の産

生と放出を行い、これらのホルモンはそれぞ

れ成長、授乳、免疫の各機能に影響を与える。

内分泌組織と標的受容体の聞には複数のフィ

ードバック回路があり、内分泌系は多くの内

分泌腺と標的臓器から成る。ある標的臓器が

示すホルモン欠乏の徴候にはさまざまな原因

があり得るが、ホルモンの生合成、放出、輸

送、標的に対する作用、標的臓器の反応は同

じように見える可能性がある。したがって、

内分泌系への作用の正確なメカニズムを予測

することはたいへん難しい。内分泌系に備わ

ったもうひとつの重要な性質は、ある部分が

働いて他の部分の欠陥を補うこと、つまり冗

長性である。冗長性が機能しているうちは、

影響を同定することはできないであろう。

どの器官もホルモンの影響を受けることか

ら、ほとんど全ての生体における変化を内分

泌系への影響と見なすことができる。内分泌

系ということばはそれほどに広義なので、特

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 

定の変化や影響は個々に記述される必要があ

る。さらに、ホルモンで誘導される変化は必

ずしも好ましくない作用とは限らない。ホル

モン様活性を持つ物質がヒトの健康に悪影響

を及ぼす倶れがあると判断する前に、生体の

正常な機能との比較がなされなければならな

p。

ホルモンやホルモン様活性を持つ化学物質

は健康に危害を及ぼす可能性がある。アゴニ

スト（作用を促進）としてまたアンタゴニス

ト（作用を阻害）として作用するかはともか

く、標的臓器が不適切に反応し、それが永続

的な発生異常を引き起こすこともありえる。

Dastonら6）は、エストロゲン作用または抗エ

ストロゲン作用を持つ化学物質への暴露によ

って変化を受ける可能性のある生殖系のエン

ドポイントの一部をリスト化している（表 1）。

このリストにはエンドポイントが25以上示さ

れており、起こり得る反応の多様’性を物語っ

ている。エストロゲン以外のホルモン系でも

同じように多様なエンドポイントが含まれる

と考えられる。

ホルモンによる悪影響の代表は、繁殖、生

殖に対する望ましからぬ干渉である。経口避

妊薬のような場合、変化は一時的であり、そ

れはその薬剤に期待される薬理効果である。

受容体があってホルモン応答性のある癌、例

えば乳癌や前立腺癌の治療にホルモンが用い

られることもある。エストロゲンはまた骨粗

最重症や心臓血管疾患を減少させる。こうした

有用な効果と、エストロゲンによる子宮内膜

癌の増加という好ましくない効果は表裏一体

の関係にある。合成のホルモン剤や抗ホルモ

ン剤は、有用な治療効果を持ちつつ、暴露に

よる悪影響が最少となるべく設計されている。

己
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表 1. 工ス卜口ゲン作用および抗工ス卜口ゲン作用を有する化学物質への暴露によって

影響され得る生殖因子6)

性分化

子孫の男女比

生殖器官の発達（大きさ、形態、重量）

生殖付属器官の発達（大きさ、形態、重量）

生殖付属器官の機能（内分泌産物の産生）

二次性徴（筋肉量や体格、毛髪／体毛など）

性的発達と成熟（腫開口、星雲丸下降、包皮分離、旺門性器間距離聞大、乳頭発達）

受胎能力

多産能力（子の大きさ、数）

交尾までの時間

交尾と性的行動

排卵

発情周期

妊娠期間

流産

未熟児出産

異常分娩

精子形成

精子数と産生

黄体形成ホルモン（LH）と卵胞刺激ホルモン（FSH）のレベル

アンドロゲンとエストロゲンのレベル

生殖組識の肉眼的病理所見

生殖組識の組識学的病理所見

生殖器官の異常

生殖器官の奇形

胎児と子孫の生存率（着床前後の損失、妊娠中および新生児の生存率）

胎児と子孫の成長（体重）

B.子宮内暴露と生殖器宮の機能および発達

DESは内分泌撹乱環境因子とされている他の

どんな物質よりその効力が強く、暴露された

濃度も特に大きい事例である。 DESは内分泌

機構を介して顕著な影響を及ぼす物質の代表

例であり、その暴露による影響は甚大であっ

た。

内分泌系への影響で最も懸念されているの

は、発生の過程で恒久的な変化をもたらして

いても、生物が性的成熟期に達するまではそ

の影響が見えないということである。このよ

うな懸念の例としてDESが挙げられているが、

己

1940年代から60年代にかけて、数百万人の
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アメリカ人女性が妊娠中にDESの投与を受け

た。合成エストロゲンであるDESは、妊娠合

併症の治療薬として、エストロゲンやプロゲ

ステロンの分泌を促したり、妊娠合併症を抱

えた女性のホルモンバランスを取り戻す目的

で1940年代から使用された。医師たちは推定

5百万人の妊婦にこの薬剤を処方した。とこ

ろが、 1970年にDESと躍の明細胞腺癌発生と

の強い相関が指摘された。明細胞腺癌は若年

女性に見られる珍しいタイプの癌であり、出

生前のDESへの暴露との関連性が指摘される

ようになったのである。 1971年にDESは使用

禁止となった。このころから多くの研究者た

ちが、出生前にDESに暴露された男女の健康

状態について追跡した結果、癌だけでなく多

くの生殖器官の奇形が発見された九

発生学的に、男性の生殖器官はヴォルフ管

から発生し、女性のそれはミュラー管から発

生する。尿生殖洞は両器官の下部の形成に関

わり、両器官の機能にステロイドホルモンが

影響を与える。一般的に、アンドロゲンがヴ

オルフ管を、エストロゲンがミュラー管を維

持している。 DESのような外因性のホルモン

は、このバランスを乱し、男女双方の生殖器

官の正常な発達を妨げるのである。変形した

子宮、卵管の異常、尿道下裂、停留皐丸、前

立腺炎は、周産期にエストロゲンの暴露を受

けたヒトや動物モデルにおいて認められる構

造異常の例である1,8）。

DESに暴露された女性から生まれた女児で

は、女性生殖器の異常、ハイ・リスク妊娠、

不妊の危険性の増加とDESとの関連が認めら

れた。 DESに暴露された女性から生まれた男

児では、生殖器官の異常と精巣癌発生の危険

性の増大が認められた。にも拘わらずこのよ

/LSI.イJレシ一 （No.59)99.6 

うな男性の生殖能力は損なわれていないとす

る最近の研究がある7）。

DESの問題で最も重要なことは、ホルモン

活性を持つ物質には悪影響をもたらす可能性

があり、その影響を特に受けやすい危険な発

生時期が存在するということである。また、

ある種のエストロゲン製剤は生体自身のエス

トロゲンより活性が強い。標的細胞に対する

エストロゲンの影響を制限する自然のメカニ

ズムは、 DESに対しては同様には働かないこ

とが実験的に明らかにされている。例えば、

標的臓器に対するエストロゲンの結合をホル

モン結合タンパクが制限する働きは、合成エ

ストロゲンに対してより、天然エストロゲン

に対してより有効であると考えられる9.10. 11）。

DESの効力もまた重要である。 DESはもと

もとエストロゲンと全く同じように作用する

ごとを意図して作られ、最も強力な天然エス

トロゲンと比べても少なくとも同程度の効力

を持っている。他の環境エストロゲンは、エ

ストロゲン作用を持つように設計されたわけ

ではなく、 DESの活性には遠く及ばない。例

えば、 DDTがDESと同程度のエストロゲン作

用を発現するためには、百万倍の量を必要と

する3.6. 12）。これ以外の合成化学物質も、また

他の天然物も、エストロゲン作用を持ち得る。

その程度は様々である（表 2）。クメストロー

ルやゲニステンのような植物エストロゲンが、

多くの食用植物から発見されている。合成お

よび植物性エストロゲンの活性は通常弱いが、

多量に摂取したり、生物学的活性が持続した

り、あるいは血清タンパクと結合しなかった

りすれば、弱い活性であってもある程度は補

強されるだろう。

どんな化学物質であってもその危険性は、

己
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表2.乳癌細胞株MCF-7における各化合物の

エス卜口ゲン作用の比較6)

化合物 相対活性

17 {1－エストラジオール 100 

γ工チルスチルへ＊ストロール (DES) 1000 

Zearalanone 1-5 

クメストロ－JI.- 0.03-0.001 

ゲニステン 0.01 

クロルデコン 0.0001 

p,p’・DDT 0.0001 

o,p’－DDT 0.0001 

p－ノニルフェノール 0.0003 

性質（好ましくない影響の原因となりうる本

質的な可能性）や効力、そして暴露量によっ

て決定される。この仮説は科学界では広く受

け入れられている。環境中に存在する合成化

学物質への暴露は、女性に投与されたDESの

量に比べてず、っと少ない。処方されていた一

般的な錠剤には、 25ミリグラムのDESが含ま

れていた。これは体内で正常に産生されるエ

ストロゲンの量よりもず、っと多い。 DES暴露

は、エストロゲン作用としても、食物を通じ

て摂取される可能性のある合成エストロゲン

への暴露から予想されるものをはるかに上回

るものであった。

まとめ

1996年の FoodQuality Protection Act 

(FQPA）によりEPAは米国議会から、エスト

ロゲン活性物質のスクリーニング計画の策定

を求められた。 EPAは、利害関係者の意見が

その計画策定プロセスに反映されるべく、

EDSTACを設立した。このように公衆が参画

↓ヱi

するようになったのは国立研究評議会ωの強

い後援によるものである。 EDSTACは3種類

のホルモン、すなわちエストロゲン、アンド

ロゲン、及び甲状腺ホルモン様活性を対象と

し、 2段階で化学物質のスクリーニングと評

価試験を実施するシステムを構築したlぺ
1999年以降の研究目標は、 EDSTA Cが提

唱した試験系の検証に向けられるであろう。

＊翻訳サントリー（株）細野秀和

サントリー（株）藤居瓦

監修北里大学林裕造先生
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内分泌償乱化学物質：

スクリーニング法とその基本メカニズム

William R. Kelce, Ph.D. 
Endocrine Toxicologist 
Monsanto Safety Evaluation-Newstead 

緒言

ヒトの男性生殖器官の異常3.4）及び世界の一

部地域において成人男性の精子数が減少して

いるという報告与10）と共に、野生生物の繁殖に

観察されている異変1.2）から一般の人々の間に

ホルモン様作用を持つ化学物質に対する関心

が高まっている。ホルモンと似た作用を示し

たり、ホルモンの作用を阻害する化学物質を

古典的な毒性物質と区別するために、内分泌

撹乱化学物質（EndocrineDisruptive Chemi-

cals）という名称が使われるようになった。内

分泌撹乱化学物質に関する報告の中では、人

類が生息する環境は内分泌撹乱化学物質で汚

染されており、それらの物質が様々な形で細

胞中の内分泌系制御因子と結合したり作用を

及ぼし、細胞、組織、及び臓器にホルモンを

過剰に「認識」させたり、ホルモンが欠乏し

ていると「認識」させたりする可能性がある

という理論に焦点が集まっている。発展途上

にあるこの分野における研究は、内分泌撹乱

化学物質を選別する invivo及び invitroのスク

リーニング法の開発、動物あるいはヒトにお

いて観察されている健康障害と外因性ホルモ

ン暴露とを結び付けるメカニズムの解明、そ

して、リスクが本当に存在するかど うかを判

断するための一般の人々あるいは取扱者、製

造者における化学物質への暴露量の環境モニ

／ほ

タリングを中心に進められている。

社会における内分泌撹乱化学物質に対する

危↑具が引金となり、米国議会はFoodQuality 

Protection Act (Public Law 104-170）及び、Safe

Drinking Water Act (Public Law 104-182）を

立法化し、米国環境保護庁（EPA）に対し、

エストロゲン様作用またはその他のホルモン

作用を持つ環境化学物質のスクリーニング及

び評価のための適切なプログラムを策定し、

実施するよう義務づけることとなった。マス

メディアの注目及び過激な内容の科学論文に

よって、内分泌撹乱の分野が科学研究の最先

端に位置付けられてしまったが、これからは、

確実なデータによって公衆の安全を保証する

役割を科学が担っていかなければならないと

考える。内分泌毒性という新しい分野の研究

者として、 invitroのスクリーニング法によっ

てスピーディーに得られるメカニズムに関す

る情報は、より上位にある短期 invivo試験か

ら得られる情報と総合的に評価し、内分泌系

に対する活性を持つ化学物質の有害性評価に

関する問題を確実に解決していくべきである

と考える。内分泌撹乱化学物質のスクリーニ

ング法を確立することによって、生産量及び

環境中における暴露量を踏まえて、野生生物

あるいはヒトに対する化学物質の有害性を特

定し、評価する能力を向上することができる。

/LSI.イルシ (No.59) 99.6 
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米国における活動に加え、主として日本及び

OECD加盟国の指導の下に、化学物質の内分

泌系に対する活性をスクリーニングする試み

が各国でなされている。このような状況にお

いて、各国が共通に用いることができるよう

な、確実で高感度、かつ正確な内分泌撹乱化

学物質の最終的なスクリーニング法が確立さ

れることが急務であると考えられる。

米国EPAは、先に述べた議会の要求を受け

て、内分泌撹乱物質スクリーニング及び試験

に関する諮問委員会（EndocrineDisruptor 

Screening and Testing Advisory Committee; 

EDTSTAC）を設置した。 EDSTACは、政府、

産業界、学識経験者、及び特定の利害団体の

代表で構成されており、内分泌活性を持つ化

学物質のスクリーニング戦略を示すことが要

求されている。そこで、 EDSTACは米国EPA

に対し、スクリーニングの対象としてエスト

ロゲン様作用、アンドロゲン様作用及び甲状

腺ホルモン様作用を有する化学物質を含める

こと、及びスクリーニングでは晴乳動物に加

え、鳥類、両生類、及び水生生物に及ぼす影

響も調べることを推奨した。 EDSTACが推奨

した総合的なスクリーニング計画は、二段階

の構成である。第一段階（TierI)のスクリー

ニング試験は内分泌系に作用する能力を持つ

化学物質を検出するよう設計されており、一

方、第二段階（TierII）は、第一段階で検出

された内分泌撹乱作用の確認及び特性の解明

を行い、有害性の評価に結びつけることを目

的としている。

第一段階（TierI)のスクリーニング試験実

行に先立ち、米国EPAのデータベースに収載

されているおよそ87,000にのぼる化学物質に

ついて、 EDSTACは、製造量、ヒトへの暴露

/LSI.イルシー （No.59)99.6 

の可能性、及びエストロゲン、アンドロゲン

ならびに甲状腺ホルモン受容体への結合性を

調べる大量処理予備スクリーニング（high-

throughput prescreening ; HTPS）の結果等を

含むいくつかの要素に基づいて、優先順位を

設定するよう提案している。米国の産業界も、

この優先順位を設定するという提案を歓迎し

てはいるものの、 HTPSの結果だけで一般化学

品が性急に内分泌撹乱化学物質と誤認されて

しまう危険性に対する懸念を表明している。

そのため、産業界は、 HTPSが実施されるまで

により確実な第一段階（TierI)のスクリーニ

ング法が確立されるべきであり、 HTPSで陽性

結果が得られた化学物質については、より総

合的なスクリーニング法による最終的な評価

を実施し、内分泌撹乱化学物質と性急に誤認

されたことで一般使用から除外されるといっ

た事態を防ぐ必要があると主張している。し

たがって、米国EPAの内分泌撹乱物質スクリ

ーニング計画（EndocrineDisruptor Screening 

Program; EDSP）におけるHTPSの果たす役割

とその実施については、まだ最終的な決定に

は至っていないものと考えられる。

第一段階（TierI)のスクリーニングに推奨

されている試験法には、短期 invivo試験と共

にinvitroの受容体結合試験及び転写活性試験

が含まれる。第一段階（τ'ierI)スクリーニン

グの目的は、化学物質が、エストロゲン、ア

ンドロゲンあるいは甲状腺ホルモンの受容体

システムに作用する能力を検出することであ

る。転写活性試験はアゴニスト及びアンタゴ

ニスト作用の両者を評価することが可能であ

る点で、受容体結合試験より優れており、よ

り望ましい試験法である。この試験では、外

因性化学物質の濃度の上昇に伴ってレポータ

己
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一遺伝子の発現が用量相関性のある増加を示

す場合はアゴニスト作用が、一定の用量にお

いてリガンド刺激性が減少する場合はアンタ

ゴニスト作用がそれぞれ示唆される。しかし、

レポーター遺伝子の発現は細胞毒性によって

も減少するため、アンタゴニスト作用を細胞

毒性と明確に区別することが重要である。現

在これらの試験法は産業界のいくつかの研究

機関で開発されているが、これらの試験機関

が内分泌撹乱化学物質評価に適した機関とし

て認定されるには、既知の作用を持つ複数の

化学物質を用いて標準化試験と検証試験を実

施し、一定の試験実施基準を満たしているか

どうか確認することが必要であると考えられ

る。

第一段階（TierI)スクリーニングに用いる

in vivo試験には、子宮重量試験のような短期

の動物実験が提案されている。子宮重量試験

では、無処置の未成熟雌ラットまたは卵巣摘

出成熟雌ラットを用いて、外因性化学物質が

子宮の湿重量あるいは乾重量を増加させるか

どうかを評価する。この試験法は、エストロ

ゲンが子宮内のエストロゲン受容体に結合す

ると上皮細胞の増殖や体液の吸収が促進され

（子宮水腫）、その結果子宮重量が増加すると

いう理論に基づいている。この試験法には、

エストロゲン活性の基本的な検出法として長

年にわたる実績がある。無処置の未成熟ラッ

トと卵巣摘出成熟ラットのどちらを用いた試

験系も有効であるが、無処置の未成熟ラット

を用いた場合はこれらのラットにおける正常

な性周期の開始と被験物質の影響が混同され

易いので、投与の時期が非常に重要である。

両試験法について詳細な検討が、米国、欧州

及び日本で実施されている。世界各国及びそ

l!! 

の行政機関において共通した試験法が確立す

ることの重要性は言うまでもない。

雄については、化学物質のアンドロゲン様

作用及び抗アンドロゲン様作用を検出する試

験として、 Hershbergerfu¥J験が推奨されている。

また、化学物質のアンドロゲン作用あるいは

抗アンドロゲン様作用及び甲状腺ホルモン様

作用を同時に検出する試験として、 15日間成

熟雄ラットまたは28日間思春期雄ラット反復

投与試験が提唱されている。これらの試験法

の詳細は、 EDSTAC最終報告書のAppendixL 

に記載されており、インターネットのEPAホ

ームページ（http://www.epa.gov/opptintr/

opptendo/index.htm）でも公開されている。

本稿の後半では、アンドロゲン（あるいは抗

アンドロゲン）様作用をモデルとして、内分

泌撹乱物質のメカニズムを考慮、したスクリー

ニング法の開発について考察する。精巣にお

けるアンドロゲンの生合成から標的細胞にお

けるアンドロゲンと受容体との結合に至るま

での各段階におけるそれぞれのメカニズムに

関する情報に基づいて包括的な研究に用いる

ことができるスクリーニング法を確立するこ

とが可能である。同様の戦略は、エストロゲ

ン様及び甲状腺ホルモン様作用を調べる場合

にも適用することができる。環境中の内分泌

撹乱化学物質の一般的なメカニズム 11.凶、野

生生物における内分泌撹乱化学物質の影響2

m、環境エストロゲンの雄に対する影響ω、こ

れらの化学物質のヒトにおける臨床的な位置

づけ14.17）、及びリスク評価のための研究の必

要性18）については、本稿に付した参考文献を

参照されたい。

内分泌撹乱物質スクリーニング法の

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 
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開発：アンドロゲンをモデルとして

ライディッヒ細胞レベルでのスクリーニング

雄においてはテストステロンが中心的な役

割を担っていることから、毒性物質により引

き起こされたテストステロン産生量の変化は、

雄の生殖器官の形成あるいは成熟後の生殖器

官の機能に悪影響を及ぼす可能性がある。テ

ストステロンの産生に影響を及ぼす化学物質

は、直接的にライディッヒ細胞のステロイド

合成に変化を及ぼしたり、視床下部一下垂

体－精巣の軸に間接的に作用して、黄体形成

ホルモン（LH）の産生あるいは分泌を減少さ

せることによってライディッヒ細胞に対する

ゴナドトロビンによる刺激に変化をもたらす。

LHの値が正常または上昇している状態でテス

トステロンの産生が減少している場合は、 LH

刺激性テストステロン生合成経路に変化が起

きていると考えられる。テストステロンは、

コレステロールから始まる生合成系の中で各

段階それぞれに特異的な酵素の働きにより合

成されることから、このステロイド合成経路

の障害は、問題となる酵素段階における未反

応の基質の増加あるいは反応生成物の減少と

して検出することが可能である。生化学的障

害が確認できれば、問題となる合成段階につ

いて、ラジオアイソトープで標識した一定量

の基質に様々な濃度の阻害物質を加えて生成

物の量を調べる実験（RadiometricAssay）を、

種々の基質濃度について実施することが可能

になる。得られたデータは、阻害の動態メカ

ニズム（例えば競合的、非競合的）の特定に

利用される。

Ex vivoにおけるライディッヒ細胞の機能の

評価では、毒性が予想される物質を雄ラット
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に投与し、 in vitroで精巣におけるLH刺激性

ホルモン産生を評価する。 Exvivoの試験系の

主要な利点は、親化合物自体の正常な薬物動

態と代謝を評価できる点にある。主要な欠点

は、精巣細胞を invivoに取り出して培養液で

希釈すると投与した化学物質も希釈されてし

まうため、ステロイド合成酵素に対する可逆

的な影響は見過ごされやすくなり、一般に組

織中の複数の酵素に非特異的に影響を及ぼす

ような物質しか検出することができない点で

ある。対照群の動物から採取した精巣組織を

用い、被験物質を直接培養液に種々の濃度で

添加する invitro実験によっても、評価は可能

である。この場合、対照群の動物から精巣を

採取し、 LHの十分な刺激下に種々の濃度の被

験物質を添加した培養液を用いて細胞を培養

することにより、精巣のステロイド合成に対

する被験物質の直接的な影響を評価する。

L、ずれの試験法でも、刺激が最大になる濃

度のLHの存在下及び非存在下で、テストステ

ロンの産生が直線的に変化する数時間の問、

精巣の実質組織を培養する。評価はテストス

テロン産生の最高値及びライディッヒ細胞の

LHに対する反応性について実施する。障害を

受けた酵素を特定するためには、各酵素段階

に特異的なステロイド基質を加えた培養液を

用いて、精巣の実質組織を培養する。ある特

定の酵素が阻害される場合、その酵素が関与

する反応以降に合成されるステロイド基質を

投与すれば、正常なテストステロン産生を回

復することができるが、その酵素が関与する

反応の前に合成される基質の投与では回復し

ない。培養精巣細胞によるテストステロンの

産生が培養液にcAMPを加えることによって

正常な対照レベルに回復する場合は、 LH受容

l!!. 
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体の経膜的（transmembrane）なシグナル伝

達機構の関与が示唆される。これらの試験法

は週齢の異なる動物から採取した精巣実質組

織を用いて実施することが可能なので、ある

特定のライディッヒ細胞群に及ぼす影響を個

別に評価することが可能である。ラットの生

涯を通じたライディッヒ細胞の構造と機能の

変化についてはあまり認識されていないが、

特定のライディッヒ細胞群が別の細胞群に比

較して毒性に対する感受性が高かったり低か

ったりする可能性はある。様々なライディッ

ヒ細胞群、及び特定の週齢における化学物質

の影響については、別の文献叫こ詳述されて

いる。

5一α一還元酵素 （5－α－Reductase）レベ

ルにおけるスクリーニング

テストステロンは雄における主要な循環ア

ンドロゲンであるが、ある種の標的臓器中で

はテストステロンはより活性の高いアンドロ

ゲンである5一αージヒドロテストステロン

(DHT）に酵素的に還元されている。ウサギ、

ラット及びヒトの外性器の原基及び発生期の

前立腺を含む発生期の生殖器官（即ち、尿生

殖洞）では、テストステロンをDHTに変換す

る酵素である5一αー還元酵素（タイプ2）の

酵素活性が高い20.2九これとは対照的に、発

達中の胎仔における発生期のヴォルフ管では

5一α一還元酵素の活性は低いことから、外性

器及び前立腺の正常な分化と組織形成はDHT

に依存しており、ヴォルフ管から派生する組

織（精巣上体、精嚢、及び精管）の分化はテ

ストステロンに依存していると考えられる。

この結論は、 5－αー還元酵素が欠乏した雄で

は、外性器が不明瞭であったり前立腺が欠如

己

しているか、または触診で確認できなかった

りするが、精巣上体、精嚢、及び精管の発達

は正常であることからも支持される22，紛。

5一αー還元酵素の活性または発現を阻害す

る環境内分泌撹乱化学物質を胎仔の発生時期

または雄の生殖器官の分化期に暴露すると、

5一αー還元酵素欠乏症と同様の表現形を示す

ことが予測される。一般に催奇形性試験で5-

α一還元酵素阻害が疑われた場合、その被験

物質の直接的な酵素活性阻害作用は、放射能

標識した基質が酵素的に転換されて放射能を

持つ反応生成物を生ずるか否かを調べる放射

能酵素検定（RadiometricEnzyme Assay）に

よって確認する。酵素活性に対する直接的な

影響を評価する際には、数段階の基質濃度を

設定してそれぞれに数用量の被験物質を同様

に暴露する invitroの阻害動態試験（阻netic

Inhibition Study）が最も適している24）。これ

らの試験法では、被験物質の酵素結合部位に

対する見かけ上の親和定数（Ki）に関する情

報と共に、基質の見かけ上の結合親和性（Km)

及び見かけ上の触媒部位の数（Vmax）に対す

る被験物質の直接的影響を評価する。また、

被験物質を動物に投与後、精巣上体、精嚢、

及び精管を摘出し、被験物質の暴露による5-

α一還元酵素活性に対する影響を exvivoで評

価することもできる。これらの exvivo実験は、

一般に、飽和状態に近い濃度の基質を用いて

実施された5一α－還元酵素の発現に対する被

験物質の影響を評価する単一の用量での実験

であることを忘れてはならない。即ち、被験

物質の暴露によって供試組織における酵素の

分子数が変化するか否かを調べるということ

である。理想的には、どちらのタイプの試験

も、生殖毒性のメカニズムとして5一α一還元
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酵素活性阻害の可能性が示唆された化学物質

について実施するべきである。 Nukuiによる

最近の研究成果25）は、前立腺癌の治療を受け

ている患者から採取したヒトの組織を用いた

in vitro及び、 exvivoの試験法の利用に関する良

い事例である。 5一α一還元酵素活性を阻害す

る環境化学物質は、去勢した後にテストステ

ロンの補充を受けた成熟雄ラットを用いる

Hershberger型の試験の実施により、腹部前立

腺の萎縮として検出できるものと考えられる。

アンドロゲン受容体レベルでのスクリーニング

スクリーニングの目的には、遺伝子操作に

Cell 

より組換え蛋白として合成するか、もしくは

適切な動物組織から調製したアンドロゲン受

容体のいずれかを用い、被験物質がある用量

において受容体に結合する天然リガンドを置

換する能力と、その物質の受容体に対する相

対的な結合親和性を評価することができる。

これらの試験法では、放射能標識したリガン

ドの濃度をKd値付近に一定に保ち、競合する

被験物質を加えて放射能標識リガンドを置換

してLEく。 ICsoの値は、受容体から50%の放

射能標識リガンドを置換する被験物質の濃度

として計算する。相対的結合親和性（RBA)

は被験物質のICso値を放射能標識天然リガン

Harvest Cell Lysate 

Measure in Luminometer 
(Luminescence is Related to Hormone Activity) 

図1.レポータ一遺伝子試験法略図

対象となるホルモン受容体（HR）を発現している細胞にレポーター・プラスミドをトランスフェク卜する。ホルモン

(H）を加えるとHはHRと結合し、そのコンフォーメーションが変化することによって受容体のニ量体が形成される。こ

のニ量体は、 DNAのホルモン反応要素（HRE）と結合する。ニ量休となった受容体は、特異的な転写因子の補充を促進

し、下流のレポーター遺伝子（ルシフエラーゼ； LUC）の転写を引き起こす。 LUCmRNAは機能蛋白の合成を促し、こ

のルシフエラーゼが発光するので酵素検定で容易に測定することができる。発光量は、ホルモン作用と相関している。

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 Lと
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ドのIC5oで、除して求める。一般には、この値

に100を掛け、 100に相当する天然リガンドに

対するRBAとして表す。複数の被験物質の

RBA値を比較することにより、相対的な強度

を求めることができる。しかし、結合性試験

の結果からは、受容体結合の因果関係（即ち、

アゴニスト作用であるか、アンタゴニスト作

用であるか）は推し量ることができないこと

を認識しておかねばならない。それらの作用

を調べるには、レポーター遺伝子試験が適し

ており、転写を活性化または阻害する化学物

質を高い感度で検出することができる。

日南乳動物の核内ホルモン受容体が介在する

遺伝子転写過程において、化学物質による転

写活性化作用もしくはリガンドが促進する転

写を但害する作用を検出するためには、一般

にレポーター遺伝子試験が実施される。この

前提となっているのは、核内ホルモン受容体

はリガンドと結合するとそのコンブォーメー

ションが変化し、その結果DNA上の特定部位

に結合して下流にある遺伝子の転写が活性化

されるという事実である。アッセイの便宜上、

下流に挿入するレポーター遺伝子は簡便かっ

正確に定量することができる蛋白質（例えば

ルシブエラーゼ）をコードするものを選ぶ。

このアッセイでは、様々なリガンドや化学物

質が、受容体に結合することによってレポー

ター遺伝子の転写を活性化もしくは回害する

可能性を検定する。レポーター遺伝子試験で

は、アゴニスト作用（被験物質のみを暴露）

及びアンタゴニスト作用（刺激となるリガン

ドと被験物質を同時暴露）の両者を評価する

ことができる。レポーター遺伝子は、一時的

に細胞に導入して数日間使用することも可能

であり、また細胞のゲノムDNAに安定的に組

Lど

み込み永久的に使用することも可能である。

これらの試験法は、これまでに抗アンドロゲ

ン作用を持つ環境化学物質の検出に利用され

てきている。

以上、ここに解説した試験法から総合的に

言えることは、感度の高い特異的なスクリー

ニング法の開発に利用することのできる内分

泌撹乱化学物質の作用メカニズムを入念に研

究する必要があるということである。内分泌

毒性という新しい分野の科学の進歩につれて、

核内ホルモン受容体に対する基本的な理解が

深まり、今日及び未来の世代のためにより安

全な環境を確保することができるようになる

と確信している。

＊翻訳 日本モンサント（株） 武居綾子

監修（財）残留農薬研究所青山博昭先生
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ILSI奈良竃性病理セミナー
一神経泰一

奈良県新公会堂にて開催1999年5月19～21日

動物実験を手がける研究者がもち寄る実験データにもとづく情報交換と、圏内・国外の権威あ

る専門の先生方によるシンポジウムおよび、病理組織スライドセミナーとパネルテrイスカッショ

ンを中心に、日常の実務に応用しうる内容のプログラム。

本セミナーは日本毒性病理学会の認定制度の公認行事です。

なお、本セミナーの詳しい報告は次号に掲載の予定です。

シンポジスト
三森田敏国立医薬品食品衛生研究所

前川昭彦財団法人佐々木研究所

福田 隆浩東京慈恵会医科大学

招待シンポジス卜によるシンポジウム

参加者による症例・研究発表

招待講師による実験動物病理組織スライド

セミナーおよびパネルディスカッション

プログラム

第 1日午前

午後

第 2・3日

セミナー講師

Andrew S. Fix, D.弘 M.,Ph.D. 
Proctor and Gamble Co. (USA) 

Carol W. Johns。n,D.V.M., Ph.D. 
Pharmacia & U同ohn,Inc. (USA) 

Ge。rgJ. Krinke, M.机Dr.,CSc., 
Novartis AG (Switzerland) 

Peter F. Moore, B. V.Sc., Ph.D. 
University of California (USA) 
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組織委員会
委員長小西陽一
委 員 D.L.ダングワース

榎 本 員

藤原公策
林 裕造
石 川隆俊
伊東信行
U.モ ー ア
田原栄 一
高 山昭三 Charles G. Pl。pper,Ph.D. 

University of California (USA) 

Andreas Zurbriggen, M.机D民， Ph.D.
University of Bern (Switzerland) 

、一………

奈良県立医科大学／ILSl研究財団／

日本国際生命科学協会（ILSIJAPAN) 

奈良市／日本毒性病理学会／

日本製薬工業協会

（財）奈良コンベンションビュー口一

主催

後援

協賛
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発刊の8知Sせ
『糖類の栄養・健康上の諸問題』

Nutritional Health Aspects of Sugars 

Proceedings of workshop held in Washington, D.C., May 2・5,1994

1994年ワシントンで開催されたワークショップ「NutritionalHealth Aspects of Sugars」のプロ

シーデイングスがILSIJapan砂糖研究会により翻訳出版されました。このプロシーデイングスは、

糖類の栄養や健康上の諸問題について第一線で活躍している研究者達がレビューと討議を重ねて

完成したもので、アメリカの学会誌AmericanJournal of Clinical Nutritionに掲載されました。糖類

に関する科学的な論文集として非常に優れたものであり、多くの最新の情報が様々なコメントを

交える形で掲載されています。近日中に会員の皆様方に一部ずつお送りする予定です。

一目次－
序文 木村修一

Preface FM Clydesdale 

はじめに Introduction 
1986年にFDAが報告した炭水化物系甘味料に関する評価の概要：共通の定義と将来のための推奨事項
Perspective on the 1986 Food and Dru? Administration assessment of the safety of carbohydrate sweeteners: 
uniform definitions and recommendations for future assessments. 

食品利用と消費パターン Food uses and consumption patterns 
糖類の機能性：食品中での物理化学的相互作用
Functionality of sugars: physiochemical interactions in foods. 

糖類の消費量
Consumption of sugars. 

糖類・甘味と食物摂取量
Sugars, sweetness, and food intake. 

生理的効果 Physiologic effects 
糖類の消化と代謝
Digestion and metabolism of sugars. 

糖類と血糖調節
Sugars and blood glucose control. 

糖類の代謝と身体運動
Metabolism of sugars and physical performance. 

行動および精神能力に及ぼす糖の影響
Effect of sugars on behavior and mental performance. 

ヒトにおける食事中の糖類と脂質代謝
Dietary sugars and lipid metabolism in humans. 

糖と体重の調節
Sugar and body weight regulation. 

口の健康における糖類の栄養学的役割
Nutritional role of sugars in oral health. 

食事性ショ糖が生物学的老化に及ぼす影響
Influence of dietary sucrose on biological aging. 

要約 Summary 
Summary 

~ 

WH G/insmann and YK Park 

EA Davis 

M Gibney, M Sigman-Grant, JL Stanton Jr, and DR Keast 

GH Anderson 

DAT Southgate 

TMS Wolever and J Brand Miller 

WM Sherman 

JW White and M Wolraich 

KN Frayn and SM Kingman 

JO Hill and AM prentice 

KG Konig and JM Navia 

RB McDonald 

B Schneeman 
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会員の異動（敬称略）

入会

入会年月日 羊一一五

デュポン（株）

皇室

農業製品事業部1999.2.9 

1999.4.15 花王（株）

安it年耳目 主t 穿3

1999.3.18 コ栄源、
エフ・エフ・アイ（株）

1999.4.1 大正製薬（株）

1999.4.1 日清製粉（株）

く事務局新体制〉

オプティマムクオリティグレイン
企画・広報（バイオテクノロジー）担当

笠井美恵子

ヘルスケア研究所副所長
安川拓次

理事の交代

新 ｜日

学術部長 取締役学術部長
古川宗一 上山恒雄

取締役 取締役企画部長
セルフメディケーション 成富正温
事業グループR&D担当
相原弘和

基礎研究所所長 製粉研究所所長
竹谷光司 野口軍喜

去る5月末日をもちまして、永年本協会の発展に尽力してこられました桐村二郎事務局長および

麓大三事務局次長が退任されました。

6月1日からは、福富文武事務局長、大塩浩事務局次長、また、部会活動のコーディネーターとし

て、倉沢埠伍事務局次長（科学担当）が赴任されました。新しい事務局体制は次の通りです。

事務局長（総括）

事務局次長（総務担当）

事務局次長（科学担当）

事務局（総務）

事務局（編集）

事務局（砂糖研究プロジェクト）

事務局（「栄養とエイジングj事務局）

事務局（編集）
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福富文武

大塩 浩

倉沢埠伍

池畑敏江

大 沢満里子

木村美佳

秋田滋子
日野哲雄（非常勤）
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1月13日

1月13日

1月13日

1月22日

1月31日

2月1日

2月5日

2月9日

2月10日

2月10日
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日本国際生命科学協会活動日誌
( 1 99 9年 1月1日～ 3月31日）

編集部会 於： ILSIJAPAN

「ILS I・イルシーJ58号の校正及び59号の掲載内容の検討。

第3回「栄養と工イジングJ国際会議・プログラム委員会

於：昭和女子大学

国際会議関係予算、広報、 2ndサーキュラーについての検討及び関係官庁に

対する後援名義申請についての打ち合わせ。

ILS l本部総会出席者打ち合わせ会 於：昭和女子大学

本部総会に先立ち、出席者の顔合わせ及び事前打ち合わせを行い、

「ILS I・イルシー」に掲載する総会報告の分担等を決めた。

ILS l本部総会出席者出発

会長、林本部理事及び事務局出発。

本部総会出席者帰国

バイオテクノ口ジー研究部会（P.A.) 於： ILSIJAPAN

食品衛生調査会、表示懇談会の状況報告及び食安協受託調査内容の審議。

編集部会 於： ILSIJJぜ'AN

「ILS I ・イルシー」 58号の校正。

将来展望小委員会 於： ILSIJAPAN

本部総会報告及びILSIJAPANの今後についての討議。

編集部会 於： ILSIJAPAN

「ILS I ・イルシ－J 58号の最終校正。

ライフサイエンス研究委員会・企画部会 於： ILSIJAPAN

各研究部会の活動報告及び今後の活動計画に関する討議。

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 
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2月17日

2月17日

2月17日

2月22日

2月23日

2月23日

2月25日

2月25日
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砂糖研究部会 於：昭和女子大学

翻訳原稿の校正及び第4回砂糖研究会についての打ち合わせ。

国際協力委員会 於：サントリー

Codex関係事項の報告及び本部総会報告並びに1999年の、活動計画につき討議。

ED C研究部会 於：サントリー

ILS I本部総会報告及び本部、支部との情報交換に関する検討。

バイオテクノ口ジー研究部会（P.A.)

食安協受託調査内容の審議。

会計監査

於： ILSIJAPAN

於： ILSIJAPAN

川崎監事により、 1998年度事業報告（案）、決算報告書（案）及び関係書類に

ついて監査を実施。

健康表示研究部会（運営委員会） 於：カルピス

報告書作成に関する進捗状況及び本部総会出席についての報告並びに講演会企画

に関する討議。

第 4回砂糖研究会 於： KK Rホテル

1998年度砂糖に関する調査、研究事業について、研究協力者の各大学研究者より、

それぞれ担当する研究について報告を行い、その結果に関する討議。

1999年度第 1回理事会（総会） 於：国際文化会館

1998年度事業報告（案）、同決算報告書（案）について審議、承認の他、 ILSI 

本部総会出席報告、各委員会及びライフサイエンス研究委員会傘下の各研究部会の

活動状況報告と今後の活動計画等について報告、討議。

「おいしさの科学jフォーラム

1. 場所：国際文化会館・講堂

2. 演題及び講師：

「食の調節と昧覚修飾因子：肥満抑制物質、唾液タンパク質、食物中の脂肪」

朝日大学 二ノ宮裕三先生

「テクスチャーの数値化から感性科学に向けて」

京都大学 森友彦先生

3. 参加者： 75名
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3月2日

3月5日

3月16日

3月19日

3月25日

3月26日

January 13 

-B1je-c'5C1；面否吾－＆ 2.両 方／£7石FB1fo 

砂糖研究部会 於：昭和女子大学

翻訳原稿の最終校正及び1998年度事業報告書に関する検討。

編集部会 於： ILSIJAPAN

「ILS I ・イルシー」 59号の編集及び60号の掲載内容の検討。

将来展望委員会 於： ILSIJAPAN

ILSIJAPANの将来展望計画の実現に向けての討議及び運営委員会の編成についての

討議。

茶類研究部会 於：学士会館

本部総会報告及びBIBRA翻訳完了報告並びに茶類関連用語に関する討議。

バイオテクノロジ－研究部会 於：アジエス

農水省の食品表示問題懇談会小委員会及び ILS Iタイ・シンポジウムに関する報告。

栄養強化食品研究部会

1. セミナー

1 ) 日時： 3月26日（金） 10-12時

2）場所：昭和女子大学

3）演題及び講師

「血液の基本及び貧血について」

群馬大学医学部 村上博和先生

2. 研究部会

同日午後、同所において、“本部及び各支部におけるプロジェクト進捗状況”

に関する検討。

Record of ILSI JAPAN Activities 

January 1 through恥.farch31, 1999 

Editorial Committee, at ILSI Japan: 

Editing “ILSI" No. 58 and discussion on contents of “ILSI”59 

January 13 

0E 

Program Committee of the 3rd International Conference on“Nutrition and Agingぺ
at Showa Women’s University: 

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 
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Budget and PR activities for the conference and 2nd circular were discussed. 
Support from the relevant government agencies was also discussed. 

January 13 
Preparing meetings for the Annual Meeting of ILSI International; at Showa 
Women’s University: 
Expected attendants of the Annual Meeting of ILSI International met. 

January 23～28 
The Annual Meeting of ILSI International, in the Bahamas: 
16 members including Dr. Kimura, President of ILSI JAPAN and Dr. Hayashi, 
a member of the Board of Trustees attended the meeting. 

February 1 
Task Force on Biotechnology (P.AよatILSI Japan: 
Activities of the MHW’s Food Safety Council and the MAFF Labeling Committee 
were introduced. 
Report for the government granted project was reviewed. 

February 5 
Editorial Committee, at ILSI Japan: 

Editing“ILSI”No. 58 

February 9 
ILSI Japan Perspective Committee, at ILSI Japan: 
There was a report of the Annual Meeting of ILSI International. 
Discussion on ILSI Japan’s future prospects. 

February 10 
Editorial Committee, at ILSI Japan: 
Final proof reading of “ILSI”No. 58 

February 10 
Planning Committee of Life Sciences Research Committee, at ILSI Japan: 
Report on the activities of each task force during 1998 and discussion on the activity 
plans for future. 

February 16 
Task Force on Sugar, at Showa Women’s University: 
Proof reading of the translated manuscript and discussion on the 4th Research Committee 
on Sugar 

February 17 
ICC Committee, at Suntory: 
Report on Issues regarding Codex and the Annual Meeting of ILSI International 
Discussion on the activity plans for 1999 

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 ~ 
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February 17 
Task Force on Endocrine Disrupting Chmicals, at Suntory: 
Report on the Annual Meeting of ILSI International and discussion on the communication 
among ILSI entities 

February 17 
Task Force on Biotechnology (P.AよatILSI Japan: 
Report for the government granted project was reviewed. 

February 22 
Account Audit, at ILSI Japan: 
The auditor, Kawasaki, checked the 1998 annual report (draft), financial statements (dra白）
and related documents for audit. 

February 23 
Steering Committee of Task Force on Functional Foods, at Calpis: 
The progress of preparation for the report and the Annual Meeting of ILSI International 
were reported. 
A plan for a lecture meeting was discussed. 

February 23 
The 4th Research Committee on Sugar, at KKR Hotel: 
Member researcher made reports on their research on sugar in 1998 and discussed. 

February 25 
The 1st General Assembly Meeting in 1999, at the International House of Japan: 
The 1998 annual report ( dra自） and financial statements ( dra白） were reviewed and approved. 
Reports from the ILSI Annual Meeting and activities and future programs of committees 
and task forces belonging to the Life Sciences Research Committee were also presented. 

February 25 
The 8th Seminar of ILSI Japan “Science of Good Flavor" Forum 

1. Place: the International House 
2. Subjects & Lecturers: 

*Regulation of the Food Intake through Modification of Taste Responsiveness 
: Leptin, Salivary Proteins, Fatty Acids 

Dr. Yuzo Ninomiya, Asahi University School of Dentistry 
*Developments of Texture Measurement and Sensory Science 

Dr. Tomohiko Mori, Kyoto University 
3. Participants: 75 

March 2 
Task Force on Sugar, at Syowa Women’s University: 
Final proof reading of the translated manuscripts and review on the 1998 activities report 

March 5 
Editorial Committee, at ILSI Japan: 

Editing “ILSI”No. 59 and discussion on contents of “ILSI”60 
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March 16 
ILSI Japan Perspective Committee, at ILSI Japan: 
Discussion on how to execute perspective plans of ILSI Japan 

Establishment of ILSI Japan’s Steering Committee was also discussed. 

March 19 
Task Force on Tea, at Gakushi Kaikan: 
The result of the Annual Meeting of ILSI International and completion of the translation 
of the BIBRA manuscripts were reported. 
Technical terms on tea were discussed. 

March 25 
Task Force on Biotechnology, at AJIES: 
Report on the Subcommittee of the Labeling Issue organized by MAFF and the symposium 

held by ILSI Thailand. 

M訂ch26
Task Force on Food Fortification 

1. Seminar 
1) Date & Time: Friday, March 26 from 10:00 to 12:00 
2) Place: Showa Women’s University 
3) Subjects & Lecturers: 
*Blood & Anemia 

Dr. Hirokazu Murakami, Gunma University, Medical School 
2. Meeting 

Discussion on the progress of the project in ILSI International and each branch 

i1>"z: ... 
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ILSI JAPAN 出版物

く定期刊行物〉
＊印：在庫切れ

01 LS I JAPA N機関誌

（食品とライフサイエンス）

No. 1～No. 30 

（内容・在庫等については事務局にお問い合わせ下さい）

(IL S I・イルシー）

No. 31 特集 新会長就任挨拶、栄養とエイジング研究の方向性

No.32 特集

No. 33 特集

No.34 特集

No. 35 特集

No.36 特集

No.37 特集

No.38 特集

No. 39 特集

No.40 特集

No.41 特集

No.42 特集

No.43 特集

No.44 特集

No.45 特集

No.46 特集

No.47 特集

No.48 特集

No.49 特集

No.SO 特集

エイジング研究とクオリテイ・オブ・ライフ

委員会活動報告

化学物質の安全性評価、「エイジングと栄養J公開研究集会

魚介類油脂の栄養、委員会活動報告

エイジングと脳の活性化、「毒’性学の将来への展望」シンポジウム

エイジングのメカニズムについて、委員会活動報告

「バイオテクノロジ一応用食品国際シンポジウムj

本部総会報告、脳の生理機能と老化について

ILSI奈良毒性病理セミナ 第2シリ ズ、百歳老人のための食生活

米国における栄養表示と栄養教育の現状と問題点、食物とアレルギ一

HACC Pシステムのコンセプトと実例、食物とアレルギー、 ILSI常任理事会

第2回「栄養とエイジングJ国際会議開催に向けて、

食品流通の国際化と PL問題対応策としてのHACC Pシステム

世界の老化研究の動向、食生活の不安とマスメディア

第2回「栄養とエイジング」国際会議開催

第2回「栄養とエイジング」国際会議概況報告

本部総会報告、委員会活動報告

新会長就任挨拶、脂質関連の栄養と機能性食品の考え方、

栄養表示の国際的な流れとわが国の法改正のポイント

委員会・部会活動報告、第 1回「おいしさの科学jフォーラム

第l回「おいしさの科学」フォーラム、シンポジウム「砂糖をどう評価

するかj、討論会「歩きはじめたバイオ食品」速報

日本における機能性食品の現状と今後、第2回「おいしさの科学jフォ

ーラム、討論会「歩きはじめたバイオ食品J詳報、「高齢化と栄養」セ

ミナー

No. 51 特集 第3回「おいしさの科学jフォーラム、水の安全性、ダイエタリー・

ガイドライン、 IFI Cの活動

*No. 52 特集 遺伝子組換え食品、 CODE X規格、第4回「おいしさの科学」フォーラム

~ 凶作シー（No.59)99.6 
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*No. 53 特集 第5回「おいしさの科学」フォーラム、シンポジウム「砂糖をどう評価するか

－こころと砂糖 J、講演会「油脂の栄養と健康J、バイオテクノロジー研究

部会報告

No.54 特集 本部総会報告、「栄養と免疫j会議、第6回「おいしさの科学」フォーラム、

「油脂の栄養と健康J、「食品汚染微生物と腸内菌叢j各講演会報告

No. 55 特集 日本における機能性食品の現状と課題、内分泌かく乱物質の新しい検出法、

第2回高松宮妃がん研究基金国際ワークショップ報告、食品微生物への組換え

DN A技術の応用を考える（ 2 ) 

No.56 特集 第3回「栄養とエイジングj国際会議に向けて、第7回「おいしさの科学jフォ

ーラム、「遺伝子組換え体由来食品の検証技術jに関する国際ワークショップ

報告及びバイオテクノロジー研究部会の見解

No. 57 特集 茶の健康上有益な効果 (1）、遺伝子組換え食品の表示に関する動きと ILSIJapan 

の対応、食品微生物への組換えDN A技術の応用を考える（3) 

No.58 特集 茶の健康上有益な効果（2）、茶と健康の最先端セミナー、機能性食品セミナー、

食品微生物への組換えDNA技術の応用を考える（ 4) 

No.59 特集 第3回「栄養とエイジングJ国際会議開催、本部総会報告、第8回「おいしさ

の科学Jフォーラム、 ED C講演会

0栄養学レビュー（NutritionReviews日本語版） （株）建吊社から市販。（季刊）

第 l巻～第5巻までの内容については、事務局にお問い合わせ下さい。

第6巻

第 l号 人体における高カルシウム食の有害な影響、米国における食品の栄養強化

第 2号 エネルギ一代謝と体重調節へのアルコールの影響、ラテンアメリカにおける隠れた

栄養失調

第 3号 女性の食物摂取と気分、食事パターンと高血圧 DAS H研究、米国科学アカデ

ミー特別報告（栄養摂取基準量）

第4号健康的な地中海型伝統食、ヨーロッパ各国の栄養政策の比較、

機能性食品の健康強調表示のための科学的評価基準を確立する提案

第7巻

第 l号 女子大学生の食事，活動，およびその他の健康にかかわる習慣、潰傷性大腸炎にお

ける短鎖脂肪酸、栄養と自己免疫疾患

第 2号 肥満の流行は世界的な現象、カリウムと高血圧症、魚の消費と心臓病による突然死

の危険性

第 3号 香味の初期体験、生体におけるカロテノイドの酸化促進作用、食事脂肪， トランス

酸と冠動脈心疾患の危険性

栄養学レピ、ユー／ケロッグ栄養学シンポジウム 「微量栄養素J－現代生活における役割一

栄養学レピ、ユー／「運動と栄養J－健康増進と競技力向上のために一

栄養学レピ、ユー／ネスレ栄養学会議「ライフステージと栄養J
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く国際会議講演録＞

「安全性評価国際シンポジウム講演録J
「ノT4’オテクノロジ一国際セミナー講演録j ＊ 

「高齢化と栄養J（第2回「栄養とエイジング」国際会議講演録）（株）建吊社から市販。

「栄養とエイジングJ（第 1回「栄養とエイジングJ国際会議講演録）（株）建吊杜から市販。

「ノtイオ食品一社会的受容に向けて－J （バイオテクノロジ一応用食品国際シンポジウム

講演録）

く研究委員会報告書等＞

0ワーキング・グループ報告シリーズ

No. 1 「食品添加物の摂取量調査と問題点J
No. 2 「子供の骨折についての一考察」

No. 3 「食生活における食塩のあり方（栄養バランスと食塩摂取）J
No. 4 「砂糖と健康」

No. 5 「食と健康j ＊ 

No. 6 「日本人の栄養J
No. 7 「油脂の栄養と健康」

0研究委員会報告書

「パーム油の栄養と健康」（「 ILSI・ イルシーj別冊 I) 

「魚介類脂質の栄養と健康」（「ILS I・イルシー」別冊 II)

「畜産脂質の栄養と健康J（「 ILSI・ イルシ－J別冊 IV)

「魚の油ーその栄養と健康 」

「加工食品の保存性と日付表示－加工食品を上手においしく食べる話－J
（「ILS I ・イルシーj別冊 III)

「バイオ食品の社会的受容の達成を目ざして」

くその他出版物＞

or Ls Iライフサイエンス シリーズ

No. 1 「毒性試験における細胞培養J(U.モーア）

No. 2 「Ec Cにおける食品法規の調和」（G. J.ファンエシュ） ＊ 

No. 3 「AD I J ( R. ウォーカー）

No. 4 「骨粗繋症」（B. E. C. ノールデイン、 A. G.ニード）

No. 5 「食事と血柴脂質パターンJ(A. ボナノーム、 S.M. グランデイ）

0最新栄養学（第5版～第7版）

”Present Knowledge in Nutrition, Vol.5～Vol.7の邦訳本が、（株）建吊社から市販。
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0世界の食事指針の動向 （株）建吊社から市販。

0バイオテクノロジーと食品 （株）建吊社から市販。

OF AO/WHOレポート「バイオ食品の安全性J（株）建吊杜から市販。

0「ILS I砂糖モノグラフシリーズ」

－糖と栄養・健康新しい知見の評価

－甘味生物学的、行動学的、社会的観点

．う触予防戦略

・栄養疫学可能性と限界

0糖類の栄養・健康上の諸問題

/LSI.イルシ一 （No.59)99.6 !!!:: 
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会長 木村修一

副会長 粟飯原景昭
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。 戸上貴司

※ 
，〉 山野井昭雄

※ 

本部 役 員 林 裕造

監事 川崎通 昭

名誉顧問 角 田俊直

// 山本 康

顧問 馬場久高男

理事 光田博充

// 清水俊雄

~ 
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日本国際生命科学協会会員名簿
[ 1 9 9 9年6月 10日現在］

昭和女子大学教授

干154-8553 東京都世田谷区太子堂1 7 57 

前・大妻女子大学教授

干180-0004 東京都武蔵野市吉祥寺本町4 9 1 

奈良県立医科大学教授

干634・0813 奈良県橿原市四条町84 0 

雪印乳業（株）技術顧問

干160-8575 東京都新宿区本塩町 13 

日本コカ・コーラ（株）取締役上級副社長

〒150・0002 東京都渋谷区渋谷4-6-3

味の素（株）代表取締役副社長

干104-8315 東京都中央区京橋 1 1 5 1 

03-3411-5111 

0422-21-2745 

07442-2-3051 

03-3226-2407 

03-5403-4661 

03-5250-8303 

北里大学薬学部教授 0427・46・3591

干228-0801 神奈川県相模原市鵜野森1 30 2 711 

高砂香料工業（株）総合研究所役員待遇専任部長 0463-25-2146 

干254-0073 神奈川県平塚市西八幡 1-4-11

味の素（株）常任顧問 03-5250-8304 

干104-8315 東京都中央区京橋 1-15-1

キリンビール（株）顧問 03-5540-3403 
干104-8288 東京都中央区新川 2-10-1

（財）食品産業センター理事長 03-3716-2101 

干153・0051 東京都目黒区上目黒3-6-18 TYピル

アサヒ飲料（株）飲料研究所所長 0297-46-1531 

干302-0106 茨城県北相馬郡守谷町緑1-1-21

旭化成工業（株）食品研究所部長 0558-76-7157 

干410・2318 静岡県田方郡大仁町白山堂443-1

※印：本部理事
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理事 久保文征 旭電化工業（株）理事食品開発研究所長 03-3892-2110 

干116-8553 東京都荒川区東尾久8 4 -1 

’切 福江紀彦 味の素（株）理事品質保証部長 03-5250-8289 

干104-8315 東京都中央区京橋 1-15-1

。 井村直人 味の素ゼネラルフーヅ（株）研究所長 0593-82-3186 

〒513・8632 ＝重県鈴鹿市南玉垣町6410

今 高木紀 子 （株）アルソア本社アルソア R&Dセンター C0 L 0551-20-5000 

〒408-8522 山梨県北巨摩郡小淵沢町29 6 1 

イ伊 角田 隆巳 （株）伊藤圏中央研究所部長 0548-54-0311 

干421-0516 静岡県榛原郡相良町女神 21 

,,,, 鈴木嘉 之 エーザイ（株）食品化学事業部長 03-3817-3781 

干112・8088 東京都文京区小石川 5-5-5

,,,, 近藤 征男 塩水港精糖（株）取締役糖質研究所長 045-501-1292 

干230・0053 横浜市鶴見区大黒町 13 -4 6 

,,,, 清水精 一 大塚製薬（株）製品部プロダクトマネジャー 06-6441-6645 

〒530-0005

大阪市北区中之島6-2-40 中之島インテス15陪

イシ 岸野克 己 小川香料（株）取締役フレーパー開発研究所所長 03・3900・0155

干115-0055 東京都北区赤羽西6-32-9

イシ 安川拓次 花王（株）ヘルスケア研究所副所長 03司 5630-7265

干131-8501 東京都墨田区文花2 1 3 

今 大藤武 彦 鐘淵化学工業（株）食品事業部技術グループ 06-6226-5252 

干530-8288 大阪府大阪市北区中之島 3-2-4

か 笹山 堅 カルター・フードサイエンス（株）会長 03-5381-3926 

干160-0023

新宿区西新宿6-12-1パークウエスト9F

，〉 平原恒 男 カルピス（株）常勤顧問 03-3780-2120 

干150-0021 東京都渋谷区恵比寿西2-20-3

＃ 石井茂 孝 キッコ｝マン（株）取締役研究本部長 0471-23-5506 

干278-0037 千葉県野田市野田 39 9 

今 小岩洋 一 協和発酵工業（株）食品企画開発部部長 03-3282-1547 

干100-8185

東京都千代田区大手町1-6一l大手町ピル

砂 君塚洋司 キリンピール（株）品質保証部長 03-5540-3469 

干104・8288 東京都中央区新川 2-1 0 1 
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理事 本野 盈 クノール食品（株）取締役商品開発研究所長 044-811-3117 

〒213-8505

神奈川県川崎市高津区下野毛2-12-1

イシ 古川宗一 コ栄源エフ・エフ・アイ（株）学術部長 06-6333-0521 

干561・8588 大阪府豊中市＝和町 1-1-11

今 松本 清 三共（株）特品開発部部次長 03-3562-7538 

〒104-0061 東京都中央区銀座2-7-12

今 浦谷 宏 サントリー（株）生産研究推進部 03-3470-1137 

干107-8430

東京都港区元赤坂 1-2-3

今 熊野 可 丸 （株）資生堂取締役研究開発担当 製品開発センター長

干223-8553 神奈川県横浜市港北区新羽町 10 5 0 045-542-1331 

。 高久 肇 昭和産業（株）総合研究所取締役所長 0474-33-1245 

干273-0015 千葉県船橋市日の出 2-20-2

。 宮垣 充 弘 白鳥製薬（株）千葉工場常務取締役 043-242-7631 

干261-0002 千葉県千葉市美浜区新港 54 

。 相原弘和 大正製薬（株）取締役セルフメデイケーション 03-3985-1111 

事業グループ ・R&D担当

干170-8633 東京都豊島区高田 3-24-1

I'/ 山 崎義文 太陽化学（株）代表取締役副会長 0593-57-1188 

〒510-8580 三重県四日市市赤堀新町9 5 

命 長 沢善雄 大和製纏（株）顧問 03帽 3272-0576

〒103-8240 東京都中央区日本橋2 1 -1 0 

I'/ 黒 住精二 帝人（株）医薬企画部長 03-3506-4112 

干100-8585 東京都千代田区内幸町2-1 1 

I'/ 笠井美恵子 デ、ユポン（株）農業製品事業部 03-5434-6349 

オプティマムクオリテイグレイン 企画・広報担当

〒153-0064 東京都目黒区下目黒 1-8-1 アルコタワー

。 藤木隆二 東和化成工業（株）取締役社長 03-3243-0041 

〒104・0028 東京都中央区八重洲 2-8-7

。 村上英彦 （株）ニチレイ取締役技術開発センタ一所長 043-248-2107 

干261・0002 千葉県千葉市美浜区新港9番地

。 越智 宏 倫 日研フード（株）代表取締役会長 0538-49-0122 

干437-0122 静岡県袋井市春岡 72 3 1 

。 小j畢 修 日新製糖（株）商品開発部部長 03-3532-2887 

〒135-8570 東京都江東区豊洲4-9-11
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理 事 竹谷光司 日清製粉（株）基礎研究所長 0492-67-3910 

干356-8511 埼玉県入間郡大井町鶴ヶ岡 5-3-1

,,,, 藤川琢馬 日清製油（株）研究所主席 0468-37-2460 

干239-0832 神奈川県横須賀市神明町 1番地

，〉 橋本正子 日本ケロッグ（株）消費者広報室室長 03-5354-1333 

干163-1436 東京都新宿区西新宿 3-20-2

東京オペラシティピル 36階

,,,, 
雛本恵 子 日本コカ・コーラ（株）学術調査マネジャー 03-5466-6717 

干150-0002 東京都渋谷区渋谷2 1 1 -8 

ク 貝沼征四郎 日本食品化工（株）研究所長 0545-53-5995 

干417-8530 静岡県富士市田島 30 

R》 内野敬二郎 日本製粉（株）中央研究所主任研究員 0462-22-6963 

干243-0033 神奈川県厚木市温水2114-2

,,,, 羽多 賓 日本ハム（株）常務取締役中央研究所担当 0298-47-7811 

〒300-2646 茨城県つくば市緑ケ原 3-3

イシ 山根精一郎 日本モンサント（株） 03-5765-8700 

アグロサイエンス事業部長

干108-0073 東京都港区二田 3 1 3 -1 6 

＝田 43森ビル 4・8階

,,,, 横山 晃 日本油脂（株）筑波研究所医薬2グループリーダー 0298-4 7-8891 

干300-2635 茨城県つくば市東光台 5 1 0 

,,,, 藤原和彦 日本リーパB.V. 042-546-8025 

リージョナルイノベーションセンター

〒196-0014 東京都昭島市田中町 56 8 1 

昭島昭和第二ピル

今 藤井高任 ネスレ日本（株）学術部長 03-5423-8256 

〒150・6015 東京都渋谷区恵比寿4 20-3 

恵比寿ガーデンプレイスタワー15階

今 高 橋 文雄 長谷川香料（株）知的財産部参与 03-3258-6926 

干103・8431 東京都中央区日本橋本町 4-4-14

,,,, 三橋正和 （株）林原生物化学研究所開発センター担当 086-224-4311 

常務取締役

干700-0907 岡山県岡山市下石井 1 2-3 

今 岩永幸也 不二製油（株）中央研究所長 0297-52-6321 

干300-2436 茨城県筑波郡谷和原村絹の台 4-3

，， 加 藤 俊則 プロクター・アンド・ギャンプル・ファー・イースト・インク 078-845-7099 

神戸テクニカルセンター研究開発本部アジア P&RSセクションヘッド

干658-0032 兵庫県神戸市東灘区向洋町中 1-1 7 
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理事 森屋 和 仁 北海道糖業（株）技術研究室室長 0157-39-3216 

干099-1583 北海道北見市北上 10 1 1 

，〉 中島良和 三井製糖（株）茅ヶ崎研究所参与 0467-52-8882 

干253・0042 神奈川県茅ヶ崎市本村 1-2-14

。 原 征彦 三井農林（株）食品総合研究所長 054-639-0080 

〒426・0133 静岡県藤枝市宮原 22 3 1 

2シ 山口忠 重 コ菱化学フーズ（株）取締役営業第2部長 03-3563-1514 

干104-0061

東京都中央区銀座1-3・9実業之日本社銀座ピル

"" 中井俊 雄 三菱マテリアル（株）アルミ缶開発センター

副所長 0550-76-3260 

干410-1392 静岡県駿東郡小山町青沼 15 0 0 

2》 二木勝喜 ミヨシ油脂（株）取締役研究開発部長 03-3690-3541 

干124・8510 東京都葛飾区堀切4-66-1

。 足立 嘉 明治製菓（株）生物科学研究所長 0492-84-7586 

干350-0289 埼玉県坂戸市千代田 5-3-1

今 桑田 有 明治乳業（株）取締役研究本部長 0423-91-2955 

〒189・8530 東京都東村山市栄町 1-21-3

"" 夏川 孝 彦 森永製菓（株）取締役研究所長 045-571・6140

〒230-8504

神奈川県横浜市鶴見区下末吉2-1 -1 

再P 早沢 宏 紀 森永乳業（株）栄養科学研究所所長 0462-52-3000 

〒228-8583 神奈川県座間市東原 5-1-83

"" 郷木 達 雄 （株）ヤクルト本社中央研究所研究管理部副主席

研究員 042-577-8961 

干186-8650 東京都国立市谷保 17 9 6 

今 山崎晶男 山崎製パン（株）常務取締役 03-3864-3011 

干101-8585 東京都千代田区岩本町3-10-1

今 斎藤 武 山之内製薬（株）コンシューマー製品研究所長 03-5916-5575 

干174-8612 東京都板橋区蓮根3 17一l

ク 高藤慣ー 雪印乳業（株）取締役技術研究所所長 0492-42-8111 

干350・1165 埼玉県川越市南台 1-1 -2 

"" 富士縄昭平 理研ビタミン（株）常務取締役 03-5275-5111 

干101・8370

東京都千代田区二崎町2-9 -18 (TDCピル）
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理事 長谷川薫 レンゴー（株）取締役社長 06-6342-0104 

千530-0001

大阪府大阪市北区梅田2-5 25ハーピスOSAKA

"" 末 木 一夫 ロシュ・ビタミン・ジャパン（株） 03-5763-4114 

ヒューマン・ニュートリション音日

〒143-0016

東京都大田区大森北 1-6-8 東伸24大森ピル

"" 伊東語男 （株）ロッテ中央研究所基礎研究部部長代理 048-837-0275 

干336・8601 埼玉県浦和市沼影3-1 -1 

事務局長 福 冨文武 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

事務局次長 大塩 I告 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

（総務担当）

事務局次長 倉沢嘩伍 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

（科学担当）

事務局 日 野 哲雄 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

2》 池畑敏江 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

今 大沢満里子 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

ク 木村美佳 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

。 秋田滋子 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

顧問 桐 村二郎 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

今 麓 大コ 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 
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一一一一一一一60号は10月初旬に開催が予定されている秋の総会に配布致します。したがっ

て、総会で活発に討議が行われるための資料を掲載する予定です。本協会の活

動の基幹となっている各研究部会の活動計画は、新しい体制の下で、より戦略

的な取り組みを重点として書かれることを予定しています。

また、 6月に開催される第9回「おいしさの科学jフォーラムの講演録も掲

載したいと考えております。

編集後記

新緑の候が過ぎ、梅雨のシーズンに入った所も多いことと存じます。

本59号は、 9月に行われる第3回「栄養とエイジング」国際会議を目前にして、会議を

盛り立てるために、東京医科歯科大学矢田教授から御寄稿頂きました。（社）菓子総合技

術センター早川専務理事からは、この会議の成果を期待する玉稿を頂戴しましたO また、

木村会長はじめ担当の方々からは、各セッション紹介や基調講演の先生方のプロフィール

など、豊富な記事を載せることができ、御礼申し上げます。会議の意義と内容について、

一層ご理解が深まったことと存じます。

また、 1月の ILS I本部総会と 2月のILSIJAPAN総会の報告を載せました。さらに、

第8回「おいしさの科学」フォーラムでご講演頂いた二ノ宮先生並びに森先生の講演録を

掲載しました。最近のマスコミで度々取り上げられる内分泌撹乱物質（EDC）に関して

の新しい情報も、 ED C研究部会から講演録として提供していただきました。知識を豊富

にする機会としていただければ幸いです。

長い間、事務局長を務められ、本誌の編集にも深く係わってこられた桐村二郎様、また

事務局次長として当初から勤務された麓大三様には、 5月を以て退任されることになりま

したが、 ILSIJAPANをここまで育てられたご功績は誠に偉大であります。我々を導いて頂

いたお二人に深く感謝を捧げます。誌上に載せました新体制の事務局で、これ迄以上に努

力致しますので、今後共ご支援をお願い致します。

(T.H) 
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